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			ギルドのチートな受付嬢④

			夏にコタツ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			　

			　

			カバーデザイン・サトモトアイ（ＲＥＶＯｄｅｓｉｇｎ）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			序章

			第１章　布石

			第２章　それぞれの地で

			第３章　結実

			第４章　終息

			終章　けれど、彼らの道は続いていく

		

	
		
			　

			序章

			　

			　――どうか、世界を御救いください。

			　――女神様。

			　

			　そんな言葉を告げられた後日。

			　イリアはつらつらと考え事をしながら、自室の道具箱を漁(あさ)っていた。

			　

			　地球の知識に当てはめるならば、この世界、ラトル・ウェスヴァニアは理神論そのものだ。

			　そのものという表現が適切ではないとしても、（この世界に実在する、神を冠する存在ではなく）創造主としての神が作り出した法則に則って世界が廻り、かつ現状では一切関与していないのだから、理神論であることには違いない。

			　前提として、この世界は地球のような惑星ではない。

			　球形の、所謂(いわゆる)星の形ではあるが、恒星や衛星はおろか、夜空に煌(きら)めく星々も存在しない。

			　人、魔物、自然。

			　それら全てが世界樹という管理塔によって間接的に調整され、一切の無駄なく循(じゆん)環(かん)する世界。

			　神の箱庭。

			　それが、イリアから見たこの世界の在り方だ。

			　理の中にあるが故に、この世界で起きた全ての事柄には意味がある。

			　例を挙げるならば、先日起きたばかりの皇国が発端となった騒動。

			　ミクロな視点では普人主義と皇族の問題だが、マクロの視点で言えば、この問題は神因子・竜因子・鬼因子の三竦(すく)み……相克が遠縁の原因という理の関連を露わにする。

			　三竦(すく)み。

			　即ち、〝神は竜に克ち、竜は鬼に克ち、鬼は神に克つ〟。

			　膨(ぼう)大(だい)な魔力を持つ竜も、事象そのものに干(かん)渉(しよう)する神の業に打ち勝つことはできない。

			　鬼がいかに強靭な肉体を持とうとも、魔力という触れられぬ竜の壁は破壊することができない。

			　事象の楔(くさび)から解放された鬼の前では、神の鉄槌も意味をなさない。

			　この相克は皇国だけでなく世界中で起きていた、所謂(いわゆる)〝自然の摂理〟だった。

			　突発的に竜因子をもって生まれた者は、その膨(ぼう)大(だい)な魔力をもって頭角を現す。

			　そして因(いん)子(し)に含まれる【昂(こう)揚(よう)】の効果で周囲を盛り上げるが、自身でコントロールできないその力は、やがて暴走を引き起こし、騒乱へと発展する。

			　騒乱が極まったすえに現れるのは、英雄……神因子を持つ者。

			　選ばれた者だけが扱える武器を用いて神の如き力を揮(ふる)い、騒乱の元凶を討滅する。

			　そこで終わればおとぎ話のごとくハッピーエンドだが、そう都合よくはいかないのが現実。

			　その力を恐れた者に裏切られる。

			　神因子の恩(おん)恵(けい)である不老不死によって親しい人間が皆死んでしまい、心を病む。

			　周囲の人々から気味悪がられ、迫(はく)害(がい)される。

			　そのように、英雄だった者は人を嫌(けん)悪(お)し、憎悪し、――最悪の場合、牙(きば)を剥(む)く。

			　別の傾向でいえば、人の上に立つことで増長し、見下し、従わせようと傲(ごう)慢(まん)になってしまうこともあった。

			　狂ってしまった英雄は、人々に殺されることになる。

			　順当に人に殺されるならまだしも、それでも死なずに残った英雄は、さらに世界を狂わせてしまう。

			　忌(い)み嫌った世界に、見下していた世界に、「お前は要らない」と言われてしまえば、余計逆上してしまうのも無理はないだろう。

			　そして、その狂った世界で生まれるのが、突然変異のバグ……鬼因子の所有者だ。

			　暗殺者として、反乱軍の一人として……どのような形であれ、神因子の所有者を殺す。

			　相克の一環、理の一環として。

			　そしてやがて、鬼因子の所有者も息絶える。

			　彼らが産まれるのは、その多くが混(こん)沌(とん)の世。

			　彼らが持つ【狂乱】の効果は本人を狂わせ、混(こん)沌(とん)の世を終わらせた鬼因子の所有者が、新しい英雄として留まることを許さない。

			　狂わなかった英雄も、狂った英雄も、どちらも狂った人間に殺される。

			　それがただの欲深い人間か、鬼因子を持つ人間かという違いがあっても、結果そのものは変わらない。

			　遅かれ早かれ英雄が死ぬことで、束の間の平和が訪れる。

			　……次の騒乱が起こるまで。

			　とはいえ、これはその時代に生きる者にとっての最悪な流れであり、既定路線ではない。

			　全ての因(いん)子(し)所有者に言えることは、〝必ずしも相克に則って排除される〟わけではないということ。

			　当然ながら、事故やその他の要因により、周囲を巻き込まずに人知れず果てることもある。

			　これまで挙げた、〝相克に則って殺される場合〟の話は、運命の強制力、或(ある)いは修正力のようなものが働いた結果の例だ。

			　そうなるものだ、と神が決めた法則。

			　その法則によって、望むと望まざるとにかかわらず、彼らは殺し、殺されることになる、という過去の事例だ。

			　それらを鑑(かんが)みた場合、鬼因子を持つトルスティは〝いつか起こるであろう皇国（神因子）の増長〟に対するカウンターとして生まれた人間となる。

			　皇国の件は、神因子による増長を力ずくで止めるための流れだったのだろう。

			　そう考えたイリアには、トルスティが修正力によって鬼因子を持たされた、運命の被害者であるように思えた。

			　竜神と鬼神と皇帝。

			　これらを現代に残された三竦(すく)みと考えると、トルスティの「神剣に頼らない国づくり」という願いの実現は、難しいのかもしれない。しかし、

			（難しいからって諦(あきら)めたら、そもそも変わる、変えられる可能性はゼロなんですけどね）

			　これまでのことではなく、これからのことを考えよう。

			　そう頭を切り替え、イリアは思考する。

			　使徒は、どうやら自分を世界のまとめ役……〝神〟に祀り上げたいらしい。

			　大精霊は世界樹と根幹の部分で繋がっているので、散々彼女が否定してきた〝女神〟〝神子〟呼ばわりも、本気で言っていたのだろう。

			　当の本人にとっては、いい迷惑なだけなのだが。

			　使徒が言う通り、邪神がいくら来ようと勝てる能力(チート)が彼女にはある。

			　もっと言えば、誰にも悟られずに邪神と魔物を倒すことで、使徒の狙いを躱(かわ)すことだってできるだろう。

			　だが、やる気は毛頭ない。

			　イリアが邪神を倒す様子を見せつける、もしくは公表するなどして、人々にその能力を認知させ、彼女を表舞台に引き摺(ず)り出すことが使徒の狙いなのだろう。

			　多くの者は、自分の力ではどうにもならない問題に直面した時、努力することをやめて他者の力に頼ろうとしてしまう。それを見越して。

			　イリアの能力が知られた場合、使徒の言う「やがて来る災(さい)厄(やく)」が完全に人の手に負えないものだった場合、チート能力を持つ彼女を頼る人が出てきてしまうかもしれない。

			　さらに言えば、倒したことを知った時点で、イリアを崇め奉るような者が出てくることさえ、有り得ないとは言い切れない。

			　一応とはいえ、各地で崇められている竜神のように、人知を超えた力を持つ者……神が実際に存在する世界だからこそ、有り得てしまう話だ。

			（……って、私がどういう扱いになるかなんてどうでもいいんですよ）

			　彼女の扱いは置いておくとしても、使徒は状況を利用し、前述のように周りを扇(せん)動(どう)するだろう。

			　それこそ「世界を一つにする」ために。

			　今回、使徒が直接イリアに訴えるという形をとったのは、それが彼女にとって、最も有効な手段だと考えたからだろうことは、想像に難くない。

			　情に訴え、見て見ぬふりができないよう退路を断ち、その上で要求を述べて、まるで解決と同意が同義であるような錯覚を起こさせる。

			（まるで詐欺師じゃないですかやだー）

			　思わず溜(ため)息(いき)を零(こぼ)したくなるイリアだが、享受する気はない。

			　一見周到に見える使徒の思惑だが、そこには一つ、欠かすことのできない要素がある。

			　それは、今回の〝魔物の大発生と邪神の復活が、人の手には負えない事態である〟という前提だ。

			　これが成り立つことで初めて、〝イリアが神となり人々を助ける〟という結論が生まれる。

			　つまり、ここで人々が奮起してこれを解決すれば、そもそもの前提が崩れてしまい、イリアが神になる必要性そのものが消失する。

			（って結論になるわけですよ！）

			　そして、提案した使徒は、今回の件を逃せばイリアを勧誘することはできなくなる。

			　今回を乗り切れば、使徒が関与してくることもなくなるだろう。

			（……たぶん。っていうかなくなれ！）

			　そこには、今回以上の手を持ってると思いたくない、という彼女の願望も多分に含まれてはいるが、なんやかんやと考えても、結局結論は使徒が産まれた時と同じ。

			　手は出さない。これに尽きる。

			　ただし、

			（……口は出すけどね！）

			　そう胸中で結論付けた彼女の手には、淡い緑色の光が灯(とも)る結石が握られていた。

		

	
		
			　

			　

			第１章　布石

		

	
		
			　翌日。

			「イリアが依頼を出すの？」

			　提出された依頼申請書に書かれた字を眺めながら、デジレは意外そうに言った。

			　タイラントスパイダーが出現した際に反省したイリアは、その後自ら依頼を出すことを自重していたため、彼女が依頼を出すことは、かなり久方ぶりのことだった。

			「はい。ちょっと運んでもらいたいものがあるので」

			「運搬の依頼ね。記入は済んでる？」

			「はい。よろしくお願いします」

			「りょーかい」

			　身内ということで気楽な返事をしながら書類を受け取ったデジレは、記入された内容を確認すると、その視線をある一点で止めた。

			「えっと……希望するランクがＡだから追加報(ほう)酬(しゆう)を出さなきゃいけないけど、間違いない？」

			「はい。間違いありません」

			　そんなやり取りをするものの、把握していることはお互い承知の上。

			　確認しなければならないことを、通例通りに確認していく。

			「――受け取りは手渡しで、と。はい。確かに承(うけたまわ)りました」

			「よろしくお願いします」

			　この後はフランクのサインが入り、申請書をもとに書かれた依頼表が掲示板に張り出されることになる。

			　そして、依頼を受注した者に風の結石と手紙を渡せば、イリアが今すべきことは終わる。

			　後は休憩を済ませ、本業に戻るだけ。

			　その前に、とイリアが視線を移したのは、事務室に隣接する女子更衣室。

			「……まだやってるんだ」

			　きゃーきゃーと姦(かしま)しい声が筒抜けのドアを開くと、そこではハクを囲む女性陣の姿があった。

			　周りには所(ところ)狭(せま)しと服が並べられていて、そのどれもが幼児用の小さなサイズ。

			　学校と同じく教会に併設された、仕事で忙しい家庭の幼児や児童を預ける保育所……初等科や高等科に倣(なら)って名付けられた保育科。

			　ハクをそこに預けるというわけではないが、「ぜひ遊びに来てください！」とソフィアに言われたため、取り敢えず顔見せに行くことになった。

			　しかし、そこで問題になったのが服装だ。

			　普段ハクが着ているのは、イリアたち女性職員と同じデザインの制服。

			　さすがにそのままではまずいということで、イリアが色々な服を生成し、好きな服を試着するという流れだったはずなのだが……。

			「……うん、いい！　これもいいよ！」

			「何着ても似合っちゃうのも考えものね……」

			「ああんもうやだ可愛すぎ！　あ、やば鼻血が」

			「ちょ、落ち着きなさい。でもわかる！」

			　ハクよりもエリーゼたちのテンションが高かった。とても、非常に高かった。

			　何人かは二度と近づけないようにした方がいいだろうか。

			　本気でそう考えたイリアだが、いつまでもハクを着せ替え人形にさせるわけにもいかないと、ハクを抱き上げて緊急脱出。

			「手伝ってあげてとは頼んだけど、遊んでって頼んだわけじゃないんだけどなー」

			「え、笑顔が怖いよイリア……」

			　失礼な、という抗議は半眼で見るに止め、ハクに向き直る。

			「ハク、どの服が気に入った？」

			「えっとね……」

			　辺りを見渡すハク。

			　まさか、ほんとに全部着たんだろうか。

			　そう思いエリーゼたちに視線を向けると、ふいっと顔を背けた。

			「これ！」

			　そう言ってハクが指さしたのは、いつも着ている制服だった。

			　変に目立ってしまうのを防ぐため、できるだけ普通のものをと思ったのだが、ハクの様子から他意は感じられない。
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			「いつも着てるけど、これでいい？」

			「うん。みんなといっしょ」

			（……うん、まぁいっか）

			　屈託のない天使のような笑顔で言われたら仕方ない。

			　可愛い可愛いと抱き着く職員たちを剥(は)がし、厨房へ。

			　昼の混雑も過ぎ、それなりに落ち着いた厨房の隅(すみ)を貸してもらい、お菓子作りに取り掛かる。

			　今日作るのは子供用のお菓子。

			　用意するものは、片栗粉、砂糖、牛乳、卵黄、これだけ。

			　まず、卵黄と砂糖を泡だて器でよく混ぜる。

			「これも卵白は使わないんだ」

			　どこで嗅ぎ付けてきたのか、エリーゼが横から顔を出す。

			「使ってもいいんだけど、ちょっと固くなっちゃうんだよね」

			「へぇ～」

			　卵黄だけならサクサク、片栗粉でふっくら仕上げることができる。

			　続いて、砂糖が溶けたら片栗粉を投入。

			　ヘラでよく混ぜ合わせ、牛乳を少しずつ加えていく。

			　生地がまとまったら、ころころ転がして棒状に。

			　それをちぎり、一個一個丸めていく。

			「ハクもやってみよっか」

			「ころころするっ！」

			　ということで、エリーゼを含め三人で生地をころころと転がし、小さな球体をいくつも作っていく。

			　形が変わるのが楽しいのか、一生懸命丸めているハクが可愛い。

			　同じように楽しんでいるエリーゼも可愛い。

			　それはともかく、出来上がったものをオーブンで焼成に入る。

			　１６０℃なら17分前後、１７０℃であれば10分くらいが目安となる。

			　そうして完成したのが、子供にも安全なお菓子、たまごボーロだ。

			「へぇ～、おもしろーい。おいしいね、ハク」

			「うん！　さくさくするー」

			　子供(ハク)用に砂糖を少なめにしているのだが、エリーゼは問題なく……というよりも、ハクに負けないくらいパクパクと食べていた。

			（まぁ、小さくて軽いから手が進んじゃうのはわかるんだけどさ）

			　そんな光景を微(ほほ)笑(え)ましく眺めていたのは、イリアだけではなかった。

			「イリアちゃん、これ面白いね。あたしらにも教えてよ」

			「ああ、アタシ見てたよ！　白玉にちょっと似てて簡単でさ――」

			「余った卵白の使い道も覚えたしね～」

			　子供に作るのか、厨房にいた奥様方にも好評で、試食にと皆で食べ始めると、すぐになくなってしまい、また作ることとなってしまった。

			　今度は味付けを変えてみたり、卵アレルギーで食べられない子用のものを作ったり、文字を書いたり……、わいわいと、楽しい一時は時間がたつのが早く感じられた。

			　こんな時間が続けばいいのに。

			　使徒の言葉があるためそれは有り得ないと分かっていても、そう思わずにはいられない、穏やかな時間が過ぎていった。

			　

			　――そして、それは起こった。

			　まず気付いたのは、音。

			　お腹の底から響くような音が微かに聞こえたイリアは、窓の外に目をやった。

			　揺れてる。

			　そう判断した直後に外へ出て、怯(おび)える者、へたりこむ者に声をかけた。

			「支部の中は安全です。立てそうですか？」

			　そう、できるだけ平然と。

			「おお、こりゃやべぇな」

			　異常を察して支部から出てきた者が、どこか呑(のん)気(き)に言った。

			　土の下級魔術には、地面を揺らして相手の体勢を崩すものがあるため、戦いに身を置くギルド員が、地震そのものに驚くことはあまりない。

			　とはいえ、さすがに街全体が揺れているこの状況には驚いているようで、イリアが避難誘導を依頼すると、皆快く受け入れてくれた。

			　近場の住人が避難してから一息入れ、様子を窺(うかが)う。

			　揺れが始まってからかなりの時間が経過しているが、未だに断続的な揺れが街を震わせていた。

			「続くわねぇ……」

			「支部にいれば大丈夫ですから」

			　窓を眺める不安な呟(つぶや)きが聞こえるものの、リアたち職員が声をかけていくことで収まっていく。

			　イリアが支部に張る結界は地震にもしっかり効果を発揮するため、この街で一番安全な場所なのは確かだ。

			　その事実があってこそではあるが、彼女たちの冷静な対応が避難した人々へ与える影響は大きかった。

			　そもそも、地震が魔術によって引き起こされる人災として存在するこの世界では、それ相(そう)応(おう)の対策が取られている。

			　対策には簡単な結界等、色々な種類はあるが、その最たるものとして挙がるのが土の結石。

			　火の結石はライターや照明、水の結石は地下水の汲(く)み上げや濾(ろ)過(か)等に使われ、風の結石は火の強化や乾燥・換気等の空調に使用されるなど、それぞれが生活に密着している。

			　残る土属性の結石は何に使われているのか。

			　その答えが、土の安定……地震の波を吸収・緩和する防壁として、領地を囲むように地下に埋めるのだ。

			　他にも土壌の回復や壁の高質化等にも使われているが、やはり居住地の安定は重要度が高く、優先的に回される。

			　ロンドヴィルに限定していえば、土の結晶柱の配置として安定している土地のため、土の因(いん)子(し)の作用による地震の自然発生が少ない。

			　断続的に続く地震であれば尚更だ。

			（だからこそ、違和感があるんですよねー）

			　仮にこの地震が邪神の魔術によるものであれば、一瞬で建物が倒壊する程の威力があってもおかしくないにもかかわらず、それ程の威力はない。

			　威力だけを下げる、或(ある)いは威力を下げることで範囲を広げ似たような現象を起こすことは可能だが、そうする意図が分からない。

			「――あ、収まった」

			　と、考えているうちに地震は収まった。

			「休憩のところ申し訳ありません。警らに回っている人たちと合流して、被害状況の確認をお願いしてもよろしいでしょうか」

			「「「　わかった　」」」

			　休憩中だった警ら隊(リユネヴユラウス)には悪いとは思うが、非常事態ということで動いてもらう。

			　もちろん完全に人任せではなく、イリアも行動を開始する。

			（まずは、被害状況を整理してフランクさんとエクトルさんに報告かな）

			　街の中を確認する人員は警ら隊で十分として、あとはリュネヴィル周辺。

			「イリア」

			　呼びかける声の主はフランクだった。

			　寝(ね)癖(ぐせ)がついているあたり、仮眠から目覚めたら騒ぎが起きていた、といったところだろう。

			　私が寝(ね)癖(ぐせ)に気付いたのを察したのか、フランクは頭を押さえた。

			　押さえる場所がズレている上に、恥ずかしいのか顔が少し赤い。

			（なにこれかわい――）

			　そうじゃない、と頭を切り替える。

			「えっと、大規模な地震が起きました。リュネヴュラウスの方々に現状把握に向かっていただいてます」

			「そ、そうか。……なら、そのまま指揮にあたろう。イリアはデジレに言って近隣支部から異変の連絡がないか、調べるよう伝えてくれ」

			「はい、承知しました。エクトルさんの下には私が直接向かいますか？」

			　少し考え、フランクは「いや」とその案を却下した。

			「私が直接行くよ。……というか、恐らく合流することになるだろうしな」

			「そうですね」

			　あの領民思いの領主が、この状況で動かないわけがなかった。

			「……あいつらにも何か仕事をさせないとな」

			　そう言ったフランクの視線の先には、妙にニヤニヤしているリアやシンシア。

			「適当に見(み)繕(つくろ)っておきますか？」

			「頼んだ」

			　のぞき見する余裕のある二人に、容赦のない采配が下った。

			　その後、警ら隊の奮闘や、厨房の奥様方の情報ネットワークもあり、かなり正確な情報を得ることができた。

			　その結果、転倒や落ちてきた家具などで軽い怪(け)我(が)をした者こそいたものの、幸い重傷者はゼロ。

			　新築の建物が多かったのも幸いしたようで、調度品が壊れたなどの報告はあったものの、家屋が倒壊するなどの大惨事は一軒もなかった。

			　だが、それらは本当に不幸中の幸い。

			　本当の被害は、街の外にこそあった。

			　

			　その翌日。

			　領主の館の応接間に集まったのは、領主エクトル、支部長フランク、渉外を務めるカロンとイリアの四名。

			「まず報告を頼む」

			　エクトルの重い言葉には僅(わず)かな焦燥も含まれており、あまり余裕がないことが窺(うかが)えた。

			　そのせいか、答えるカロンにいつもの飄(ひよう)々(ひよう)とした様子はなく、真剣な面持ちをして口を開く。

			「ロンドヴィルの各地で大きな揺れを伴う地割れが発生し、多くの市街や村落が孤立しています。行方不明者も出ている他、混乱した魔物も生息圏を出て人里に現れているようです」

			　イリアは、これが使徒の言っていた事態なのだろうと推測した。

			　多数の魔物云々という話があったことを鑑(かんが)みると、生息圏を出たのではなく単純に増えた可能性が高い。その一方で、全く目撃証言がないのであれば、邪神はいないのかもしれない。

			　その推測が正しいのであれば、邪神がいないことは喜ぶべきことだ。しかし魔物の増加した場所が一か所ではないため、それだけ広域をカバーしなければならず、厄介なことには変わりない。

			　地割れにより移動手段が断たれたことによる戦力の分断、自給難が問題をさらに大きくしているからだ。

			「そうか……。ギルド本部や国から何か通達はあるか？」

			「いえ。王都は直接地震と地割れの被害を受け、混乱しています。ロンドヴィル本部も、その混乱の収拾で手いっぱいのようです」

			「分かった。ありがとう」

			　フランクはエクトルに目配せすると、互いに頷(うなず)いてカロンに向き直った。

			「我々、リュネヴィル支部は本部からの指示や決定を待たず、独自に行動を開始する。人命の救助、並びに交通網の修復を最優先とする旨(むね)、本部に伝えてくれ」

			「了解です」

			　次いで、フランクはイリアに顔を向ける。

			「イリア、まずは詳しい状況が知りたい。被害に加え、各地の備蓄状況もできるだけ頼む」

			「畏(かしこ)まりました」

			　支部長らしく、しっかりと判断を下すフランク。

			　今までのごたごたもいい経験になったのかなと思うが、責任者ではない者を重要な会議に同伴させるのをやめればもっと印象がよくなるだろう。主にイリアの、という注釈はつくが。

			　ともあれ、フランクとエクトルが警ら隊の運用について話し合いを始めたところで退室。

			　その足で支部に向かいながら、イリアはこれからやるべきことを考えた。

			　まずは調査に向かってもらう人員、街道の修理や補修用の資材、魔術師を確保するため、依頼を作成することから始めるべきか。

			　考えがまとまる前に支部に到着すると、ホールには大勢の人が詰め掛けていた。

			　皆、今起きている異常事態に困惑していたが、事態の説明や自分がすべきことを見つけるとそれも次第に収まっていった。

			　とはいえ、現状では待機するしかないというのが現実だ。

			　だが体を休めることもまた大事な仕事であり、異常事態のなかでそれをしっかり実行するのは、口にするほど容易(たやす)いことではない。

			（私も私の仕事をしないとね）

			　そう意気込んだのはいいものの、事態はそれだけには留まらなかった。

			　

			　ほとんどの人間が今できること……片づけや調査を始めており、それらの処理を終えたことで受付の業務が少し手持無沙汰になっていた頃。

			「イリア、来てくれ」

			　裏からのフランクの声で事務室に向かうと、その異様な雰囲気にイリアは少し驚いた。

			　言うなれば、妙な静けさ、だろうか。

			　事務処理をはじめ、本部や他の支部から回ってくる情報の処理は、まだしばらく忙しいはずなのに、その慌ただしさがない。

			　そんなイリアの疑問に対して、フランクは言った。

			「今、他のギルドとの連絡が取れなくなってる」

			　言葉だけを聞けば、「地割れで断絶したから？」と思うかもしれない。

			　だが、今更そのことを問題提起する意味はなく、何より彼の表情が、もっと深刻な状況であることを物語っていた。

			「……それは、連絡網が使えなくなってる、ってことですか？」

			「……ああ」

			　やられた。

			　イリアは思わず胸中で呟(つぶや)いた。

			　まさか、そこまでしてくるとは思わなかった。

			　使徒……世界樹の本気度を見誤り、侮(あなど)っていた己の浅はかさから少し項(うな)垂(だ)れてしまった彼女に、フランクは続ける。

			「他の者には知られていない。……そもそも、〝連絡網〟のことも知らないだろうしな」

			　連絡網。

			　それは一言で言えば世界樹の根を使ったネットワークシステムであり、ギルド上層部の中でもごく一部の者にしか知られていない秘中の秘。

			　にもかかわらず、彼の言い方はまるでイリアが知っているのが前提のようだった。

			（まぁ、知ってるけどさ）

			　連絡網は、その名の通り本部や他の支部との連絡事項のやり取りや、情報の共有を迅(じん)速(そく)に行うために使われる。

			　今でこそ、やり取りが増えすぎると魔物の増大を引き起こすという事実が発覚し、

			『国やギルド、人類に関わる重要事項や、共有の速度が重要な依頼、その成否を周囲のギルドに送る程度に留める』

			　という決まりが設けられてはいるが、この機能があったからこそ、ギルドはかつてのギルド国家間戦争において〝国家との共存〟という最良の勝利を得ることができた。

			　それ程に有効的、かつ重要な機能だった。

			　だが、根の持ち主である世界樹にその連絡網が機能不全にされてしまった今、ギルド最大の利点である〝最速の情報共有〟が失われてしまったことになる。

			　使徒が言っていたように、世界中でロンドヴィルと同じかそれ以上の問題が起きているとすれば、連絡網が使えないのはかなりの痛手となる。

			　指揮系統の分断だけでなく、どこに回せる戦力や物資の余裕があるか、被害状況を迅(じん)速(そく)に情報共有して策を講じることができなくなるため、対応が遅れてしまえば痛手どころか致命傷になりかねない。

			　そして、イリアの考えていた予定も修正を余儀なくされてしまった。

			　――本当に、してやられた。

			　自分の不(ふ)甲(が)斐(い)なさに歯(は)噛(が)みするイリアは、

			「連絡を密にするのが最優先として、その人員の確保と説明だな」

			　そんなフランクの声が聞こえて、顔を上げた。

			「理由は私が用意しよう。イリアは人員の確保と従業員への説明を頼む。……イリア？」

			「あ、はい。承知しました」

			「どうした、固いぞ？」

			　頭を軽く叩かれてしまったことに呆気に取られていたのも束の間。

			　不覚を取ったといえばいいのか、それとも素直に感謝するべきか。

			　取り敢えず気恥ずかしさを味わいはしたが、おかげで頭が冷えた。

			（少し、使徒さんの思惑に引きずられすぎてたかも）

			　絶対に手は出さない。思い通りにはさせないと、意地になっていたのかもしれない。

			　不意の事態に陥(おちい)ったからといって、予定通りの行動がとれないからといって、もうどうすることもできないわけではないのに。

			　国は混乱して頭が働かず機能不全。

			　ギルドは耳と目をとられて立ち往生。

			　それでもまだ、動けなくなったわけではない。

			　何かが決まったわけではない。

			　下に見ていたのかもしれない。

			　侮(あなど)っていたのかもしれない。

			　無意識のうちだとしても、信じ切れていなかったのかもしれない。

			「ありがとうございます」

			「……何かしたか？」

			「いえ、やっぱり頼りになるなー、って」

			　誤(ご)魔(ま)化(か)すような口調で言って、本心を誤(ご)魔(ま)化(か)した。

			「じゃあ行きますね」

			「……ああ。頼んだ」

			「はい。頑張りましょう」

			　皆の力で、立ち向かいましょう。

			　そう言外に告げると、フランクもまた、笑った。

			「ああ。頑張ろう」

			　そう、力強く。

			（……で、いつまで頭に手を乗せてるんでしょうか）

		

	
		
			　

			　

			第２章　それぞれの地で

		

	
		
			　仕切り直し……とまではいかないが、予定を変更する。

			　まずしなければいけないのは、連絡網で済まそうとしていた状況の把握。

			　勿論、その他の支部の仕事も怠(おこた)らない。

			　世界のどこでどんな問題が起きているかを人力で調べるとなると、あまりに時間がかかりすぎてしまい、確実に後手に回ってしまうことになるため却下。

			　ある程度、後手に回ること自体はもともと織り込み済みだったとはいえ、たとえそれが多少の違いでも、時間が前後するだけで状況は大きく変わってしまうからだ。

			　とはいえ、虫を除外した【探知】はリュネヴィル程度の広さまでしかできないため、世界全体を認識する最大探知は最後の手段とする。

			（今回は災害指定(タイラントスパイダー)の比じゃないだろうし、仕方ない）

			　そう決断して、まずは人目を避けられるところに移動する。

			　認識阻(そ)害(がい)の結界を念のために張って、下準備は完了。

			「ハク、危ないからこっちおいで」

			「はぁーい」

			　とてとてと駆け寄ってくるハクを抱きかかえ、詠(えい)唱(しよう)は省略で済ます。

			「――来て、青藍、アカガネ、ぼたん、ひすい、タンポポ、桜花、クロガネ、紫苑、るり」

			　九つの陣が描かれ、それらが上昇するにつれて像を結んでいく。

			　顕(けん)現(げん)するのは彩(いろど)り鮮やかな獣(けもの)たち。

			　その二つとない姿に目を奪われたハクは、可愛らしくぽかんと口を開けたまま魅入っている。

			『この度は――』

			『まずは説明してもらおうかの？　主様よ』

			　赤い鬣(たてがみ)を持つ大きな鳥、アカガネの恭しい言葉を遮(さえぎ)った桜色のキツネ……桜花の言葉に、アカガネやクロガネの威(い)圧(あつ)感が増した。

			　だが、当の桜花は気にする様子もなく、先端に行くにつれて明るさの増すその尻尾(しつぽ)をふわふわと揺らすばかり。

			　これまで同時に召(しよう)喚(かん)したことはなかったが、真面目なアカガネと気(き)儘(まま)な桜花は相性が悪いことが分かった。

			「まずは、みんな来てくれてありがとう。今回呼んだ理由だけど」

			『そんなことはどうでもいいのじゃ！』

			　揺れていた尻尾(しつぽ)の一本が、ビシッとイリアに突き付けられる。

			　いつ見ても毛並が綺(き)麗(れい)でモコモコだ。

			　こんな状況でなければ、すぐもふもふしたいくらいだった。

			（じゃなくて）

			　呼んだ理由以外に何を聞きたいのだろうか、と思わず首を傾げてしまったイリアに桜花は叫ぶように言った。

			『此度の召(しよう)喚(かん)順じゃ！　何(な)故(ぜ)わらわが一番じゃないのじゃ！』

			（あー……）

			　そこ気にするんだ。

			　イリアにとってはその程度の認識でしかなかったが、桜花はよほど悔(くや)しかったのか、途中から涙声になっていた。

			　それまで気にしていなかったのか、言われて気付いたのか、数名がなにやら剣呑な雰囲気を醸(かも)し出す。

			　その一方で、抱きかかえたハクが目の前で揺れる尻尾(しつぽ)を掴(つか)もうと手を伸ばし、ひょいひょいと見事に躱(かわ)されている様子が目の前にあって、どうにも和んでしまうイリアだった。

			「ごめんね、順番は特に理由はないんだ」

			　大事な順で呼んだわけじゃないし、軽んじてる順で呼んだわけでもありません。

			　そう説明すると、桜花や他のざわついてた使い魔も納得した。

			　その逆に、青藍やアカガネは何も意味がないと分かって少し気落ちしてしまったらしい。

			　後でフォローしておくことにして、イリアは言葉を続けた。

			「皆に、今世界がどうなってるか見てきてほしいの」

			　彼女の言葉に、数名が首を傾けた。その様子は可愛いが、いちいち萌えている状況でもない。

			「ここから出ればすぐにわかると思うけど、世界中でいろんな問題が起きてる。どこでどんな問題が起きてるのか、それを調べてほしい。あと、みんなが知ってる範囲でいいから、私と一緒に旅したことのある子がどこにいたかも教えてくれたら嬉しいかな」

			『あの赤い子鬼みたいな？』

			「そうそう。覚えてる範囲でいいからね」

			　タンポポの言葉を撫でながら肯定する。

			　そこでようやく全員が手の届く範囲にいることに気付いた。イリアが気を抜いていたこともあるが、彼女に少しでも近づこうという使い魔たちの努力の賜物である。

			　とはいえ全員大きいため迫力がものすごい。

			「海の中まではさすがにないと思うけど、一応海上はチェックしてね。それと、クロガネは地中をお願い」

			『御(ぎよ)意(い)』

			　真っ黒な狼、クロガネはその特性として影に潜ることができる。

			　地中で影があるところはもちろんのこと、空洞と光のある人の居住地も調べることが可能となる。

			「集落がありそうな場所だけでいいからね……って、行っちゃった」

			　言葉の途中ではあったが、クロガネの機知に富んだ賢さを鑑(かんが)みたイリアは、大丈夫だろうとそのまま任せ、他の使い魔に向き直る。

			「危険そうなら絶対無理はしないで」

			『それが他の子を呼ばなかった理由っすか？』

			「そうだよ、青藍。世界樹の我(わが)儘(まま)で貴方たちが傷つくとか有り得ないし」

			『うちらは契約してるから、姐さんの魔力ですぐ回復するっすけどねー』

			　重々承知のことではあるが、気持ちの問題だった。

			「何か質問はある？」

			『期限はあるのです？』

			「うーん、できるだけ早いと嬉しいかな。あ、勿(もち)論(ろん)無理のない程……度で……」

			　言い切る前に一斉にいなくなってしまった。

			　しかも、全員被らずに八方に散ったあたり、息があっているというべきか、妙なところで気が回るというべきか。

			「あう～、もこもこ～」

			　音もなく使い魔たちが飛び去った後には、結局尻尾(しつぽ)を掴(つか)めなかったハクの残念そうな声だけが残った。

			　どうしても触りたいならエリーゼを供しようと思うイリアだった。

			　そして、使い魔が戻ってくるまでに、支部としての対応を進めておくことにした。

			　

			「橋を架ける……だけ？」

			「はい」

			　フランク、エクトルに向けてイリアは首(しゆ)肯(こう)する。

			「全て工程ごとに区切り行動に移すのは、お二人もご存知の魔物の習性を鑑(かんが)みてのことです」

			「魔物は仲間を呼ぶ、人が傍(そば)にいると強化される、か」

			「はい」

			　その習性を前提に、今後の方針を作製した図を二人に見せる。

			　大筋としては、魔物の分布や地震の被害などを、飛龍などの影響で空を飛ぶ魔物の少ない上空から偵察。

			　その間に村や町といった要所への最短ルートを、地形を考慮しつつ作製。

			　その次はルートに沿って、伐採した木を地割れの部分に渡しておく。

			　偵察で得た情報から救助や戦力投入や補給輸送に優先順位をつけ、その高い順に行動を開始する。

			「……木の三、四本を渡した程度で、強度は大丈夫か？」

			「もちろん、通過する際に土の魔術で補強していきます。直前まで補強しなければ、魔物が大群で渡ってくる可能性も下がりますし」

			「……凍らせておけば、魔物が渡るのをより防げるな」

			　自力で渡ろうとする者がいれば危険ではあるが、今の状況で外をうろつく者がそうそういるとは思えないのも確かだ。

			「橋渡しの際に同行する護衛隊に加えましょうか」

			「ああ」

			　予め空けておいた図の空白に「氷の魔術を使える者」と書き加え、方針の続きを述べる。

			　救助などが終了し次第、改めて魔物の分布を偵察する。

			　他の支部や街の戦力と、進攻する場所や範囲を取り決め、時間を合わせて一斉に蜂起。

			　習性による状況の変化が起きる前に、集団ごと掃討する。

			「それまでは守りに専念するべきかな」

			「可能な限り、ですね。迅(じん)速(そく)な行動のために、不測の事態は極力避けたいので」

			　やはり他の町に置いてきてしまう者のことを考えてしまうのだろう。

			　それでも納得したようにエクトルは頷(うなず)いた。

			　その一方で、考え事をしていたらしいフランクが口を開く。

			「救助や補給物資を搬送する時も、出くわした魔物を迅(じん)速(そく)に片づけるだけの戦力が必要だな」

			「はい。その戦力を確保するためにも、作業を同時進行ではなく段階的に分け、速度を犠牲にしてでも確実に事を進める必要があると判断しました」

			「なるほどな」

			　幸い、リュネヴィルには闘技場に集まっていたギルド員がいるため、戦力に不足はない。

			　問題があるとすれば、他の支部や街。

			　そんなイリアの考えを察したように、二人は言った。

			「王都の本部や支部には私が一筆認(したた)めておこう」

			「領主には私だね。……と言いたいが、成り上がりの若造がと反発を招くかもしれないから、王都の知り合いから通達を出してもらうよう頼んでみよう」

			「よろしくお願いします」

			　こんな状況でそんなことに拘(こだわ)ってるような人間は、そもそも領主に向かないと思う。

			　そんな呆れは内心に留め、会議に集中する。

			「支部(うち)にある備蓄は？」

			「食事を質素なものに変え、保存のきくように加工すれば、周囲の村落分、人口が増えても一か月は持ちます」

			「国として預かっている分もある。十分、他へ回せる余裕はありそうだね」

			　エクトルの言葉に頷(うなず)きつつ、フランクが続けた。

			「とはいえ、守り続けるのは肉体的だけでなく精神的にもかなり消(しよう)耗(もう)します。その悪影響が高まって統率が取れなくなる前に、事を起こすべきでしょうね」

			「急いては事を仕損じるが、悠長に事を進める心の余裕はない、か。できるだけ円滑に進めるよう、早速煮詰めていこうか」

			　成り上がりと自(じ)虐(ぎやく)気味に言っていたが、現場を知るからこその決断の速さがある。

			　その点、この二人は本当に頼もしい。

			　実際、本格的に話し合う際に、彼女の出番はほとんどない。

			　そうイリアは捉(とら)えているが、間違っていれば正してくれる存在がいる、という安心感は彼らの大きな支えになっていた。

			　ともあれ、イリアがサポートに徹しているうちに会議は終了。

			　エクトルとフランクはすぐに行動を開始した。

			　

			　

			『……頭が高い。空っぽな頭はふわふわと浮いてしまうのか？』

			　気(け)怠(だる)そうな声と共に閃(せん)光(こう)が走り、直後、轟(ごう)音(おん)が耳を劈(つんざ)く。

			　光……雷に身体を焼かれ、痛みに吹き出す脂汗を拭(ぬぐ)う余裕もなく退却していくのは、全種族の中で最も狩猟が得意とされる獣人の一族だ。

			　各種族の長が集うウィンディア族長連邦。

			　その土地に突如として現れた、翼持つ鱗(うろこ)のない蛇(へび)は、落雷をもって破壊をもたらした。

			　雷に打たれた動植物が死滅し、焼け爛(ただ)れた農作物を見て嘆く者こそあれ、恐怖に竦(すく)み絶望に心折れる者はいなかった。

			　種族の中でも選りすぐりの実力を持つという自信。しかし、

			（慢(まん)心(しん)だったというのか……！）

			　逃げる者に興味はないとでもいうように、追撃をしない蛇(へび)に悪態を吐くことすらできない自身や同族たちを見遣り、歯が欠けるほどに歯(は)噛(が)みする。

			　連邦での発言力を得るため我先にと蛇(へび)に挑み命を散らし、逃げ帰った他種族を見て嗤(わら)っていた自分は、いったい何様なのか。

			　自分の力を過信し、敵の力量を見誤る。

			（無様なッ……！）

			　視界の端に映ったのは、矢よりも早く飛ぶ鳥人。

			　まっすぐ飛ぶだけでなく雨のように降り注ぐ雷を、その身にまとったナイフを擲(なげう)つことで誘導し躱(かわ)すその技術は感嘆に値する。

			（しかし……！）

			　それだけならば、自分たちとて後れは取らなかった。

			　そう思うが早いか、蛇(へび)の周囲に漂っていた球体のいくつかが集い、高速の円を描く。

			　次の瞬間、大樹の幹よりも太い光の束が上空を明るく染めた。

			　直後の轟(ごう)音(おん)。思わず身を竦(すく)めたものの、一瞬で体勢を立て直して走りだす。

			（あの珠……、あの珠だ……！）

			　蛇(へび)の周囲を絶えず漂うため、その数は定かではないが、珠による干(かん)渉(しよう)が極めて厄介だった。

			　魔術の雷と同じように、一条でしかなかった雷の光を幾重にも枝分かれさせる。

			　自ら帯電して球状に雷撃を走らせる。

			　そして今見せた光の束は、天から地に落ちるのではなく鳥人たちめがけて斜めに射出されていた。

			　これらの技が全てと考えるほど、今の彼らは蛇(へび)を過小評価していない。

			　これまでの被害を考えれば、むしろその意識を持つには遅すぎるとも言えた。

			　自分を選んでくれた長を失望させただろう。無能の誹(そし)りを受けるかもしれない。

			　それでも、こうして追撃を仕掛けないうちに……蛇(へび)が本気で仕掛けてこないうちに、こちらが本気を出さなければならない。

			　そうしているうちに、再び閃(せん)光(こう)と雷鳴が響く。

			（くっ、また……！）

			　どこかの種族が接近、或(ある)いは攻撃を仕掛けようとしたのだろう。

			　それは即ち、戦力が削がれていることに他ならない。

			　一刻も早く長の下に辿(たど)り着き、何とか他の種族と協力できるように説得する。

			（できるか……？　いや、やらねば、長の身が危険だ……！）

			　彼の種族は、決して魔術適性は高くない。

			　今はまだよくとも、本気を出した蛇(へび)の雷撃を、彼らの術師が張った結界が防ぎきれるとは限らない。

			　できれば、連邦の粋を結集した結界が張られた議事堂に移るのが望ましいが、それこそ「臆病者と蔑(さげす)まれろというのか」と断じられるのは目に見えている。

			（どうする……）

			　説得の考えもまとまらぬまま領地に戻ってきた彼が見たのは、結界を張る術師を守る衛士と話す、他種族の姿だった。

			　とはいえ、その格好から察するに、連邦の住民ではなく旅をしてきた者だろう。

			「だーかーらー！　お前らみんなあの蛇(へび)を舐めすぎ！　あれたぶん邪神だぞ!?」

			「な……、しょ、証拠はあるのか」

			「聞いてた特徴と同じだし。ていうか、こっちには大精霊がいるんだよ!?　大精霊の言葉信じないで誰の言葉信じるのよー！」

			「ぬっ……、いや、駄目だ。よそ者を通すわけにはいかん」

			「はぁ!?」

			　三人組（衛士と話しているのは二人の男女だが）はどこか焦った様子だが、衛士はそれを突っぱねている。

			　以前の自分であれば、それを当然のこととして同じように振る舞っていただろう。

			「意地のために死ぬのかよ！」

			「き、貴様、我らを愚(ぐ)弄(ろう)するかッ！」

			「やめろ」

			「レ、レーゼン様！　ご無事で！」

			　衛士の声で気付いたのか、周囲にいた者……特に回復魔術が使える者が駆け寄ってくる。

			　回復を受けながら、レーゼンは三人組に向き直る。

			　彼らはまだ少年と言っていい年齢に見えたが、その雰囲気はまるで歴戦の戦士を彷彿とさせた。

			「……私は護衛団の団長、レーゼンだ。貴殿らは？」

			　これまでの衛士との応対から、レーゼンの態度が意外だったのだろう。

			　少し呆けた後ににかっと笑い、少年は言った。

			「俺たちは傭(よう)兵(へい)ギルドの〈常(とこ)夜(よ)の星〉！　ちょうど通りかかったんで、邪神をぶっ倒しにきました！」

			　

			　

			　約20の国々からなる海域一帯の島を統括する、列島諸国連合。

			　交(こう)易(えき)や漁など、大小を問わず多くの船が海原を所(ところ)狭(せま)しと行き来する光景は壮観だが、現在、海に出ている船は一隻(せき)もない。

			『あーもうだるいー』

			「ごめんね、でもありがと」

			　頭の上にへばりつく小人にペシペシと叩かれながら、空を翔けていた少女は一つの島へと降り立つ。

			　大きな港が整備され、喧(けん)噪(そう)ともいえるほど賑(にぎ)わっていた光景も今はなく、マストの折れた船の破(は)片(へん)やゴミが辺りに散乱。吹き飛ばされた露店の柱が窓に突き刺さっている家屋など、無残な姿に少女は無意識に手を握りしめる。

			　彼女が向かった先は、石造りの堅牢な建物。

			　波や強風にも耐えられるように設計されたその場所には、現在、多くの頭首が集まっていた。

			「おお、おかえりニーナ。ほら、体が冷えないうちに」

			「ありがと！」

			　待っていてくれたのだろう。

			　出入り口の門を過ぎると、馴染みの女性がタオルを差し出した。

			　受け取ったタオルで髪や体を拭いていると、奥から男性がやってくるのが見えた。

			「ありがとうございます、シルフ様。ニーナもよくやってくれた。で、どうだった？」

			「うん……やっぱり逃げられちゃった。シルフが風は打ち消してくれるんだけどね……」

			「そうか……。いや、アレを人里から遠ざけてくれるだけありがたい」

			　男性の言ったアレとは、連合の上空に現れた猫の顔を持つ鳥のこと。

			　数日前、波の穏やかな快晴の広がる連合を、急激な下降気流が襲った。

			　あらゆるものが叩きつけられるように吹き飛ばされ、海、陸を問わず惨(さん)状(じよう)と化した。

			　初めこそ大精霊の怒りに触れたのかと疑われたニーナとシルフだが、彼女たちの調べにより、奇妙な鳥が原因であると突き止められたため、その容疑はすぐに晴れることとなった。

			　しかし、鳥はほとんどの時間を空中で過ごし、近づけば逃走してしまう。

			　その速度は並の術師では追いすがることすらできず、見失った先で再び下降気流を発生させる。

			　その繰り返しで、被害は拡大する一方だった。

			　並の術師ではないニーナと風を相殺することができるシルフがいなければ、さらに被害は広がっていただろう。

			　理由は定かではないが、鳥は連合の範囲から出ようとしなかったのだから。

			「他の島の人たちはどうしてるの？」

			「怪(け)我(が)人含めると、まだ大勢残されてるだろうね」

			　船が壊れていなければ救助にも行けたのだが、そもそも多人数を収容できる、安全な場所を確保することができるかどうかも分からないのが現状だ。

			「どうにかできないかなぁ……」

			　ニーナが考えようとした矢先。

			「――！」

			「――、――！」

			　奥の扉から、怒鳴り合うような声が聞こえた。

			「なにかあったの？」

			「ああ……無事な連中が棟(とう)梁(りよう)んとこに押しかけてきてるんだよ。早く仇(かたき)を討ちたいっていうのは分かるけどな」

			　仇(かたき)は当然として、災害の現況を取り除かなければ、復興もままならない。

			　そうしたいのは誰もが同じ。

			　だが、肝心の討(とう)伐(ばつ)方法が見つからない。

			「ダーリンは？」

			「帰ってないならまだ他の棟(とう)梁(りよう)のところを回ってるよ。取り敢えず、無事なところから食料の援助も考えないといけないからね」

			　そう、色々と考えなければならないことは多い。

			　少なくとも、身内で言い争っている時ではないはずだ。

			「よし、ボクちょっと言ってくる！」

			「は？　あ、ニーナ!?」

			　意気込んで飛び込んでいったニーナだが、彼女の介入によってその場が収まるわけもなく、喧(けん)々(けん)諤(がく)々(がく)と不毛な議論は続く。

			　

			　

			「なんだ、これ……」

			　そう呟(つぶや)いたのは、神聖ライハンド皇国最大の湖、シュラ湖で漁師を営む男性。

			　現在の皇国は季節で言えば夏に相当するとはいえ、あまりの暑さに耐えかね、眠るに眠れない彼は水辺で僅かにでも涼を取ろうと家を出た。

			　シュラ湖は魚をはじめ多数の水産物が採れるほか、農業用としても飲料用としても皇国にとって欠かすことのできない水源となっている。

			　だが今、その湖が――ない。

			「ゆ、夢、だよな……？」

			　湖が、枯れていた。

			　汗が吹き出す異常な暑さは相変わらずだというのに、背中をゾクリと這(は)うような寒気に身震いする。

			　信じることができず、男性が恐る恐ると湖の縁だった場所に向かうと、暗闇の中で動くものを見つけた。

			（……人？）

			　それは、よく見れば人間だった。

			　どこかを目指しているらしいその人影は、湖の中心へと向かっていることに気付き、その先へと視線を向ける。

			　空に瞬(またた)く星の僅かな光を頼りに目を凝らすと、やがて蠢(うごめ)く何かを捉(とら)えた。

			　球体のようにも見えるが、弾力があるのか撓(たわ)む様も見て取れる。

			　あんなものは見たことがない。

			　そうしているうちに人影は何かへと近づいていき、

			「は？　熱ッ――」

			　赤い閃(せん)光(こう)を見た瞬間、焼けるような熱さを感じた男性の意識は途切れた。

			　近づいていた人影、男性は言うに及ばず、いくつかの畔の街が溶け――蒸発した。

			『…………』

			　後に残った蠢(うごめ)く物体は物言わず、ただその場で微かな蠕(ぜん)動(どう)を見せていた。

			　そして、この事態が皇帝の下に伝わったのは二日後。

			　とはいえ、その報告は川の水が途絶えたというものであり、生命の存在を拒むような異常な暑さに見舞われる湖周辺の調査は容(よう)易(い)ではなく、原因の究明までは至らなかった。

			　そして、調査団を編成する間にも、皇国の被害は拡大していった。

			　

			　

			　場所は変わり、フィレアレミス女皇国。

			　ロンドヴィル王国と接する東からまっすぐ西に延びる盆地の平野では、砂漠の広がる南側とは打って変わり、小麦や果樹などの栽培が盛んに行われている。

			　他国から首都であるアレミシアに向かう場合、南の港湾都市から北上した方が距離は短い。しかし、砂漠越えという難所があるため、若干遠回りかつ山道を通らなければならないが、より安全な平野を通るルートを選ぶ者が多い。

			　そして、その習慣に則り、平野を進む行商がいた。

			　だが、その馬車の速度は異常に速い。

			「うわわわわわ！」

			　商人、御者は目を回しているが、荷台を引く馬にそれを気にしている余裕はなかった。

			　そしてそれは、幌の上にしがみつく妖精と、自らの脚力で馬車と並走する少年も同じ。

			「ガブくん、右から来た！」

			「了解」

			　さらに速度を上げた角の生えた少年……ガブリルが一足飛びに右側へと移動。

			　目にもとまらぬ速さで抜き放たれた刀が、荷台に絡みつこうと高速で伸びる蔦を断つ。

			　上下左右に加えて前後。

			　襲いくるのは蔦だけでなく、鋭利な棘をもつ荊(いばら)や食らいつこうと咢(あぎと)を開くハエトリグサのようなものなど、その姿形は千差万別だ。
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			「もうちょっとよ！　頑張りなさい！」

			「パーシャ、無理は禁物だよ」

			「大丈夫！　この子もまだいけるって！」

			　馬に身体強化の魔術をかけなおすパーシャへとかけた声には、快(かい)活(かつ)な返答があった。

			　フィレアレミス西部から入国し、突如として地中から生えた異常な植物群に襲われてからというもの、ろくに休憩をはさんでいない。

			　途中にあった町は既に植物によって蹂(じゆう)躙(りん)され、果樹園などは見る影もなかった。

			　馬に強化魔法をかけ、迫りくる植物を切り刻みながら街道を逃走しているが、未だに植物の襲撃が収まる様子はない。

			　まるで、フィレアレミス全土が植物の苗床になっているようだ。

			　恐れ戦(おのの)きながら、そんなことを考えていた商人は、ガブリルの肩に小人がぴょんと乗るのを目撃した。

			　先の折れたとんがり帽子と三つ編みのひげを蓄えた小人……大精霊ノームはガブリルの耳に近づく。

			『お待たせしたのじゃ、主よ』

			「ううん。ありがとう。どうだった？」

			『西と北はダメじゃの。東と南にはまだ根を伸ばしておらんようじゃし、このまま進めば問題はなかろうて』

			　生えた花から吐き出される礫(つぶて)を切り落としながら、ガブリルは疑問点を挙げる。

			「でも、こいつら前からも来るよ？」

			『うむ、こやつらは予め根を張っていた場所に近づいた生物に反応して襲っているからの。根の進行が止まっている今なら切り抜けられよう』

			「そっか」

			　第三者がその会話を聞いていれば「それだけ!?」と言いたくなる反応だが、ノームが気にした様子はない。

			「パーシャ、もうちょっとだって。頑張ろう」

			「うん！」

			　そんな彼らの横では、都市を囲む城壁に蔦が絡まり、見るも無残に崩れ落ちていた。

			　城壁の中に生えた植物に動きはなく、都市の中に生命がいないことを示していた。

			　

			　

			「交代だ」

			　その言葉で閉じていた目を開いた女性は、深い息を吐いた。

			　隣に座った男性が地面に描かれた魔術陣に魔力を通したのを感じとり、女性はのろのろと立ち上がる。

			　その疲労の度合いを見て取り、男性は「お疲れさま」と労(ねぎら)いの言葉をかけた。

			「ええ。頑張って」

			　立ちくらみによろけそうになる体を叱(しつ)咤(た)し、顔を上げた女性の視界に映るのは一面の黒。

			　その奥を窺(うかが)い知ることはできないが、何が起きたのかは知らされている。

			　火山の噴火。

			　いつかくるだろうと予期されていた天災だが、大きな予兆もなく発生したため、フャグラジャ火山を有するミスリレージュ王国は大わらわ。

			　噴火に備えて施されていた結界がなければ、慌てる余裕もなかっただろう。

			「お疲れ」

			「お疲れさまー。やーっと終わったよー」

			　交代であがった別の女性と連れ立って結界を離れると、同じく交代した仲間がぞろぞろと集まってくる。

			　その数は両手両足の指でも足りないほどに多い。

			　流れ出る溶岩流や飛来する溶岩、火山灰などを多重に張った結界で別々に堰(せ)き止めることで、個々の結界の強度を上げる。

			　さらに王都を覆(おお)うほど広域に展開するため、かなりの人数が魔力を補(ほ)填(てん)する必要があった。

			「調査隊の一次報告って今日だっけ？」

			「そうだったっけ」

			「さっき来たってよ。代わったやつが言ってた」

			　気になる話題だったのだろう。

			　二人の会話に、別の声が加わる。

			「火山の原因な、やべぇぞ」

			「「　？　」」

			　焦らすように敢えて間を作った男性の言い方に引き込まれ、足を止めた二人。

			「魔物が起こしてるんだってよ」

			「うわぁ……ありえるの？　それ」

			「大丈夫かなここ……」

			　どこか諦(てい)観(かん)したように声を漏らし、歩みを再開した。

			　欲を言えばもっと反応が欲しかった男性だが、それも止む無しと彼女たちの後を追う。

			　今、自分たちが一番欲しいのは元の生活。

			　しかしそれが叶わないと分かっている現状、繰り上げで一位となったのは休息だ。

			　何よりもまず、休みたい。

			　結界の維持で疲労の極みにある彼らに、面白おかしい反応を期待する方が酷(こく)な話だ。

			「魔物かぁ……有名な奴だったりするの？」

			「あー、これから依頼表とか禁書の記述と照らし合わせるってよ。邪神じゃないかー、とか言ってるやつもいるらしいぞ」

			「うっわぁ……よりによってヨルク様がご不在の時に……」

			「あれ……禁書ってことは、あの子も協力してくれるってこと？」

			　あの子。

			　その言葉を耳にした周囲の者たち、全員の脳裏に浮かんだのはダークエルフの少女。

			　類(たぐい)まれな頭脳と魔術の才。そして何を思ったのか悪魔を打ち滅ぼし、魔具である槍(やり)を手に入れたという武勲は耳に新しい。

			　それも全て独力で、だ。

			「そりゃ聞いたら答えてはくれるかもだけど、討(とう)伐(ばつ)に参加するかどうかは、なぁ……」

			　かつて世界の調和を乱したダークエルフであることへの嫌(けん)悪(お)。その才能への嫉(しつ)妬(と)。

			　彼女自身が歩み寄る素振りも見せなかったとはいえ、長く深く溝を刻んでおいて、一方的に「協力しろ」とは言えない。

			　言ってしまえば、その確(かく)執(しつ)は決定的なものになってしまうだろうと誰もが感じていた。

			「王都は……なんか静かだね」

			　高台の縁に来ると、王都の街並みが一望できる。

			　見下ろす景色に人影はまばらで、見回りの兵士が子供を追いかけているのが妙にはっきりと見えた。

			　遠く離れた地に伝手のある者は荷物をまとめ王都を離れたため、その留守を狙い貧民街の子供が盗みを働いたのだろう。

			　結界が維持できなくなれば、あっという間に煙に包まれ、溶岩に飲み込まれるまでもなく人は死に絶えるというのに、逞(たくま)しいというべきか浅ましいというべきか。

			　秘密裡ではあるが王族は既にこの地を離れ、魔法ギルドも重要度の高い研究から運び出している最中だ。

			　それが終われば、魔法ギルドも原因の魔物と戦わずに逃げの一手を打つかもしれない。むしろ、その方が死者は少ないかもしれない。

			（……ん？）

			「どうした？」

			「……ううん、なんでもないよー」

			　問いかける声に頭(かぶり)を振って、改めて休憩所を目指す。

			　街を歩く住民の中に件(くだん)の少女の姿を見たが、この状況でそんな呑(のん)気(き)な行動をとるはずもないと、他人だろうと思うことにした。

			　取り敢えず、すぐに逃げられるよう荷物をまとめよう。

			　振り返り、朦(もう)々(もう)と天を覆(おお)うように上る黒々とした火山灰を見上げ、ギルド員たちはどこか呑(のん)気(き)にそんなことを思った。

			　

			　

			　鳥人の少年ギルド員は、アクラディスト領海上を飛行していた。

			　請(う)け負った依頼は、調査。飛行魔術に長けた鳥人の中でも寒さに強い種族の彼が選ばれたのは、眼下に広がる光景が原因だった。

			　果てまで続く一面の氷。

			　一夜にして領海を氷が覆(おお)う、という異常事態がどこまで続いているのかを確認するため、少年は宙を翔ける。

			「どうしよ……これ、終わらないっぽいんですけど」

			　そう呟(つぶや)いて、想像以上の事態にうすら寒さを感じた少年だが、このまま報告をするのも気が重かった。

			　海洋産業で成り立っているアクラディストにとって、海の封(ふう)鎖(さ)は文字通り死活問題となる。

			　向けるあてのない憤(いきどお)りや先の見えない不安に、国内には徐々に殺伐とした雰囲気が広がっていた。

			「海は全部凍っていました」「原因はもちろんわかりません」などと報告すれば理(り)不(ふ)尽(じん)な怒りに曝(さら)されるような気がして、少年は思わず溜(ため)息(いき)をこぼした。

			　白く染まって流れる溜(ため)息(いき)をなんとなく目で追うと、視界の奥で何かが動いた気がした。

			（どうせこのまま帰るわけにもいかないし）

			　半ば現実逃避するように進路を変更し、しばらく飛び続けた少年の目に映ったのは、

			「島……？」

			　緑一つない、ごつごつとした岩の島。

			　そう思った矢先、その島の一部が隆(りゆう)起(き)した。

			「なっ」

			　隆(りゆう)起(き)どころではない。岩のような表面だが、遠目だからこそはっきり分かる、節と鋏(はさみ)の陰影。

			「か、蟹(かに)!?」

			　だが、大きい。

			　小島と見間違うほどの胴体に、鋏(はさみ)も負けず劣らずの巨大さ。だが巨体もさることながら、さらに異常なのは、その鋏(はさみ)の数。

			　太いものが４、細いものも４。

			　なら足は、と高度を下げて見えた数は８。胴体は氷に埋まってはおらず、足が氷を貫(つらぬ)いているため判別できたのだが、通常の蟹(かに)と変わらない数に僅かながら安(あん)堵(ど)したのも束の間。

			　彼の目に映ったのは、足にぶつかり砕(くだ)けた氷が瞬(またた)く間に霧(む)散(さん)し、新たな氷が海面を覆(おお)う光景だった。

			　それが示す可能性。

			「こいつが原因……!?」

			　まるで、その声を聞き取ったかのようだった。

			　持ち上げられた鋏(はさみ)の矛(ほこ)先(さき)が、獲物を見つけた蛇(へび)のように少年を睨(にら)む。

			　それは、若年ながらもこれまで重ねた経験によるものだろう。

			　竦(すく)みあがり硬直していた身体を、魔術で無理やり引き上げる。そうして急激に高度を上げた少年の真下を、開かれた鋏(はさみ)の先から放たれた氷の矢が擦過する。

			　矢は鋏(はさみ)に比例してか、当たれば貫(つらぬ)かれるどころか、少年の身体が木(こ)っ端(ぱ)微(み)塵(じん)に砕(くだ)かれてしまいそうなほどの大きさだった。

			　全身が粟立つのと同時に別の鋏(はさみ)が自身を追っているのに気付いた少年は、脱兎のごとく逃げ出した。

			「ひぃぃいいいい!!」

			　数度にわたり、少年の横を過ぎ去っていく氷の矢。

			　擦過する度に煽(あお)られる恐怖に怯(おび)え、逃げることで頭がいっぱいだった少年は矢が飛来しないことにも気付かず飛び続けた。

			　

			　

			「くそったれ！」

			　机に叩きつけた拳(こぶし)の痛みも気にならないほど、オーブワイト王国ギルド本部長は激怒していた。その原因は、つい先程城から届いた書状。

			「なにが良きに計らえだ無能トカゲが！」

			　声を張り上げ、怒りに任せて椅子を蹴(け)り飛ばす。

			　そんな本部長の前に立ちながらも、副本部長の男は冷静だった。

			「本部長。その発言は不敬罪にあたりますが」

			「構うか！　無能を無能と言って何が悪い！」

			　不敬にあたるから悪いのだが、本部長の怒りをこれ以上逆なでする必要もない、と副本部長は口を閉ざす。

			　何より、現オーブワイト国王クラスタが無能であることは、国民や周辺各国にとって周知の事実だ。

			　だが、副本部長からしてみれば、目の前の男がそれを言う資格があるかは甚だ疑問だった。

			「では、軍の助力は望めないと？」

			「駐留している場所は守るから、それ以外は勝手にしろだそうだ。馬鹿馬鹿しい。で、お前は何の用だ」

			　ようやく聞いてくれた、と言わんばかりに差し出したのは、数枚の書類。

			「先程、連絡が取れなくなっていた各支部から直接書状が届きました」

			「ふん。それであの無礼な連中は何を言ってきた？」

			「砂嵐の発生とほぼ同時に各地で魔物の異常繁(はん)殖(しよく)が確認され、緊急依頼を発行する回数が上限を超える可能性があると。それに際して上限の一時撤廃と予算の割り振りを見直してほしい、とのことです」

			　副本部長の言葉が終わるや否や、「却下だ！」と本部長の男は机を叩き怒鳴り散らした。

			「闘技場を失ったせいで、どれだけ予算が削られたと思っているのだ、あの無能どもは！　この本部でさえ逼(ひつ)迫(ぱく)しているというのに、厚かましい！」

			　その減少した予算の中から、どれだけの額がこの男の懐に入っているか、副本部長は知っている。

			　ただ己の保身のため、ギルダーポートの幹部に蓄えた金をばらまき、別の本部へ移ろうとしていることもだ。

			「……はっ！　何が上限を超える可能性だ！　依頼を出したことにして掠(かす)め取ろうという魂(こん)胆(たん)だろうが、浅ましい者の考えなどお見通しだ」

			　自分自身が一番浅ましいからだろう。

			　副本部長は目を伏(ふ)せて毒づき、それから再び上司を見遣る。

			「では、申し出は受けないと？」

			「当たり前だ馬鹿者が！」

			「承知しました」

			　副本部長は丁寧に一礼し、退室する。

			（潮時か）

			　闘技場の一件による混乱は未だにオーブワイト全土の支部に燻(くすぶ)り続け、それらに区切りがつくまでは無能の頭でも据えておくべきだと考えていた。

			　だが、それ以上の混乱に見舞われることは予想だにできなかった。

			　全土に広がる砂嵐とギルド同士の情報が遮(しや)断(だん)され、全ての支部が孤立している今なら、数少ない本部長の支持者……正確には寄生虫も手出しはできないだろう。

			　そして報告によれば、情報の少なさと孤立による精神的な負荷と、後手に回り続けているギルド連合に対し、ギルド員は苛(いら)立(だ)ちを募(つの)らせているとのこと。

			（ならば、それを誘導して退けるか）

			　その後、魔物に対しての攻勢に出る。

			　これを成功させることができれば、ギルド員たちの政変に対する不安や猜(さい)疑(ぎ)心(しん)も抑えることができるだろう。

			（悪いが、それまでは耐えてもらうしかないな）

			　もう少しの辛抱だ。

			　そう自分にも言い聞かせるようにして、副本部長の男はやけに静かな廊下を踏みしめた。

			　彼が去った先。

			　執務室では、本部長の男が再び湧(わ)き出した怒りに任せ、辺りに喚き散らしていた。

			　その窓の先に映る、荒れ狂うように舞う砂嵐のように。

			　

			　

			　人里離れ、青々とした森が広がるただ中に、その泉はある。

			　泉と呼ぶには些(いささ)か大きすぎるきらいはあるが、その大きさは問題ではなく、泉が存在することそのものが重要な意味を持っていた。

			　神聖ささえも感じる静(せい)謐(ひつ)さを称える泉の中央。

			　そこに佇(たたず)むのは水の大精霊・ウンディーネであり、彼女がそこに在りそれを守護することこそ、泉を中心として存在する里の意義だった。

			　そして、里を治める長老の前に、一人の青年が腰を下ろした。

			「長老様、皆の状況はどうなっているのでしょうか」

			「半数以上が身動きの取れない状態だ」

			「やはり、あの毒の霧に？」

			　青年の言葉に返す長老の首(しゆ)肯(こう)は重い。

			　毒の霧が発生したのは数日前。

			　泉が存在するため、霧が発生することは日常の一部でしかなく、違和感を覚えた者こそいたものの、そこに毒が含まれていると気付いたのは、倒れる者が現れてからだった。

			　霧の毒は人だけでなく、獣(けもの)や植物にも影響を与えている。

			　そして、そこに畳(たた)みかけるように現れた魔物の群れ。

			　ウンディーネが里を離れる際にイリアと共に張った強力な結界がなければ、そして長老の前に座る青年、ヨルクがウンディーネを伴って現れなければ、被害はより甚(じん)大(だい)なものとなっていただろう。

			「しかしいいところに戻ってきてくれたものだ。ウンディーネ様が何か示唆してくださったのか？」

			　大精霊は、人間よりも高位に存在する生命であるが故に、人に阿(おもね)ることはない。

			　それは契約を交わした相手といえども変わることはなく、主従というよりも共感性による友情に近い関係であるため、大精霊の根幹など、彼らにとって「人に教えるべきではない」事柄を教示することはない。

			　逆に言えば、それは大精霊が人の知り得ないことも認識していることの証明でもあり、その高度な認識力をもって知り得た情報をヨルクに教えたのでは？　と長老は考えた。

			　だが、ヨルクから返ってきたのは「いいえ」という否定の言葉。

			　そして差し出されたのはイヤーカフ。はめ込まれている半透明な石は淡い緑色の光を湛(たた)え、それが風の結石であることを示していた。

			「これは？」

			「イリア様より送られました、遠くにいても会話ができるという道具です」

			　なぜ、自分ではなくこの男に送られたのか。

			　湧(わ)き出る嫉(しつ)妬(と)に長老は思わず顔をしかめた。

			　それに見て見ぬふりをして、ヨルクは言葉を続けた。

			「これと一緒に手紙も同封されていまして、『非常時に連絡しなさい』という旨(むね)の内容でした」

			　正確には、『魔力を通せば連絡が取れるから、非常時に連絡してください。運が良ければ繋がるから。あと、こっちから連絡することもあるかもしれないけど、変な時に繋げちゃったらごめんなさい』である。

			　後半について否やはなく、彼にとってイリアという存在は大精霊以上の上位に位置するため、イリアの要望や希望は即ち絶対であり、前半については命令と同じ意味に捉(とら)えていた。

			　面倒くさい青年である。
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			「魔法ギルドに滞在している際にこれらが届きましたが、もう一人……イリア様と親交の深い者にも渡っているとのことでした」

			　そのもう一人とはルーラであり、いつものようにダークエルフと呼ばなかったのは、目の前にいる長老が良くも悪くもエルフらしいエルフだったからだ。

			　そんなヨルクの配慮を他所に、当の長老は「え、なにこいつ俺よりイリアと親交が深いって言いたいの？」と大人げなく嫉(しつ)妬(と)する心を無理矢理抑えに抑え込み、思索に耽(ふけ)ることでなんとかやり過ごしていた。

			　そして、その甲斐あってか、思い至る。

			「……なるほどな。同じ場所に二つあっては意味がない。ならば、自分にとって縁の深い場所に問題が起こる可能性がある、と考えたか」

			「はい」

			　その肯定に長老は推測が正(せい)鵠(こく)を射ていたことに満足し、またイリアの先見の明に嘆(たん)息(そく)する。

			　それはヨルクも同様で、エルフとの関わりを断ちながらも、決して見捨てはしないイリアの懐の深さに畏敬の念は深まるばかりだった。

			　もちろん、彼らの考えすぎである。

			　だが、間接的にでも里を救ったのは事実だ。

			　ウンディーネが到着したことで結界が補強されると同時に霧の水分に干(かん)渉(しよう)し、毒を中和させた。

			　その間に無事な者とヨルクや長老で魔物を排除しつつ、毒に蝕(むしば)まれている者を退避させた。

			　何より幸いだったのは、毒が時間によって進行する類(たぐい)のものではなく、継続的に摂取することで深刻化するものだったことだろう。

			　未だ解毒や中和方法は判明していないが、大量の中毒者を出しつつも死者は出ていない。

			　里の外に向け始めていた男性二人の意識を引き戻すように、伝令の声が響いた。

			　傍(かたわ)らにいた女性が、やってきたエルフから何事かを耳打ちされる。

			　そして、長老たちに向かい頭を下げて報告する。

			「報告いたします。捜索に出ていた者が帰還したそうです」

			「状況は」

			「はい。ウンディーネ様のお力により霧の晴れた範囲を捜索しましたが、原因と思われるものは発見できませんでした」

			「ふむ……。ご苦労だった」

			　取り敢えず打てる手は打ったが、これで全て手詰まりとなってしまった。

			　ウンディーネの力で里の中こそ安全にはなっているが、動植物にも影響を与えている現状、のんびりと事を構えている余裕はない。

			「中和できる者で霧の中に突入するほかない、か」

			　霧を蒸発させるような火は厳禁。風で吹き飛ばそうにも、たちどころに霧に覆(おお)われる始末。

			　ヨルクが森に訪れた際、その直前までは霧の前兆もなかったため、それらの情報を踏まえ確実に作為的な霧だと彼らは判断していた。

			　だからこそ、未知の敵に対して少数で攻める愚に足踏みしてしまう。

			「あの……、イリア様にはご連絡されないのですか？」

			　傍(かたわ)らで話を聞いていたエルフ……長老がリュネヴィルに赴(おもむ)いた際にも護衛として同行していた実力者の女性、ナディアにしてみれば現在の状況は十分以上に非常時だ。

			　だが、男性二人は首を横に振った。

			　一方は、彼女が聞けば呆れてしまうだろうが、男の矜(きよう)持(じ)として「頼ってばかりはいられない」という理由。

			　そしてもう一方は、

			「連絡に留めるということは、私たちだけで乗り越えられると、あの方が判断されたからでしょう。ならば、私たちは全力を尽くすだけ」

			　という、信頼からくる動機だった。

			　里を治める長老と、大精霊ウンディーネの契約者。その両名の言葉とあっては、異論を挿む余地はない。

			　そう思い護衛に徹するナディアだったが、それでもやはり、しこりのように残る不安は拭(ぬぐ)えない。

			（せめて、せめてもう少し戦力がいれば）

			　こんな時ばかりは、エルフの里同士でさえ情報の共有が困難という、彼女たちの境(きよう)遇(ぐう)を恨めしく思った。

			　

			　

			　使い魔たちが散らばってから三日。

			「はぁ……」

			　各地の状況に加え、現地の人間もまだ知らない情報を戻ってきた彼らから報告されたイリアは、彼らを労(もふ)ってから帰還させ、自室に戻ったところで一つだけ溜(ため)息(いき)を吐いた。

			　報告のあった八か所にロンドヴィルを含め、問題の起きている地域は九か所。

			　その中でウィンディア族長連邦、列島諸国連合、神聖ライハンド皇国、フィレアレミス女皇国の四か国は、様々な意味で〝海〟と称する四溟国家と呼ばれている。

			　そしてミスリレージュ王国、アクラディスト王国、オーブワイト王国、そしてロンドヴィル王国の四か国は、神々が消えた人の世で〝柱〟となったため四維王国と呼ばれている。

			　四溟国家と四維王国。

			　合わせて八大国とも言われているこれらの国々で一斉に災害が起きたのは、決して偶然ではないだろう。

			　むしろ、そこにエルフの里が混ざっている時点でイリアは確信した。

			　これは、自分を表舞台に引きずり出すために用意された災害だ、と。

			　より大勢の人間を窮地に立たせる。

			　同族愛を喚起させる。

			　使徒の思惑を推測するならばそんなところだろう、とイリアは判断したが、

			（それがわかってて手を出す程、私って良い性格でも楽天家でもないんですよねー）

			　ということで、予定は変更せずに次の段階への移行を考える。

			　まずは、現状での対応が可能か否か。

			　改めて確認しながら、思わず苦笑を零(こぼ)してしまう。

			（何て言うか……よくできてる）

			　出来過ぎと言ってもいいくらいだった。

			　もともと大災害が発生した地域で活動していた者もいるが、世界各地を旅している者までしっかり〝被らず〟に配置されているあたり、本当に良くできていると思うしかない。

			　そして、状況が出来上がっているのなら、それを素直に喜ぼう、と考えることにした。

			「えーっと……」

			　ウィンディアには〈常(とこ)夜(よ)の星〉の三人。

			　列島諸国連合で出てた異常な風の調査には、ニーナとエリアスも参加している。

			　フィレアレミスにはちょうどパーシャとガブリルが滞在しており、異常発生した植物を退ける活躍を見せたため、その原因、邪神を討(とう)伐(ばつ)する依頼を受けることになるだろう。

			　ミスリレージュの火山噴火の原因究明を魔術ギルドが受けていれば、そこにルーラも含まれることになる。

			（……これはたぶん、としか言えないけど）

			　ともあれ、続きだ。

			　アクラディストの近くにいるセイレンに海の氷結を静観する理由はなく、彼女の下にはトリスタンやバハムートもいるため、不安要素である攻撃力にも問題はない。

			　オーブワイトは闘技場の問題と前の戦争で戦力的に心許ないが、国王が竜神ジーンの血を引く獣人のクラスタであり、魔物の大量発生は周辺国にも影響してくるため、討(とう)伐(ばつ)にはオリオンも参加することが考えられる。

			（あの人、なんだかんだ言ってピスクローザのこと大事にしてるしね）

			　ロンドヴィルは、闘技場を目的として集まった多数のギルド員や、こんな時のために戦力の底上げも以前から行ってきたため不安はない。

			　皇国には鬼因子以外にはめっぽう強い神剣持ちの王が存在し、万が一神剣の効果が薄い魔物がいたとしても、単純な戦闘力で勝るトルスティがいる。

			　欲を言えば、邪神の相手にはそれぞれ相性のいい者が当たれば言うことはない。

			　フィレアレミスの〝最大の邪神〟にはニーナ、ウィンディアの〝最高の邪神〟か列島諸国連合の〝最速の邪神〟にはガブリル。

			　アクラディストの邪神にはセレナ、ミスリレージュの〝最強の邪神〟か、皇国の〝最多の邪神〟にはヨルクがそれぞれ当たれば、属性の相克で魔術を打ち消すことができ、被害をかなり抑えることができるはずだ。

			　だが、今の状況も決して悪いものではない。

			　属性の相克には打ち消し合う以外にも打ち負かされてしまう相性があり、今回の配置に劣勢となる組み合わせはなかったからだ。

			　何より、最高とはいえないこの状況を乗り切ることができれば、今後、今回以上の災(さい)厄(やく)に見舞われても「最高の状況に整いさえすればいける」という根(こん)拠(きよ)になるだろう。

			（……たぶん！）

			　そんな風に心の予防線を張りながら、現状の把握は完了。

			　優先順位が高いのは……と考えたところで、ハクが目を擦っているのが見えた。

			　まだ寝たくないのか、何度も舟をこぎながらベッドには行かないハクは、イリアの服の裾を掴(つか)んで離そうとしない。

			「寝よっか」

			　よほど眠いのか、小さく頷(うなず)くだけのハクを抱き上げてベッドに移す。

			　ただ一緒に寝たかっただけだったらしく、一緒に横になるとすぐに寝息が聞こえた。

			　すやすやと眠る、穏やかな寝顔。

			　リュネヴィルの夜は静かで、まるで、何一つ問題のない世界のように思えた。

			　

			　それから、イリアは業務の合間を縫(ぬ)って彼らと連絡をとることにした。

			　連絡手段は、予め世界中に送っていた風の結石。

			　予定そのものは少し変わってしまったが、もともとこのために配達したものであるため、何も問題はない。

			　まずは、世界中のどこでも風の結石で通信がとれるよう、魔力を最大解放。

			　そして最初に繋げたのは、ルーラに送ったものと同調する結石だ。

			「ルーラ、聞こえる？」

			『イリア！　待ってたよ！』

			　通話から返事が返ってくるまで、一秒もかかっていない。

			　そしてその声色は、彼女の満面な笑みを想起させるには十分すぎた。

			「元気みたいだね。良かった」

			『うん！』

			　その同意からも強がりには思えず、大丈夫だろうと判断したイリアは話を切り出すことにした。

			「そっちはどう？」

			『あー、うん。これから国との合同の依頼で、噴火の原因っぽい魔物を倒しに行こうってところ』

			　原因は発見したが、まだ邪神とは気付いていないらしい。

			　ルーラの言葉を聞きながら、情報を修正する。

			　原因である〝最強の邪神〟は最強を自称するというだけのことはあり、かなり自己顕示欲が強いため、見つけること自体は簡単だったのだろう。

			「ルーラもその討(とう)伐(ばつ)に参加するの？」

			『うん。今はまだ結界で何とかもってるけど、溶岩で今までの研究資料とか、ダメにされたくないし』

			「そっか」

			　過去への執着ではなく、未来への展望、希望を見据えている証。

			　過去のために生きていた頃には戻りたくない、という意識からくるものであればいいとイリアは思う。

			　そんな感情は押しとどめ、本来の目的を進めることにする。

			「大丈夫そう？」

			『…………』

			　何かしらあると考えていた返事が、すぐに返ってこなかった。

			　どうかした？　と聞こうとした矢先。

			『街にさ、おばあちゃんいるんだ』

			　という言葉が聞こえた。

			「……ルーラの？」

			『ううん。赤の他人。家族と一緒に引っ越してきたとか言ってたかな？　……でさ、歩きながら食べるなとか物は大事に扱えとか、見かけるたんびに説教してくる、怒りっぽいおばあちゃんなんだけどさ』

			「うん」

			　話の趣(しゆ)旨(し)はまだ分からない。

			　だが、彼女の声は穏やかで、そのおばあさんを嫌ってはいないことだけはわかった。

			『でもさ、足が悪いんだ。……結界が少しでも綻(ほころ)びたら、煙から逃げられないと思う』

			「……うん」

			『離れた街に送ってあげよっかって言ったらさ、なんて言ったと思う？』

			「なんて言ったの？」

			　――アタシがいなくなったら、誰があんたを叱ってやるんだい。

			『だってさ。おかしいよね？　押しつけがましいし。優先順位も変だし』

			　呆れたように言いながら、『だけど』とルーラは言葉を続けた。

			『だけど、死んでほしくないなーって思ったんだ。同じ煩(うるさ)いのでも、ギルドの奴らは別にどうでもいいのに』

			　それはきっと、ルーラ自身が「自分のために怒っている」と気付いているからだ。

			　イリアにはそう思えても、本人はそのことに気付いている様子はなく、不思議そうに言っていた。

			　まだ、彼女にとって殆どの人間は、どうでもいい……むしろ煩(わずら)わしいだけの存在なのかもしれない。

			　それでも、そのお婆さんのように、無自覚でも大事に思える人が増えればいいとイリアは思う。

			『あー、えっと、何の話だっけ……ああ、そうそう！　だからね、もう面倒くさいからおばあちゃんが逃げなくていいように、噴火させたバカは確実に倒したい』

			「うん」

			『だから、イリア、力を貸して』

			「いいよ」

			　そのために、こうして連絡を取ったのだから。

			　ただし、

			「でも、助言だけね？」

			『えー、会いたいよー』

			　どちらが本当の目的なのか分からなくなる発言だった。

			　しかし、少なからず冗談交じりではあったのだろう。

			『でもしょうがないっか。お願い』

			　そうあっさりと先を促(うなが)した。

			「うん。まず、噴火の原因になってる魔物だけど――」

			　原因の魔物が邪神であること。

			　火の属性の魔術を自在に操ること。

			　邪神自身が火の属性因(いん)子(し)を生成するため、火の魔術を使って火の因(いん)子(し)を減少させる策は使えないこと。

			　火の魔術は当てても意味がなく、風の魔術も熱を逃がすことはできるが、場合によっては逆効果になりかねないため、使用を控えること。

			　中途半端な水の魔術も、一気に蒸気となって危険なため控えること。

			　火傷(やけど)に注意すること。

			　弱って本体が出てきたら、まず火山から引き離すこと。

			　これら、イリアが知り得ている情報を彼女に告げた。

			『じゃあ、蒸発もできないような強い水魔法をずっと当ててれば勝てるってこと？』

			「極論を言えばね。そうそう、消滅したと思っても魂(たましい)が残って誰かに乗り移っちゃう可能性があるから、弱体化させて封(ふう)印(いん)が一番安全な落としどころかな」

			『封(ふう)印(いん)術か……うん、わかった！　あ、そうだイリア！　この前言ってた槍(やり)なんだけど――』

			　その後、いつまでも呼び出しに応じないルーラをギルドの連絡員が注意しに来るまで話は続いた。

			　できるだけの説明はしたが、ルーラが周囲の人間を説得できるかどうかという不安は残る。しかし、自信があるような様子を見せていたことを鑑(かんが)みれば、恐らく大丈夫だろう。

			（……この際ＯＨＡＮＡＳＨＩでも構わないからね！）

			　そう思うことにした。

			　

			　じゃあ次、と同調する結石の持ち主はニーナ。

			『もしもし、ニーナです』

			　あ、なんかすごく懐かしい。

			　そう逸れそうになる思考を戻す。

			「イリアです。今大丈夫？」

			『うん！　あ、ちょっと待って！』

			　少し遠くで、誰かと話してる声が聞こえた。

			　やはり唐(とう)突(とつ)すぎたかと反省した直後。

			『神子のねーちゃん!?　ひっさしぶりー！　へぇー、結石ってこんな風に使えるんだねー。でもねーちゃんなら精霊に……って、僕らが止めてるんだった！　あははー！』

			　全く不快さを滲(にじ)ませない、快(かい)活(かつ)な声が響いた。

			「シルフは相変わらずっぽいね……」

			『ほんと契約に縛(しば)られるとかありえねーって思ってたけど全然だったね！　こんなんなら、って、あ、ちょっ――』

			『ごめんねイリア！　もう大丈夫だよ！』

			　途中で声がニーナに切り替わる。

			　仲良くしている様子は微(ほほ)笑(え)ましいが、ニーナの振る舞いはどこか慌ただしい。

			「忙しそうだけど、今何かしてる？」

			『えーっと、ギルドの偉い人と大統領さんが喧(けん)嘩(か)してるのを、ダーリンと一緒に仲裁してるとこ』

			「け、けんか？」

			　詳しく事情を訊いたところ、海の男気質な国の軍隊が「しゃらくせえぶっ倒してやる！」といきり立っているところを、外部からの委任でやってきた列島諸国連合ギルド本部長が、冷静に「本当に倒せるんですか？」と窘(たしな)めていた、とのこと。

			（……確かに軍も短絡的だとは思うけど、本部長の言い方も皮肉っぽくて逆撫でしちゃったのかな）

			　そこで余計に拗(こじ)れ、それをエリアスとニーナがなんとか止めている。

			　ニーナのオブラートに包んだ言い方から考えれば、そんなところだろう。

			「ちなみに、軍隊の方はどういう作戦を行うのか言ってた？」

			『ううん。ボクが聞いたのは、島で元凶の魔物が休んでる今がチャンスだ、総攻撃をかければ数で押し切れる、だったかな？』

			（わぁ、脳筋☆）

			　呆れるのを通り越して、思わず苦笑いを浮かべてしまう。

			「光に群がった魚は一網打尽にされるのにね」

			『そっか！　それなら納得してくれるかも！』

			　考えてなかったの？

			　嬉(き)々(き)とした言葉をかける間もなく、聞こえてきたのは走り去るような足音。

			　そして少しすると、

			『やっと止まってくれたよー』

			　と、ニーナは喜んでいた。

			（考えてなかったんだ……）

			　紛(まご)うことなき脳筋である。

			『ありがとイリア。連絡くれたのって、今回のことについてだよね？』

			「うん。少し聞いたけど、大丈夫そう？」

			『うーん、いまいちかな。飛べる人が近づくとなんか逃げちゃうし、かといって船は遅いし、みんなで囲もうとして近づいて、風でいっぺんにやられちゃったら大変だもんね』

			　しっかり考えていたことを心強く思う一方、イリアは少しだけ考え込む仕草を見せる。

			　直接関わったことがないため恐らくとしか言えないが、「速度を競うのを好むため、最速の邪神と把握されている」と文献には記述されていた。

			　それを鑑(かんが)みると、一連の行動は逃げているのではなく、競争がしたいだけではないだろうか。

			『どうしようイリア。このままだとみんな、ちゃんと漁に出られなくて困っちゃうよ』

			「……うん。少し、シルフに代わってもらえないかな」

			『え？　うん、わかった――』

			『なになに!?』

			　シルフへと声が変わる。

			　訊ねることは一つ。

			「シルフ、世界樹に何か命令されてる？」

			　イリアに協力するな。今回の騒ぎは静観しろ。

			　そういった命令を受けているのであれば、また別の方法を考えなければならない。

			　もし答えられなければ、似たような意味と考えればいいだろう。

			　そんなイリアの予想に対し、シルフは言った。

			『ううん。今はなんにもないよー？』

			　と、なんでもないことのように。

			　だがそれは、「世界樹から何か言われることもある」と言っているのと同じことだと分かっているのだろうか。

			　使徒が直接告げていることを考えれば、隠していないと考えた方が妥当に思えてくる。

			（……私にだけだったりするのかなぁ）

			　そんなイリアの悩みはともかくとして、こうして証言を得られたことは大きい。

			　まさか、自由気ままな風の大精霊だから見逃されている、ということもないだろう。

			　改めてニーナに代わってもらい、話を進める。

			「さっきの話だけど、シルフに協力してもらえばいいんだよ」

			『え？　でも、風をぶつけあってもあんまり意味なかったよ？　後手になっちゃうから、全部止めるまでにどうしても被害が出ちゃうし』

			　試したのであれば、話は早い。

			「ぶつけるんじゃなくて、受け流しちゃえばいいんだよ」

			『受け流す？』

			　邪神の巻き起こす風がどれだけ強力でも、結局は風の因(いん)子(し)の塊(かたまり)。

			　だからこそ、同じだけ風を自在に操ることができる存在……シルフがその使われた因(いん)子(し)に干(かん)渉(しよう)し、別の場所に風を放てばいい。

			「大事なのは、相手に跳ね返そうとするんじゃなくて、風の向きを変えて循(じゆん)環(かん)させないことだよ」

			『リサイクルさせないようにするんだね！』

			「それなら、押し返したり拮抗させるほどの力はいらないから、広範囲の風を操れるんじゃない？」

			『だって、シルフ。どう？　……できるって！』

			　シルフが理解してくれたのなら間違いはないだろう。

			「よかった。それなら船も出せるよね」

			　取り囲んだとしても、空を飛ぶ相手を確実に捉(とら)えるのは容(よう)易(い)ではない。

			　そこはニーナやエリアスのような飛ぶことができる人員で、敢えて突破口を作り、移動先を絞るよう仕向ければいい。

			　そして、それは手段の一つ。

			　速度に自信を持ち、絶対に捕まらないという矜(きよう)持(じ)の持ち主ならば、その方向に仕向けてしまえば十中八九乗ってくるはずだ。

			　そういった変な志向であったり、妙な拘(こだわ)りを持つのが邪神の特徴なのだから。

			　大精霊も似たようなところはあるが、軽々しく人の命を奪うことはない。

			　その違いこそが、同じ起源をもつ存在が一方は大精霊として崇められ、もう一方は邪神という禍(まが)々(まが)しい名前をもって畏(おそ)れられる大きな理由だ。

			　そして、イリアはルーラの時と同じように、敢えて消滅させずに封(ふう)印(いん)するように伝えた。

			　さすがにエルフや魔法ギルド程の知識はないだろうが、シルフがいるから大丈夫だろう、と判断した。

			「あと、何か問題はありそう？」

			『うーん……あ！』

			　何かあったのかな、と少し身構えたイリアに、ニーナは言った。

			『前ね、ダーリンがシルフにちょっと嫉(しつ)妬(と)してたの！　可愛くない!?　やばいよね！』

			　この状況でそれを言える貴女がやばいです。

			　そんな突っ込みは内心に留め、嬉しそうに話すニーナの言葉に耳を傾ける。

			　次第に「本当に危険な状況なんだろうか」と不安に思うほど、のほほんとした惚気話を聞いて通話は終了。

			　最後はエリアスに窘(たしな)められて終わるあたりがニーナらしいといえばらしいのかもしれない。

			　イリアはそうまとめることにした。

			　

			　次の結石に手を伸ばす。

			「聞こえますか？」

			『あ、イリア？　久しぶり』

			　相変わらず緊張感のない、ほわほわした声が返ってきた。

			「久しぶり、ガブリル。パーシャとノームも元気ですか？」

			『うん、元気だよ。この前やっと――言っちゃダメ！』

			　割り込んできた声はパーシャのもの。

			（この前やっと……なんだろう？）

			　パッと思いつくのは、試練を終えた、くらいか。

			　もしそうなら、本人が言うまで待っていた方がいいだろう。

			　当人の意思を尊重するためにも、イリアが楽しむためにも。

			「みんな元気みたいで良かった。フィレアレミスにいるって聞きましたけど、大丈夫ですか？」

			『聞いてよイリア姉！　最初は簡単な護衛の依頼だったのに、途中から討(とう)伐(ばつ)に変わってもお金は増やせないとか言うのよ!?　それって酷(ひど)くない!?』

			「状況によるけど、一方的にそうしたなら酷(ひど)いですね」

			『でしょ!?　ほんと、商人って足元ばっかり見るからキライっ！』

			　興奮のせいか、口調が素に戻っていた。

			　ぷりぷりと怒るパーシャと、それを微(ほほ)笑(え)みながら眺めるガブリルの姿が簡単に想像できるようだった。

			「討(とう)伐(ばつ)ってもしかして、異常繁(はん)殖(しよく)した植物の？」

			『そう！　なんか、トゲトゲーってしてて、ネバーってしてて気持ち悪かった！』

			　巨大な食虫植物みたいなものと聞いていたことを考えれば、悍(おぞ)ましい姿であることは想像に難くない。

			　植物ならまだしも、虫型の邪神がいれば真っ先にイリアが倒していただろう。

			（うわ……）

			　想像してしまい、イリアが少し鳥肌のたった二の腕をさすっていると、結石の声が変わった。

			『街道も塞がれちゃってるから、討(とう)伐(ばつ)依頼を受けることになったんだ』

			「そっか。大丈夫そうですか？」

			『……』

			　沈黙。しかしそれも束の間のことで、すぐに答えは返ってきた。

			『イリアがさ』

			「？」

			『イリアがそういうふうに言う時ってさ、何か考えがある時だよね。猶(ゆう)予(よ)っていうか……僕たちにちゃんと決めさせようとしてくれてる』

			　そうだろうか？

			　イリアは自問するが、少なくとも他の状況や他の者に訊ねていた際には、そう取られたことはなかったように思う。

			　他の者が気付いているかどうかはともかくとしても、確かにガブリルの言ったことは間違っていない。

			　でもなぜ今それを？

			　そんな彼女の疑問に答えようとしたわけではないだろうが、ガブリルは言った。

			『大丈夫じゃないかもしれない。……でも、やってみる』

			　いつもののほほんとした口調に、少しだけ硬さを滲(にじ)ませて。

			　しかし、その分力強く。

			「……分かりました。もちろん、貴方たちの意思を尊重します」

			　頑張って、貴方たちだけの力で使徒さんを見返してください。

			　そう言外に告げる。

			『ありがとう。頑張るよ。――私も頑張るからね！』

			「はい。応援してます。何かあったら連絡してください。くれぐれも、変な意地だけは張らないでくださいね」

			　あ、これ私が言えたことじゃないや。

			　そんな彼女の自(じ)己(こ)嫌(けん)悪(お)にも気付かず、二人は『うん』と元気よく返事をした。

			『これが終わったら、イリア姉に会いに行くから！　――きっと驚くと思うよ。じゃあまた』

			　それはフラグではないだろうか。

			　そんな突っ込みを入れる間もなく、受付の呼び出しがかかってしまった。

			　サブカルチャーに毒された日本人特有のしょうもない不安を少しだけ感じながら、帰ってきた連絡員からの情報を聴取し、新しい伝令を伝えて送り出した。

			　

			　業務の隙を見つけて次の結石に手を伸ばす。

			　その矢先、別の結石から声が聞こえた。

			『おーい、イリアちゃーん。聞こえてるー？　ぅおーい』

			「聞こえてるよ、セイレン。久しぶり」

			　直接島に届けられないため、遠回りになってしまったが、トリスタンから無事受け取れたことに安(あん)堵(ど)する。

			　そうでなかった場合は通信しながら向かってもらう必要があったため、さらに時間がかかってしまうところだった。

			『久しぶり～。イリアちゃんってば、手紙くれてから全然来てくれないからみんなガッカリしてるのよ～？』

			「ごめんね」

			『約束守ってくれるなら許してあげる』

			「うん。必ず行くよ」

			　恐らく風の結晶柱の出番はベルナルトの件で終わり、予定通り結界に使用しても問題はないだろう。

			　基本的に水中なら優位に立てる彼女たちも、空中戦は苦手としている。

			　セイレンの幻術により上空から島を視認できないようにしてはいるが、空からの接近を防ぐ風の結界を張れば、より安全に暮らせることになる。

			（って、そうじゃない）

			　完全に逸れてしまった思考を無理やり引き戻す。

			「海に氷が張ったって聞いたけど、被害は？」

			『あれはびっくりしたわね～。あ、被害？　島の周りはムートちゃんが全部砕(くだ)いてくれたから大丈夫！　海中は少し暗くなったのと冷たくなったくらいであんまり変わりないかな？』

			「そっか」

			　そう思えるのは、やはり彼女たちが人魚だからだろう。

			　普通の人間は船でしか海の上を長距離移動できない上に、漁ができなくなる。

			　なにより、普通の魚にとっては１℃の水温の違いが大きく影響するため、漁獲量もかなり変わってしまう。

			　そこに気付いていないあたり、セイレンたちも「冷たいから今日は入りたくない」と思い漁には出ていないのかもしれない。

			『あ、でもこのまま寒いのが続くと、島の収穫が減っちゃうのかしら』

			　思い至ったらしいセイレンの言葉を、「そうだね」と肯定する。

			「植物にも気温って大事だから、このまま海から下がった気温が吹き込むのはまずいかな」

			『やっぱり～。なら、この石を送ってくれたのは、このことを見越してのことだったのかしら』

			「何が起こるかまではわからなかったし、何も起こらなければそれが一番だったんだけどね」

			　今それを言っても仕方ない。

			　そう思考を切り替え本題に入る。

			「そこにトリスタンはいる？」

			『あ～、あの魔剣の彼？　彼なら、海に氷を張った大きな蟹(かに)の討(とう)伐(ばつ)依頼を受けるって言ってたわ～』

			　蟹(かに)という単語で、イリアは原因が〝最善の邪神〟であることを確信する。

			　何よりも最善を選ぶ志向をもつ彼の者は、かつて「人がいなくなることが最善である」と、島の集落を一つ滅ぼしたことがある。

			　そんな行為の積み重ねで邪神認定されることとなったが、長い目で見れば、それは必要悪ともいえることばかりだった。

			　今回の件も、「そうすることが最善だ」と判断した結果なのだろう。

			　だからこそ、確かめておかなければならないことがある。

			「セイレン、氷って島の周り全体に張られた？」

			『そうね～。びっくりしたわ～』

			　それは即ち、人魚の島も目標の範囲に入っている、ということだ。

			「今はどう？　氷を砕(くだ)いた部分はそのまま？」

			『そのままよ～』

			　砕(くだ)かれた氷を張りなおさない。

			　ならば、最善の目的は「氷を張ること」そのものであり、それを持続させることではない可能性がある。

			　使徒の考えは、イリアを表舞台に引きずり出すことに終始している。

			　そのために、複数の場所で同時に災害や問題を起こした。

			　それを踏まえると、最善の邪神にとって「氷を張ること」は、問題を起こすことそのものが目的ではなく、他の場所で起きているのと「同時に」問題を起こすことが目的、という可能性が出てくる。

			　この場合、氷はその他の問題が解決されるまで残っていればよく、わざわざ念入りに張りなおす必要はない。

			（最善、か）

			　被害が最も少なく、かつイリアが動かなければいけない状況を作った、というところだろうか。

			　被害を増やそうとするなら、それこそ人里に波でも打ち寄せた方が酷(ひど)いことになると理解していないわけがない。

			　むしろ、使徒の命令に「できるだけ被害は少なくしろ」とあるのにもかかわらず、他の邪神が「できるだけっすね～」と都合よく解釈して行動を起こした、という可能性もある。

			（……まぁ、そのへんは考えても仕方ないね）

			　可能性はいくら考えても可能性。

			　益(やく)体(たい)のないことを考えそうになるのを踏み止まる。

			　問題を起こさせた使徒にまで使う配慮は、必要ない。

			『イリアちゃん、私たち、どうしたらいいのかしら？』

			　その言葉には、今回の状況だけではなく、これからのこと……人魚たちの将来に関することも含まれている気がした。

			「……セイレンはどうしたい？」

			『私は、私たちが生きられる環境だけ整えればいいと思ってる』

			　それは女王らしい、凛(りん)とした口調だった。

			　そしてその淀(よど)みのない答えから、彼女が何度も自問していたことが窺(うかが)えた。

			　助けても、手を差し出しても、その手を取ってもらえるとは限らない。

			　それどころか、取ったその手で仇(あだ)を返されることを、彼女たちはよく理解していた。それが幸か不幸か分からないが。

			「そっか。分かった」

			『……いいのかしら』

			「私はセイレンの考えを支持するよ」

			『……うん。ありがとう。そう言ってくれて気が楽になったわ～』

			　少しだけ迷いを滲(にじ)ませた声はもうそこになく、いつものマイペースな声が返ってきた。

			「でも、悪評は拭(ぬぐ)っておいた方がいいかも」

			『え？　……ああ、そうね。そうよね！』

			　イリアの言葉が指すところを理解したらしく、セイレンはくすくすと笑った。

			　拭(ぬぐ)いたい悪評。

			　それは以前、バハムートがアクラディストに与えてしまった被害だ。

			　バハムートがこのまま人魚の島にいるのなら、逆に悪評があることでより近づきづらくすることもできる。

			　しかし、バハムートは自由奔(ほん)放(ぽう)で、気の向くままにどこへでも行く。

			　基本的に無害だが、襲われれば当然身を守るために反撃することになるだろう。

			　ならば、攻撃される可能性を減らしておくに越したことはない。

			『やっぱり派手な方がいいのかしら？』

			「そうだね。誰がやったかだけは印象付けなきゃいけないし。でも害(がい)意(い)がないってことも見せなきゃね」

			『それなら、私たちが人の姿になって演技するとかどうかしら～？』

			　それから彼女たちは、「バハムート・ヒーロー大作戦」を敢行すべく案を練った。

			　もちろん、事態が変化した場合……最善が何か行動を起こした時のことも考慮することは忘れずに。

			　そんなこんなで、一応アクラディストの対策は終了。

			　結石が「ずるい」「私も」という声を拾っていたが、今後のこともあるので今回はご遠慮願うことにした。

			　

			　次に彼女が手にした結石が繋がるのは、ある意味最も難易度の高い場所……ギルドの影響力が極端に低い神聖ライハンド皇国だ。

			　相手はトルスティ。

			　皇国の中でも最も警戒態勢の強い城の中にいる王族だが、達成の報告が届いていたため問題はないだろう。

			（これで送れてなかったら、虚偽報告ってことになっちゃうし）

			　同調を開始。

			「トルスティさん、聞こえますか？」

			『！　い、イリアさんか！』

			「はい。今、お時間をいただいてもよろしいでしょうか」

			『勿論だ。少し待ってくれ』

			　結石で拾えないくらいの声が少しして、再びはっきりとしたトルスティの声が聞こえてきた。
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			『お待たせした。話というのは、手紙に書いてあったことかな』

			「はい。本当は、何も起こらなければよかったのですが」

			『何かが起こった時のために備えるのが政治だと、ついこの前言われたよ』

			　その声は笑っていて、蟠(わだかま)りは感じられない。

			『まずは、状況を説明した方がいいかな』

			「はい。お願いします」

			『そうだな……ことの起こりは――』

			　トルスティから実際に現地で体験した情報を聞き、使い魔たちから聞いた情報とまとめ、整理する。

			　起こっていた災害の内容そのものはあまり変わらない。ただ、トルスティ……統治者側にとっては、湖が枯(こ)渇(かつ)した原因よりも、水源が失われたことそのものの方が大きな問題だったようだ。

			　生活用水の要である湖を失えば、農業はもちろん生活そのものに影響してくるため、当然といえば当然の話だ。

			「まず、その枯(こ)渇(かつ)した原因ですが、邪神です」

			『邪神……!?　いや……、なるほど』

			　トルスティは驚きつつも、納得を示す。

			　その呆気なさを疑問に思い、声を返さなかったことでイリアの内心を察したのか、トルスティは言葉を続けた。

			『さっきも言ったけど、湖があった辺りは特に酷(ひど)い暑さでね。その持続性から魔術ではないと判断したが、その異常事態の理由に見当がつかなかったんだ』

			　改めて納得するようにそう言って、『だが』と声は疑問を呈する。

			『何(な)故(ぜ)今なんだろうか。よりにもよって、消(しよう)耗(もう)している時を狙ったようじゃないか』

			「心中はお察ししますが、偶然です」

			　言いながら、イリアは聞こえた声に違和感を覚えた。

			　声が似てるだけで調子が違うといえばいいのか、別人のように思える。

			『何(な)故(ぜ)そう言い切れる？』

			　消(しよう)耗(もう)する原因となった先の争い。

			　その要因は三竦(すく)みの相克が用意したものである可能性が高いが、争いが起きてしまった遠因には使徒……世界樹の意思があった。

			　だがその一方で、使徒にとって争いが起きるのは別に皇国である必要はなく、別の場所で人間同士の大きな争いが起これば、それを利用して同じような流れ……イリアが出るような状況になるように仕向けただろうことが、使徒の言葉から推測できる。

			　よって、今回は別としても、前回と連続してしまったのは偶然に近い不幸といえた。

			（なんて、そんなことを言えるわけないですよねー）

			　もちろん、それ以外にも理由はある。

			　むしろそちらの方が受け入れやすいだろう、とイリアはその理由を口にする。

			「世界中で、同じように異常事態が起こっているからです」

			　皇国やオーブワイトのように疲(ひ)弊(へい)しているところも、ロンドヴィルのように平和だったところも、同時に。

			　世界中の人間にとっては、見境がない、本当に降って湧(わ)いたような災害にしか感じられないだろう。

			　望んでなったわけではないにせよ、その原因が自分であるという事実は、イリアにとってかなりの罪悪感となっていた。

			　だが、その罪悪感を払(ふつ)拭(しよく)しようと率先して行動すれば、それこそ使徒の思うつぼ。

			　何より、それは大勢の人に迷惑をかけた使徒のやり方を認めてしまう結果になるため、絶対に手を出すつもりはなかった。

			『なるほどな……。――すまない。話を戻すが、邪神が原因なら倒すしかないということか』

			「あ、はい。そうなりますね」

			　また少し声の調子が変わった。というより、戻った。

			（……兄弟か誰かと替わったのかな？）

			　トルスティの声に異変は感じないので、まぁいっか、と思うことにした。

			『だが、邪神か……。火を操るのだとしたら、水の魔術で耐えるしかないだろうが……一筋縄ではいかないな』

			「そうでもないですよ」

			『え？』

			　呆気なく否定したイリアの声に、トルスティは気の抜けた声を漏らした。

			『そう、なのか？』

			「はい」

			　イリアは肯定し、説明する。

			　邪神という存在は、側から見れば思うがままに火や水を操っているように見える。

			　しかしそれは、元が同じ精霊にもできることなのだから、できて当然のこと。

			　精霊が結石規模の生命体であるのに対し、元が結晶柱なのだから、その干(かん)渉(しよう)規模が増すのも当然の話。

			　精霊は自分の内にある属性因(いん)子(し)を操ることで、現象を引き起こす。

			　人は、呪文などを用いて属性因(いん)子(し)に干(かん)渉(しよう)し、志向性を持たせて現象を引き起こす。

			　速度、範囲、威力は大きく変わっても、結局は同じこと。

			「邪神の起こした現象は、魔術と同じように神剣で打ち消せますから」

			『……なるほど。出し惜しみする必要はないってことか』

			　出し惜しみという言葉に、イリアは一拍置いて納得した。

			　神剣は彼らにとって象徴でもあり、また切り札でもあるのだから無理はない。

			　効果は絶大な反面、失った時の効果も計り知れず、また下手に使い手である皇族を前に出せるわけがない。

			　しかし懸(け)念(ねん)材料が減ったからか、聞こえてくる声もどこか明るさが増していた。

			　ただ問題があるとすれば、トルスティの決意を濁してしまうこと。

			「申し訳ありません。あまり神剣に頼りたくないかもしれませんが――」

			『謝罪する必要はない』

			　謝罪に割って入ってきたのは、ナイスミドルな渋い声。

			　今度は誰!?

			　と驚くイリアに声は言う。

			『民を守るために使わず、いつ使うというのだ。……この機会を逃せば、ますます存在意義を失うというもの。これからのためにも、示さねばなるまい。そうであろう、神代の英知の守り手よ』

			　神代の英知の守り手とは、エルフのことだろうか。

			　その仰(ぎよう)々(ぎよう)しい物言いに、イリアはトルスティとの会話に割って入ることのできる大人……皇帝あたりだろうと予想した。

			　その上で、なんと返すべきか。そう悩む間はほとんどなく、声は言葉を続けた。

			『話は変わるが、息子が世話になった。此度の件も含め、是が非にも謝礼がしたい』

			　その言葉がどれほど栄誉なことであっても、イリアにとっては面倒ごとでしかない。

			　むしろ、そう言わせてしまった時点で彼女にとっては失敗である。

			「私が勝手にしたことでございます。そのようなお言葉に甘んじては、むしろ罪悪感で押し潰されてしまいます」

			　いやほんとに。まじで。

			　失礼に当たるほどきっぱりと断ったはずが、帰ってきたのは『ほう？』という楽しそうな言葉。

			（いやいや、そこは『無礼な！』とか言って結石投げちゃってください！）

			　話すべき用件は既に終えているため、イリアは無茶なことを考える。

			　しかし、当然そんなことは起こらない。

			『では、汝は何(な)故(ぜ)このようなことをする』

			　なぜ、見返りを求めずに助けるのか。その答えは決まっている。

			「美談や大それた目的はございません。ただ、平穏を望む。それだけにございます」

			　何が面白かったのか、イリアには分からない。

			　しかし満足そうに『そうか』とだけ言って、声はトルスティへと戻った。

			　その後は少しだけ対策を煮詰め、助言は終了。

			　特に引きずる様子もなく、トルスティとの通信を終えた。

			　その簡(かん)潔(けつ)な引き際に、

			（ほんと、ジーンとか長老もこういう潔さを見習ってくれないかな……）

			　そう思わずにはいられなかった。

			　

			　ともあれ、時間は無限ではないので次に移る。

			　同調する相手は、邪神関連で残ったウィンディア族長連邦の三人。

			　邪神が現れた場所を優先的に済ませた中で、ここを最後にしたのは、単純に戦力が一番整っているからだ。

			　各種族の族長が集まる国だからこそ、当然その護衛も強者に限られてくる。

			　総人口や、兵の数そのものは少なくとも、他の国よりよっぽど強い戦力を保持しているのがこの連邦という国だ。

			「聞こえますか？」

			『――はい、聞こえてるよ』

			　聞こえた声はエリックか。

			「お久しぶりです、エリック。今大丈夫ですか？」

			『うん。ちょうど終わったところだから』

			　終わった？

			　そう思った矢先に声が変わる。

			『聞いてくれよイリア！　……イリアだよな？　いやほんとアイツら頭硬すぎ！　アイツらに比べたら精神感応性金属(オリハルコン)だってまだ柔っけーっつーの!!』

			「大変だったみたいですね」

			　十中八九、対策のことで揉めたのだろう。

			　力があっても……むしろ力があるからこそ、プライドだけでなく、今回の件で他の族長に先んじようとする政治的な思惑も交じり、紛(ふん)糾(きゆう)する。

			（私なら絶対帰ってるね！）

			　そんな分かりきったことはさておき。

			「内容はどうでしたか？」

			『……あー』

			　大丈夫そうですか？

			　そう言外に訊ねると、一拍置いてクリスの口調が変わった。

			『イリア、そのことで話があるんだ』

			「話ですか？」

			『ああ……。えっとな、なんだ……その、――いてっ！　なんだよセレナ！』

			　距離が離れて、拾いきれない別の声が聞こえた。

			　恐らくセレナに怒られてるのだろうが、イリアにもその理由は分かる。

			　どもりすぎ！

			　言いたいことをはっきり言うのがあなたの長所でしょう。

			（……って感じのことを言われてるんだろうなぁ）

			　叱られている光景が目に浮かぶようだった。

			『……あー、悪い待たせた』

			「大丈夫ですよ」

			　本当にバツが悪そうな声に、先を促(うなが)す。

			『さっきの続きだけどさ。イリア、また助言してくれるために、この石送ってくれたんだよな』

			「まぁ極論を言っちゃうとですけど」

			『いらない。んがっ!?　本気で殴ったろ今!?』

			（仲がいいというか……）

			　ドタバタしてるのは相変わらずらしい。

			　思慮に欠けた物言いだとは思うが、そこは見知った間柄。ただ人の厚意を突っぱねるような子ではないことをイリアは知っている。

			「セレナ、大丈夫ですよ」

			『ごめんねイリア！　ほら、ちゃんと説明して！』

			『――わ、わかってるよ』

			　セレナの声がして、クリスに戻る。

			　完全に尻に敷かれているが、セレナも突き進むところがあるから、一番苦労するのがエリックなのも恐らく変わっていないだろう。

			（……そういえば、ちゃんと契約できたのかな？）

			　取り敢えず、何も言わないということは、変なことにはなっていないという証だろうが。

			　話したことはたくさんあるが、今はクリスの話を聞くことにする。

			『いらないって言ったけど、別に迷惑とかそーいうんじゃないから！　イリアには感謝しまくってるし、むしろ……じゃなくて！』

			　一生懸命、自分の言葉で話そうとするクリスを待つ。

			『……今回はさ、すげぇ人たちがいっぱいいるんだ。やっぱ偉い人を守るだけあって、タダもんじゃない感じがするし。……こっちで雷落としてるのって邪神なんだろ？』

			「……そうですね」

			　覚悟していたのだろう。

			　イリアの肯定にも、クリスはこれといって反応を示さなかった。

			　そして、そのままの口調で続ける。

			『さすがにすげぇ人たちばっかって言っても、一人ひとりじゃ邪神には敵わないってことはわかってる。……俺たちだって。……でも！』

			　そこで、クリスは語彙を強めた。

			『でも、一人じゃない！　一人で駄目なら十人で……、十人で駄目なら二十人で……！　それで駄目でも、全員で力を合わせれば勝てる！　……いつまでも、イリアに頼りきりじゃ駄目だと思うんだ』

			　その言葉に、矜(きよう)持(じ)や反骨心といった雑音は感じられない。

			　ただ、ひたすら目標に向かって足を進めるような純粋さがあった。

			『だから今回は……アイツは、俺たちだけで倒したい。俺たちだけでやれるんだって、思えるようになりたいんだ。本命と戦う前に』

			「うん」

			『……やっぱ、馬鹿かな。イリアは、我(わが)儘(まま)だって思うか……？』

			　力強い言葉で言っていたはずなのに、萎(しお)れてしまった声を聴いてつい吹き出してしまった。

			　もちろんバカにしたわけではなく、そんな風に思ったわけでもない。

			「思いませんよ」

			『……そっか！　だよな！　信じてたぜイリア！』

			「でも、そんな風に調子に乗らないこと」

			『うっ……はい』

			　そうそう、とイリアは胸中で頷(うなず)く。

			　調子に乗って突っ走りすぎたりしなければ、クリスのまっすぐさは苦しむ者を照らす光になる。

			　もし一人だけでは心許なくても、支えてくれる心強い仲間が二人もいる。

			「私だってどこで何が起きてるか、全部を把握できるわけないからね。いつも何か助言できるわけでもないし、私の助言があったから上手くいった、なんて勘違いもよくないですし」

			　その意味でも、先程のクリスの言葉は都合がよく、心強い。

			　そう思ったのだが、

			『……そうかぁ？』

			　返ってきたのは、懐疑的な声。

			　確かに調べれば分かるだろうが、そうしなければ分からないことも多い。

			　前述の通り、セレナが契約できたかどうかも知らないのだから。

			「とにかく、無理くらいならいいですけど、無茶はしないでください。もし本当に無理そうな時は連絡してくださいね。繋げておきますから」

			『わかった！』

			　あとは、と考えたイリアは思い至る。

			「族長たちがあまりにも煩(うるさ)いようなら、こう言ってください」

			　――潔く国民のために行動してください。さもないと、

			「また議事堂が壊れますよ？　って」

			『ぎじどう？　あの結界張りまくってるとこだよな？　どういう意味？』

			　意味も何も、全て言葉通り。

			　別の意味を挙げるなら――

			「族長たちが大人しくなるおまじない……ですかね？」

			　

			　クリスたちとの通話が終わり、邪神がいる場所は終了。

			　最後となったのがオーブワイトだ。

			　とはいっても、繋がる先は十中八九オーブワイトではないのだが。

			「オリオンさん、聞こえますか？」

			『――おーう。早かったな。他のとこはもういいのか？』

			「……よくわかりますね」

			　驚き半分、呆れ半分なイリアの声に、オリオンは笑った。

			『ははっ。お前がわざわざ俺のとこだけにお節介を焼くとは思えなかったからな。大方、お隣さんのことだろ？』

			「はい。どうなってるか、ご存知ですか？」

			『一応国交はあるからな。使者を介してしか情報はないが、だいぶごたついてる』

			　そう切り出し、オリオンはお隣さんことオーブワイトの状況について語った。

			　まず、異常気象の砂嵐が確認されるのと同時に、魔物が発生。

			　国は砂嵐の影響で情報が錯綜して混乱、ギルドも連絡網が停止して同じく混乱。

			　ここまでは、使い魔から聞いていたものと重なる状況だ。

			　そこから、事態の収拾はおろか情報の収集すらおぼつかない状況で、業を煮やしたギルド員が独自に活動を開始した。

			　しかし、同時に反政府組織や貧困層の犯罪が増え、軍と衝(しよう)突(とつ)してしまったらしい。

			　この時点で、これまでの不平不満や、異常事態のストレスが爆発。

			　軍もギルドも指揮系統が乱れに乱れた大混乱へと突入した。

			『って感じだな。ははっ』

			「いや、笑えませんよ……それ」

			『そうか？　まぁウチに突っかかってきてた天(てん)罰(ばつ)だな！』

			「はは……」

			　やはり何やかんや言って愛国心があるのだろう。

			　それが本心かどうかはともかく、嬉しそうに語るオリオンに、イリアも乾いた笑みを浮かべた。

			　もちろん、自国に率先して不利益をもたらすような人でないことは知っているため、影響が出かねないこの状況を静観することはないだろう。

			　なんにせよ、状況はかなり拙(まず)い。

			　今回の問題が起きた地域の中で、最も国家存続の危機に瀕しているとさえ言えるかもしれない。

			「ごめんなさい、オリオンさん。少ししたら、かけなおします」

			『ん？　ああ』

			　一旦結石を遠くへ離し、考える。

			　今まで繋げた者以外にも結石は送っているが、オーブワイトの国王に繋がる人間には届けていない。こうなると、選択肢は一つだった。

			「竜神様、少々よろしいでしょうか」

			『やあイリア。やはり君の声は、他のエルフたちよりも一層心に澄み渡るような美しさだ』

			　精神的にも時間的にもそんな余裕はないと、竜神の口上を無視して話を進める。

			「用件だけ言います」

			『あ、ああ』

			「貴方か何代か前か知りませんが、今のオーブワイトの国王は竜神の眷属ですよね？　っていうか本人から自慢げに聞いたことありますし。そこでお話があるんですが、親族としてでも眷属の主としてでもいいので、言ってあげてくださいませんか？

			　仕事しろ。

			　……って」

			『りょ、りょりょ、了解した。必ず伝えよう！』

			「よかった。では、よろしくお願いします」

			　まったく。なんであそこまで怯(おび)えるんですかねー？

			　私はただ頼んだだけなのにー。

			　白々しくそう胸中で呟(つぶや)きながらイリアは考える。

			　恐らく、これでオーブワイトの愚王も動くだろう。

			　そもそも闘技場の件でさえ、愚王が政治に全く無関心だったゆえに貴族が暴走した結果だろう。

			　その後の皇国との戦争も、戦えるなら何でもいいと言っていてもおかしくはない人物だ。

			（ほんと、暗君が統治すると国民は大変……やめましょう）

			　不毛な思考を止め、改めてオリオンに繋げる。

			「すいません、お待たせしました」

			『ん？　こっちは大丈夫だぞ。なんてったって侵入を防ぐ神槍があるからな』

			　しっかりと有効活用しているあたり、抜け目がない。

			「今、ちょっとした伝手を頼りに伝言をお願いしたので、オーブワイトに動きがあると思います」

			『そうか。俺は何かすべきか？』

			「依頼があったら協力してあげてください。難民が増えた場合、ピスクローザにもかなり負担がかかると思いますので」

			『だな』

			　そう肯定し、オリオンは言葉を続けた。

			『この前の一件で、この国も他国の人間を入れるのにかなり消極的になってる。支援で済ますには穀倉地帯の防衛が最優先か』

			「判断はお任せします」

			　とはいえ、集落の者は近くの都市に避難し、都市には防衛する程度の戦力はあるだろう。

			　そうなると、やはり問題になってくるのは備蓄。

			　直接助けに行くのが早いか、軍やギルドがちゃんと機能するのを待つのが早いか、といったところだろうか。

			　それに加え、遠征するのにも兵(へい)站(たん)は必要となる。

			　やはり地理にも敏(さと)い当人に任せるのが一番賢明だろう。

			『まぁなんだ。いろいろ落ち着いたらあいつにも顔見せに来いよ』

			「あ、はい」

			　なんで今更？

			　初めはそう思ったイリアだが、先の訪問の際に「自分のしたいことを優先してください」と言ったことを思い出した。

			　そのため、ピスクローザに行きづらくなってしまったかもしれない、とオリオンは考えたのだろう。そう推測して、イリアは「わかりました」と承(しよう)諾(だく)した。

			「その時はたぶん、ハクも一緒ですけど」

			『孫みたいなもんだろ？　喜ぶさ』

			　この世界の空に輝く星は、遥か遠い惑星ではなく、転生を待つ魂(たましい)の光。

			　人神が管理していると言われる輪廻転生の輪……あの空の輝きの中に、異世界から来たアンナの魂(たましい)があるかはイリアにも分からない。

			　だが、オリオンはそう言った。

			　――実際に魂(たましい)がどこにあるかなんて関係ない。

			　そう断言するように。

			　異世界から来たとか文化が違うとか、常識が違うとか人種が違うとか、色々なものを有って無いように扱ってきた人物だ。

			（みんなが、少しでもオリオンさんみたいに考えられたら…………うーん）

			『お嬢ー？』

			「あ、すいません。なんでもありません」

			　想像したら、それもそれでどうなんだろうって思ってしまったことは、内緒にしておくことにして、気を取り直し、オリオンに告げる。

			「また何かあったら結石に話しかけてください。できるだけ繋げられるようにしておきますので」

			『わかった。ははっ、まぁできるだけそうならないように頑張るさ』

			「無理だけはしないでください」

			『あいよ』

			　そんな軽い返事を最後に、通話は終了。

			（これで取り敢えず一通り終わっ……）

			　終わった、と思いきや、残り一つ。

			　エルフの里を思い出した。

			（ん？）

			　そこで気付く。

			　先程、竜神に連絡した際、エルフがどうのと言っていた。

			　わざわざ言うということは、まだ耳に残っていた……つい最近他のエルフに会っていたということだろう。

			　もしかしなくても、エルフと竜神が関わる機会は交(こう)易(えき)くらいのもの。

			（今ちょうど回ってるとこなら、異常事態に遭(そう)遇(ぐう)するかも？）

			　もしそうなれば、身内に甘いジーンのことだ。

			　参戦し、力を貸すだろう。

			　そうなればなんとかなるだろうが、一応、念のために保険だけかけておくことにした。

			「ウンディーネ、本当に拙(まず)くなったら言ってねー……。よし！」

			　これで、精霊ネットワークで当人に伝わることだろう。

			　ヨルクにも一応結石が渡ってるため、本当に酷(ひど)い状況になれば連絡が来るはずだ。

			　ということで、これで一通り終了。

			（あとは、こっちの片づけに集中しましょう）

			　思考を切り替え、イリアは受付カウンターへと向かった。

			　

			　

			　各地との連絡をとってから数日が経過。

			　計画の工程は順調に進んでいる。

			　だからといって、全てが上手くいくほど都合のいい展開にはならなかった。

			　地震が起きてから、もう何回目だろうか。

			　支部の前の大通りを抜けていく、教会に向かう救助者を乗せた馬車が窓の外に見えた。

			「――達成を確認しました。次の予定は明日以降ですから、ゆっくり体を休めてくださいね」

			「……わかった。ありがとう」

			　カウンターでは、先程の馬車を護衛していたギルド員の代表が処理を終え、力なく笑って去っていった。

			　被害者が出た。

			　守れなかった。

			　そんな後悔や無力感に苛(さいな)まれているのか、ホールには似たように沈む者がちらほらと見られた。

			「……おかわり！」

			「あのー……もうそろそろ、やめといた方が」

			「うるせぇ！　飲まなきゃやってられるか!!」

			　酒で真っ赤にした顔でシンシアを怒鳴りつける男性も、その一人だ。

			　いつもであれば態度が悪いと周りから白い目で見られるのだが、今はその気持ちを察してしまうのか、皆どこかバツが悪そうな顔をしていた。

			「でもダメです。今ここで体を悪くしちゃったら、これから何もできなくなっちゃいますよ？」

			　そんな周りの表情や、シンシアの毅(き)然(ぜん)とした様子で少し我に返ったのか、男性は怒りを飲み込むようにして項(うな)垂(だ)れた。

			「わかってる……。わかってるんだ！　ここで飲んだくれてたって、なんにもなりゃしねぇって！」

			　でも、と顔を上げる。

			「お前さんにわかるか……？　倒しても倒しても、次から次へと魔物が湧(わ)いてくる恐ろしさがよ……。助けが来るまで、貝みてぇに閉じこもってるしかなかった……！　外に、まだ人がいたかもしれねぇのに！　今まで、今まで俺は……なんのために剣を……剣を振って……」

			　拳(こぶし)を握り締め、また項(うな)垂(だ)れてしまった男性からは涙が零(こぼ)れていた。

			　彼は村の守衛だったが、リュネヴィルから派遣されたギルド員によって保護された者の一人だった。

			　魔物への恐怖に、助けられなかった後悔。

			　それを忘れたくて、思い出したくなくて、酒を求めていた。

			　そんな男性の前に、ジョッキが勢いよく置かれた。

			　顔を上げた男性の前にいたのはファデーレ。

			　警ら隊の中でも名前の知られた〈蒼の剣〉の代表の登場に、男性は目を瞬かせた。

			「飲みたければ、飲んでくれ」

			　言葉だけを聞けば、慮(おもんぱか)るような、労(ねぎら)うような言葉。

			　だが、その表情は硬く、男性もジョッキに手を伸ばせずにいた。

			　そんな様子を見て、ファデーレは言う。

			「遠慮することはないよ。……だけど、考えてみてほしい。この酒を飲む、その意味を」

			　辺りはしんと静まり返っていて、彼の声だけが響き渡る。

			「酒を飲んで忘れる。そのことが悪いとは言わないよ。誰だって経験があるだろうしね。……でも、本当にそれでいいのか？」

			「いいのか、って……そ、そんなの」

			「ここで酒を呷(あお)っていれば、嫌なことを忘れることができるだろう。……でも、それは飲んでいる間だけだ」

			　男性の言葉を遮(さえぎ)り、突きつける。

			「飲んだくれて忘れようとしても、きっとあんたは後悔し続ける。今日明日の話じゃない。今の状況が終わっても、ずっとだ。それでも飲むのかって聞いてるんだ」

			「っ……じゃあ、じゃあどうしろっていうんだよ!!　俺は、俺は戦えなかった！　何もできなかったんだ！」

			「なら、今度は戦えばいい」

			　言って、手を差し出す。その顔に浮かべているのは、苦笑。

			「魔物が怖いっていうのは、よくわかるよ。これまで、いろんな魔物と戦った。……氷竜なんて、魔物以上の相手とも戦った。あれは特に怖かったね」

			「……それは……それは、あんたが」

			「強かったからじゃないよ。皆がいたからだ。一緒に戦ってくれる仲間が横に、守りたい人たちが後ろにいたからだ」

			　そして、ファデーレは苦笑を笑顔に変える。

			「次は、あんただけじゃない。皆がいる」

			　その言葉につられるように、男性は周りを見渡した。

			　その眼には、ファデーレと同じように笑う者たちが映った。

			「さぁ、選んでくれ。酒を飲んで、今この時の恐怖を忘れるか。俺たちと共に、その恐怖ごと吹き飛ばすか」

			「お、俺は……」

			　もう一度、戦えるだろうか。

			　今度こそ、守ることができるだろうか。

			　……彼らと同じように、笑えるだろうか。

			　躊躇(ためら)うように、恐怖に怯(おび)えるように震える手を何度も彷徨(さまよ)わせて、

			「……俺は、戦う……！」

			　手を握った。

			「よし！」

			　ファデーレは笑い、

			「戦力確保！」

			「は？」

			　その腕をがっしりと固定した。

			「本日三人目の訓練生だ！　丁重にな！」

			「「「　おう！　」」」

			「はぁ!?」

			　戸惑う男性に、シンシアが満面の笑みで告げる。

			「まずは、その恐怖心の克服から、だそうです。頑張ってください！」

			「はぁ――――!?」

			　こうして、男性は訓練のため闘技場へと連行――もとい、ファデーレたちに同行した。

			　些(いささ)か強引ではあるが、怪(け)我(が)をして本番に間に合わなくなってしまったのでは元も子もない。それは彼ら自身が重々承知しているため、無茶なことはしないだろう。

			　なにはともあれ、こうして、再び支部は賑(にぎ)やかさを取り戻す。

			　若干のぎこちなさはあるものの、それは細やかでもイリアの手には依らない、彼ら自身の手で取り戻したものだった。

			　

			　その後、しばらく受付業務を続け、イリアは休憩時間に入った。

			　そろそろハクがお昼寝から起きる頃合いだろうと階段を上っていると、声がかけられた。

			「お姉さま」

			　振り向くと、そこにはソフィアの姿があった。

			　教会で地震などの被害にあった人々の治(ち)療(りよう)にあたっていた彼女だが、その表情はどこか硬く、緊張ともまた違う気がした。

			　階段を下りて、彼女と向き合う。

			　今回の騒動ではその規模の大きさから負傷者が多く、教会は初めから受け入れを表明し、教室に使用していた部屋にも寝台を並べ、治(ち)療(りよう)にあたっていた。

			　施術を行うソフィアは朗(ほが)らかで優しい少女ではなく、凛(り)々(り)しい教徒としての表情となるのだが、今目の前にいる彼女の表情には、凛(り)々(り)しさとも違う硬さがあった。

			「……どうかした？」

			　上りかけていた階段を下り、向き合うイリアの問いに答えようとして、ソフィアは言葉を詰まらせた。

			　感情のまま吐露してしまいそうになる本能を、目を閉じることで何とか抑え込み、口を開く。

			「これから、大きな作戦があるって聞きました」

			「うん」

			　そのために、皆で耐えているのが現状。

			　肯定したイリアを認め、ソフィアは改めて彼女に告げる。

			「……私も、負傷した方の治(ち)療(りよう)にあたらせてください」

			「それは助かるけど……、教会はいいの？」

			「はい。というか、患者の方たちから頼まれてしまったんです。自分たちはいいから、戦える人たちを助けてあげてくれって」

			　支部として回復魔術を使えるギルド員は確保しているが、一人でも多いに越したことはない。

			　負傷者を含め、教会に避難した者は大概が非戦闘員であり、その気遣いはありがたく、また言っていることは正論だった。

			　だが、本当にそれだけなら、悲しそうに苦笑を浮かべたりはしないだろう。

			　何かあった？

			　そう聞きたいイリアだったが、先程の様子を鑑(かんが)みれば「なんでもない」「大丈夫」と返されるのは明白だった。

			　罵詈雑言には屈しない彼女の芯の強さを知っているだけに、考えられるとすれば、負傷者の多さに心を痛めているか、或(ある)いは、

			（悪意のない一言……かな）

			　治(ち)療(りよう)にあたり、回復魔術で傷は癒(いや)せても心を治(ち)療(りよう)することはできない。

			　親や友人が傷ついた子供は、教会を眺めてからソフィアに訊ねる。

			　――神様は、なんでなにもしてくれないの？

			　その言葉に、ソフィアは返す言葉に窮した。

			　そんな光景がイリアの脳裏に浮かぶ。

			（……適当に考えたけど、普通にありそう）

			　かといって、確認して万が一傷を抉(えぐ)ることになっては本末転倒だろう。

			　取り敢えず、と彼女の問いかけに答える。

			「お願いしていい？」

			「はい。頑張ります」

			　失礼します、とお辞儀してソフィアは去っていく。

			　提案したことが認められたにもかかわらず、後ろ姿には寂(せき)寥(りよう)感が滲(にじ)み、悩みが解決したようには見えなかった。

			「ソフィア」

			「はい、なんでしょう、お姉さま」

			「別の宗教の人もいるかもしれないけど、気にしないでね。あなたがいるから、助けられる人もいるんだから」

			　――そこに、神がいるかどうかなんて関係ないよ。

			　そう彼女に伝わったかは分からない。

			　そもそも、イリアの予想が間違っているのかもしれない。

			　それでも、

			「……はいっ！」

			　そう元気よく返事をして駆けていく姿は、いつも通りの彼女だった。

			　

			　

			「ただいま戻りました」

			「おかえりなさい」

			　首尾はどうでしたか？

			　使徒がそう問うまでもなく、施術の準備に取り掛かるソフィアの表情は迷いが晴れたことを物語っていた。

			　非力な彼女が、自分を救ってくれたイリアのように誰かの力になりたいと選んだ道。

			　回復魔術で傷を癒(いや)し、共に祈(いの)ることで心を安(あん)寧(ねい)へと導く。

			　世界樹は、世界に光をもたらす。

			　そこに施しや慈しみを見出す者は多いが、しかしその実態は、世界を機能させるための機構に過ぎない。

			　――何(な)故(ぜ)神は救ってくれないのか。

			　そんな声が出るのは当然の結実だった。

			　勝手と言ってしまえばそれまでだが、希望を見出していた存在が期待にそぐわなければ、人はそれを失望や裏切りに感じる。

			（いや、それは人だけではない、か）

			　使徒は目を伏(ふ)せる。

			　人の身を得た今だからこそ分かるが、世界樹の感じていたイリアへの感情は〝失望〟に似ていた。

			　それまで感じていた世界の揺らぎ……始まりの三神の一柱が欠けて以来、緩(ゆる)やかな綻(ほころ)びを生み続けていた世界が、ある時期を境に安定を見せるようになっていた。

			　そして世界樹は根を通じ、とある人物の活動が活発な頃には綻(ほころ)びすら生まれなくなっていることに気付いた。

			　――このまま、世界の綻(ほころ)びもいつか……。

			　そんな世界樹の〝期待〟は、その人物の消息が絶つことで裏切られる。

			　――何(な)故(ぜ)？

			　自分が世界の機構を成す一部である世界樹には理解できなかった。

			　――何(な)故(ぜ)、世界の安定を目指さない。何(な)故(ぜ)、世界を見捨てるようなことをする。

			　ようやく見つけた時、その人物は自ら世界に関わろうとしていなかった。

			　――あなたは世界を救えるのに！

			　世界樹は行動を開始した。

			　時に変質した大精霊である邪神を介して、時に影(えい)素(そ)を用い魔物を介して。

			　……そして、邪神の本能を刺激し、影(えい)素(そ)を駆使して魔物を増やして。

			　死を悼(いた)み、嘆き悲しむ声。

			　理(り)不(ふ)尽(じん)に対する怒りや憤(いきどお)り、絶望。

			　それらが、吸収する影(えい)素(そ)を通して伝わってくる。

			　目を背けるつもりはない。だが、大事の前の小事と考えたこともない。

			　それだけの悲惨で苦痛に塗(まみ)れなければ、彼女を動かすに足る同機には成り得ないからだ。

			　施すどころか、苦境に立たせている存在。

			　全てを理解しているはずがなくとも、ソフィアの苦悩は察することができる。

			　むしろ、責任という点で彼女よりも重く捉(とら)えているのは、当然という以上に自業自得だった。

			　だが、彼女……イリアが動く気配はない。

			　この期に及んでなお、頑なに自ら動こうとはしない。

			　とはいえ、イリアが願望混じりに睨(にら)んだ通り、世界樹に次の手はない。

			　あるにはあるが、これ以上の損害は本末転倒になりかねない、という判断だった。

			　彼らの目的は、ただ一つ。この世界を生き永らえさせること。

			　イリアを動かすために人を滅ぼしたのでは、何の意味もない。

			「……」

			　使徒は伏(ふ)せていた目を開き、窓の外に広がる外界に視線をやった。

			　先程到着した馬車に乗りきらなかったのだろう。

			　傷ついた仲間を支えながら、歯を食いしばって運ぶギルド員の姿がその視界に映った。

		

	
		
			　

			　

			第３章　結実

		

	
		
			　それはまるで魔法だった。

			　たった一言。

			　族長でも何でもない、たった一人の少年が放った一言で、議事堂の空気は一変した。

			「……その言葉を、彼のお方から受け取ったという証はありますか？」

			　薄氷の上を歩くような空気の中、最初に声を発したのはエルフの族長だった。

			「ん？　ああ、イリアが言った証拠ってことですか？　あー……、この道具があいつと繋がってるから、今ここでもう一回言ってもらった方が早いよな？」

			「そうだね。それでよろしければ」

			　あまり考えることが得意ではないのだろう。

			　隣に立つ別の少年に同意を求めると、何のことはなしと首(しゆ)肯(こう)して族長に伺いを立てる。

			　しかし、それは下策中の下策であり、自らの首を絞める行為であることを自覚していた族長は、言うが早いか「いえ」と首を横に振る。

			「それには及びません」

			「議事堂の件を知っていること自体が、彼の方であることの証拠といえよう」

			　鷹(おう)揚(よう)とした返答に、他種族の族長からも堂々とした同意の声が上がる。

			　しかし、よくよく観察すれば、声がほんの僅かに震え、視線が泳いでいたことに気付くだろう。

			　現に、つんつん頭の少年クリスは「あ、そうっすか」と呑(のん)気(き)に構える傍(かたわ)らで、もう一人の少年エリックは一瞬だけ口角を上げていた。

			「えーっと、じゃあ全員で協力するってことでいいんですよね？」

			　誰かが発言しなければならないことだが、それは「誰が主導権を握るか」を伴うものでもあり、ある意味空気を読み、また別の意味で空気を読まなかったクリスの妙である。

			　当然、不毛な争いを再燃させ、イリアの不興を買うことは避けたい族長たちは、これ幸いと発言を重ねていく。

			「――……では、配置は以上で」

			「人選は各族長に任せよう。ただし、〝共闘が我々の総意〟であることの周知は徹底させるように」

			「それはお前もだろう」

			　横槍のように入る茶々に返ってきたのは笑い。

			　つい数時間前の彼らであれば、そのやり取りで険悪な空気となっていただろう。

			　しかし、余裕のなさからくる怪(け)我(が)の功名というべきか、むしろ気の置けない者同士のやりとりのようだった。

			　そして、覇権を争っていたからこそ、それが足(あし)枷(かせ)となっていたが、もともと種族を代表する者たちであり、枷(かせ)が外れさえすれば有能な面が強調されるのは当然と言えば当然の話だ。

			「……大丈夫そうかな？」

			『それはどうかな』

			　会議の様子を見ていたセレナの呟(つぶや)きに答えたのは、肩に乗るトカゲのような姿の大精霊、サラマンダーだった。何か含んだ言い方に、真意を問おうとした矢先。

			「失礼いたします!!」

			「何事だ」

			　飛び込むように入室した文官に問うと、返ってきたのは悲鳴にも似た報告。

			「目標が、この議事堂に向けて進攻を開始しました！」

			「陽動の部隊はどうした」

			「進攻と同時に、迎撃以外は完全に無視しているそうです……！」

			　こちらの動き……一気に攻勢に出るための時間稼ぎを読まれたのは間違いない。

			　だが、何(な)故(ぜ)あと一歩というところで。

			　全員の脳裏に浮かんだ疑問に、それを読んだかのようにサラマンダーが呟(つぶや)く。

			『あんたたちの感情……特に怒り悲しみ妬(ねた)みなんかにアレは敏感なんだ。それらがいきなりなくなれば不審に思うし、面白くない』

			　全員ではないが、精霊の声を聞くことのできる者たちが唸る。

			　思いもよらぬところで、自分たちの失態による影響が出るとは。

			　そんな内心などつゆ知らず、クリスは文官から族長たちへと視線を戻した。

			「議事堂の結界はどれくらい持ちますか？」

			「ここは連邦の要。破ることなどできぬわ。……邪神程度であればな」

			　歯切れ悪く訂正したのは、一度破られたことをクリスたちがイリアから聞いていると気づいたからだろう。

			　実際には詳しい経緯などは聞いていないのだが、無駄に見栄を張らず、事実に即した判断ができたのは幸いだった。

			「そうですか。なら、俺たちで何とか足止めします」

			「その間に、準備をお願いします」

			　制止する声は聞こえなかったことにして、クリスたちは退室。

			　足早に外へ向かいながら、クリスはエリックに問いかけた。

			「だいたいの動きは聞いたけどさ、でかいのが来るときの数って決まってないんだよな？」

			「らしいね」

			「じゃあ、あんまり数が集まらなかったら、見送った方がいいか？」

			　僅かに逡(しゆん)巡(じゆん)し、エリックは「いや」とその言葉を否定した。

			「数が何個であっても構わない」

			　まとめて削ることができれば言うことはないが、躊(ちゆう)躇(ちよ)させるのが目的なのだ。

			　そう告げる間もなく、「わかった！」とクリスは先に行ってしまった。

			　つい、とエリックは横に視線を向けるが、そこにいるセレナが彼を追う様子はない。

			「どうかした？」

			「いや、てっきり一緒に行くと思ったから」

			「それ、どういう意味かな？」

			　にっこりと笑うセレナに肩を竦(すく)めるに止めたエリックを見て、彼女もまた小さく息を吐いた。

			「あいつが先に行ったの、ここを狙ったおっきい雷を逃さないためでしょ？　なら、私が行って狙いが逸れるのはまずいでしょ」

			「あー、うん。そうだね」

			　歯切れの悪い返事に怪(け)訝(げん)となるが、それを追求する間もなくエントランスホールに到着。

			　先を行くクリスは既に外へと飛び出して、遠く空を泳ぐ存在を視界に捉(とら)えていた。

			「！」

			　くる。

			　その直感は正しく、いくつかの珠が議事堂周辺に飛来し、雷をばら撒(ま)いた。

			　しかし、結界に守られた議事堂そのものに被害はなく、周辺の街を焼いただけ。

			　それだけで十分クリスがキレる理由にはなるのだが、今日の彼は違った。

			（落ち着け、落ち着け、落ち着け……！）

			　非戦闘員の被害はない。

			　畑はまた耕(たがや)し、家屋ならばまた建て直すことができる。

			　そう自分に言い聞かせる。

			　衝動の赴(おもむ)くままに戦って勝てる相手ではない。クリスや仲間たちにとって、邪神との戦いはいずれ迎えるべきもの。下手を打ち、諦(あきら)める口実を作るわけにはいかなかった。

			「……来た！」

			　何度かの雷にも動じない結界にしびれを切らしたのか、蛇(へび)の前に五つの珠が縦の旋回を始めた。

			　柄だけの剣を抜き放ち、クリスは左半身を前に出して身構える。

			「――今だ!!」

			　左手を突き出し、剣を握る左手を引く。

			「――聖輝剣――」

			　口上と同時に、光の奔(ほん)流(りゆう)が剣に収束。

			　レイピアから剣へ。

			　剣から長剣へ。

			　長剣から大剣へ。

			　瞬(またた)く間に大きさを増していくその光の束を、

			「――超絶ッ一本突きィ!!」

			　蛇(へび)に向け、突き放つ。
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			『!!』

			　眼前に展開されていた雷光の先に見えた別種の光。

			　咄(とつ)嗟(さ)にその場から上昇した蛇(へび)の行動は正しかった。

			　放たれた雷の束と光の束が衝(しよう)突(とつ)。

			　しかしそれは一瞬のこと。

			　光は雷を飲み込み、束を成形していた珠をも焼失させた。

			『……ヒトごときが』

			　クリスに、その声を聞き取ることはできない。

			　しかし蛇(へび)からの殺気を感じ、クリスは第一条件を満たしたことを察した。

			　直後に横へ跳躍。

			　先程の予測を肯定するかのように、雷光が閃(ひらめ)き、クリスのいた場所を貫(つらぬ)く。

			　蛇(へび)によって誘導された稲妻は、雷としての現象を固定する代わりに、その速度と破壊力が増されていた。

			　クリスが躱(かわ)す度、焼け爛(ただ)れた傷跡が街に増えていく。

			　躱(かわ)し続けること自体常識から外れた行為であり、それが今後も続く保証はない。

			「――おいで、雷(ライ)鹿(カ)」

			　召(しよう)喚(かん)陣がいくつも生じ、姿を現したのは獣(けもの)とは異なる風(ふう)貌(ぼう)の鹿。

			　その半透明な角の内部には青白い光が走り、踝(くるぶし)に白い毛を蓄えた蹄(ひづめ)にも同様の閃(せん)光(こう)が瞬(またた)く。

			　性格は温厚で、危険を感じた際に帯電。

			　敵と認識した相手に落雷させ、麻(ま)痺(ひ)させている間に逃走する習性をもつ。

			「皆には、逃げ回って雷を誘導してほしいんだ」

			　すりすりとすり寄ってくる鹿たちを撫でながらエリックが告げると、やがて意気込むように鼻を鳴らして散開。

			　途中、一体の鹿に誘導された雷が降り注いだが、何の反応もなく走り去った。

			　強化された雷という不安要素はあったが、何の問題もないようだ、と胸をなでおろす。

			（といっても、これは気休めだ）

			　もう一体、別の魔物を召(しよう)喚(かん)。

			　ふよふよと宙を浮く不定形生物は、鹿と同様内部に雷光が走っている。

			　それを頭上に移動させ、エリックは蛇(へび)と珠の動きに注視する。

			　単純な戦闘力では二人に劣る彼にできること。それは、より正確に状況を分(ぶん)析(せき)し、勝率を高めることだ。

			　そして、セレナもまた行動を開始する。

			「いくよ、サラ！」

			『了解した！』

			　同意と同時に肩から跳んだサラマンダーの姿が、トカゲから人型へと一瞬で切り替わる。

			　燃えるような赤い髪に真紅の瞳(ひとみ)。

			　獰(どう)猛(もう)な笑みを見せる美女の貌(かたち)を取るようになったのは、「その方がバランスがいいから」と契約者が望んだことだけが理由ではない。

			　セレナとサラマンダーは互いに左手を合わせ、声を重ねる。

			「『憑霊・ホーマ！』」

			　瞬間、火柱が上がり両者を包む。

			『小賢しい』

			　傲(ごう)岸(がん)な物言いは変わらず、しかしその行く末を見届けずに仕掛けるのは焦りの表れ。

			　放たれた稲妻は目で追うことのできない速さで火柱へと迫り、

			「『甘いよ！』」

			　解けた火のうねりに巻かれ、霧(む)散(さん)した。

			　火柱は消え、陽炎(かげろう)で揺らめく中に現れたのは、火の巨人。

			　正確には、セレナを核とした巨大な四肢を持つ人型の炎だ。

			「『ホーラ・塵灰！』」

			　ぶわ、と撒(ま)き散らされた灰によって、白に染め上げられる視界。

			　吸えば毒となるこの術の攻撃性は邪神には温く、

			『憐(あわ)れな』

			　その羽ばたきで簡単に霧(む)散(さん)する。

			　だが、無駄ではなかった。

			「『ホーラ・貫刺!!』」

			『!!』

			　迫るのは炎を纏(まと)う巨大な貫(ぬき)手(て)。その距離はほぼ目と鼻の先。

			　攻撃ではなく目くらまし。

			　そう気付いた時には既に遅く、羽を貫(つらぬ)いた炎がその身を焼く。

			『ぐぁあッ！』

			　蛇(へび)は痛みからその身を捩(よじ)り、巨大な鞭のようにしなりセレナを襲う。

			「『危なっ！　……、って失敗した!!　掴(つか)めばよかったんだ!!』」

			　辛うじて避けたものの、直後にそのことを悔(く)いる彼女は、一歩遅れて飛来した珠の雷撃を躱(かわ)しきることができず、炎の四肢の一部が欠ける。

			　それはすぐに再生できたものの、その間に蛇(へび)に距離を開けられてしまった。

			「『羽を怪(け)我(が)しても飛行に影響なしかー……』」

			　さすがに思い通りにはいかない。

			　セレナは態勢を立て直し、蛇(へび)の隙を窺(うかが)いつつ珠の迎撃に入る。

			　それを読み取ったのか、珠は攻撃態勢に入ったかと思えば、セレナの纏(まと)う炎から逃れるように散開。

			　炎の射程範囲外から攻撃しようと数個が旋回を始めても、クリスの光を察知してばらけてしまう。

			　当の蛇(へび)と言えば、雷による単純な攻撃を仕掛けてもほとんど効果はなく、かといって不用意に近づくほど愚(おろ)かではなかった。

			『ヒトが……ヒトごときがぁ!!』

			　しかし、思い通りにならない現状に苛(いら)立(だ)ちを募(つの)らせる。

			　たった四体。たった四体の敵に振り回されている。

			　崇高な己という存在に玩(もてあそ)ばれ、膝を折り、頭(こうべ)を垂れて散る下等な存在。

			　それが人間だった。それは、つい先頃まではその通りだった。

			『グァッ!?』

			　突如、背中に走った痛み。

			　背後に目を向ければ、家屋の陰に隠れた人影。

			　よく周囲に目を凝らせば、それは一つや二つではなかった。

			　大勢の人間によって、包囲されていた。

			「さすが連邦の戦士、行動が早い。セレナ！」

			　エリックの声に頷(うなず)きを返し、セレナは巨人を象っていた炎を解いた。

			　戦力的不利を覆(くつがえ)すためには必要だったとはいえ、憑霊状態は心身ともに消(しよう)耗(もう)が激しく、長期戦には向かない。

			「ふぇえ～、やっぱきついよー」

			『気を抜くな』

			「うん、わかってる」

			　両頬を叩いて気合を入れなおし、錬気による疲労の回復を行いながら周囲を警戒する。

			　しかし、それからしばらくは回避に専念することにはならなかった。

			　縦横無尽に動き続ける珠を逆に翻(ほん)弄(ろう)し、追い詰めていく者たち。

			　対して、地上部隊と飛行部隊の連携により、狙いを定められず攻撃を許してしまう蛇(へび)の動きは、傍(そば)から見ても苛(いら)立(だ)ちで精彩を欠いていた。

			「すごい……」

			　そう彼女が漏らしてしまうほどに、連邦の戦士たちの動きは洗練されていた。

			　先の戦いは、彼我の戦力差を考えず、ただ闇雲にぶつかった玉(ぎよく)砕(さい)のようなもの。

			　欲を捨てて徒党を組み、情報を共有し、適材適所の陣形を敷いた今回の戦いが全く異なる戦況となるのは当然だった。

			（これなら……！）

			　いける。

			　前回の戦闘との手ごたえの違いに、誰かがそう考えてしまうのも無理はない。

			　しかし、ソレはその存在故に、ヒトの感情に敏い。

			　当然、彼らに灯(とも)った希望も蛇(へび)は察した。

			　そして、

			『図に乗るんじゃねぇぞ下等生物がぁぁあ！』

			　唐(とう)突(とつ)に変わる口調。

			　同時に現れたのは、蛇(へび)の頭上――宙を裂くようにして下界を覗く瞳(ひとみ)。

			　そして変化はそれだけにとどまらない。

			　変化に意識を取られず、粛々と淡々と珠に狙いを定めていた熟練の戦士。

			　彼が掴(つか)んだ速度と軌道が重なる珠に大剣を振り下ろし、四つめの撃破となる。

			　はずだった。

			「なっ!?」

			　これまでにない加速。それだけならばまだいい。

			　珠は雷を纏(まと)い、剣を伝って戦士を襲い……離脱する。

			　自身の焦げる嫌な臭いと痛みに耐えながら、戦士の目に映るその珠の姿は、鳥。

			「……稲妻の、鳥……!?」

			　それも一つではない。

			　全ての珠が雷の鳥へと変じていた。

			　再び翻(ほん)弄(ろう)される戦士たちだが、それらには目もくれずにセレナが叫ぶ。

			「クリス！　あの目を斬って！」

			「は!?」

			「何か嫌な予感がする！　早く！」

			　返事をする間も惜しみ、クリスは光の剣へと力を籠(こ)める。

			　光の奔(ほん)流(りゆう)が巨大な刃を形成。

			「聖輝剣――超裂斬!!」

			　振りぬかれた刃は宙から覗く瞳(ひとみ)を裂き――しかし、断ち切ることができずに亀裂が閉じた。

			「クリスでもダメなの!?」

			『あれは隷属の双(そう)眸(ぼう)だな』

			　雷の鳥の相手をセレナに任せながら、トカゲの姿へと変じ彼女の背中から様子を眺めていたサラマンダーが呟(つぶや)く。

			「なにそれ!?」

			『管理下にない精霊を隷属させる魔の力だ。さすがに我には効かぬが、アレが使うとなると相当の精霊が操られることになる』

			「なんでもっと早く教えてくれないかな!?」

			『確信がなかった。許せ』

			　そうは言いつつも、先に感じていた嫌な予感の正体が、契約の繋がりを利用した警告のようなものであることを、セレナはなんとなくだが理解していた。

			　そして今、その能力名を明かしたということは助言の範囲に入っているということなのだろう。そう判断し、改めて訊ねる。

			「そうぼうってなに？」

			『両目ということだ。はじめの片目で支配下に置き、もう片方が開眼することで操るのだろうよ』

			「まずいよね!?」

			『まずいな』

			　全ての属性の精霊が隷属化に置かれることになれば、精霊術を使う術師が無力化され、逆に蛇(へび)は全属性の精霊術の行使が可能となる。

			　速度、威力、防御、干(かん)渉(しよう)……魔術だけでなく精霊術にも属性による得手不得手は存在し、どのような術師であっても、そこを突くことによって主導権を握ることができる。

			　蛇(へび)との場合、いくつかの水系魔術や土系魔術との相性の悪さを突くことで防御が可能となり、持続性がないという点も戦術に取り入れることで、優位に立つことができていた。

			　しかし、それらの欠点がなくなってしまう。

			「エリック！」

			「大丈夫、聞こえてた。クリスにも伝える！」

			「お願い！　『ホーマ!!』」

			　それだけを確認し、再びセレナは人の姿となったサラマンダーと手を取る。

			『またテメェらかクソが!!』

			　格下を相手に本気を出さなければならない。

			　自尊心を傷つけられた蛇(へび)は、その怒(ど)気(き)を隠そうともせずに牙(きば)を剥(む)く。

			　飛来する鳥を往なしつつ、セレナは蛇(へび)へと近づいていく。

			　鳥の形になり、素早さと直接触れられない厄介さは増したが、それも炎の身体であれば問題はない。

			　むしろ、突っ込んできてくれれば相打ちという形で核となった珠を破壊でき、セレナは欠けた部分を補(ほ)填(てん)すればいいだけ有利と言える。

			　気を付けるべきなのは、核となっているセレナ自身への攻撃だ。

			　蛇(へび)自身からの攻撃を注意しつつ、鳥の動きを警戒する。

			『セレナ、下だ!!』

			「!!」

			　気付いた時には遅く、セレナは傾く身体を自覚した。足の部分が削られた。

			　そう理解したのは、次々と迫りくる地を這(は)う雷を認めたからだ。

			　上にばかり気を取られ、足元への注意が疎(おろそ)かになっていた。

			『チッ……阻め!!』

			　蛇(へび)のように迫る雷は、噴(ふ)き上がった炎の壁によって焼失。

			　しかし、その分だけ足の補(ほ)填(てん)が遅れた。上手く立ち上がることのできない炎の巨人。

			『そのまま燃え尽きろ!!』

			　その直上で鳥が旋回を開始。

			　鳥を結ぶように雷が伸びて、魔法陣を形成する。

			　珠よりも速い雷撃の生成。

			「セレナ!!」

			　その速さは光の剣でも一か八かの賭けになる。

			　その上、今現在も直上の眼は徐々にだが開眼しつつある。

			　どちらを狙うべきだ。

			　全体を生かすために目を狙うか。仲間を救うために鳥を狙うか。

			「目を狙え!!」

			「!!」

			　もう一人の仲間の声に、クリスは迷いを振り払った。

			『グァアァアッ!!』

			　瞳(ひとみ)だけでなく、翼をも裂いた光の剣に蛇(へび)の悲鳴が上がる。

			　一方、無駄を承知で両腕による防御態勢を取っていたセレナは、

			（え!?）

			　旋回していた鳥が弾かれるように吹き飛ぶ瞬間を見ていた。

			　魔法の矢。

			　そう思い軌道を辿(たど)ると、そこにいたのはエルフの集団。

			「この子らの方が脅(きよう)威(い)なのは俺たちにも分かるが、無視はさすがに冷たいな」

			「いや、俺らに集中された方が困りますって」

			　鳥を撃ち落としたエルフたちは、再び散開した。

			（そっか……）

			（そうだよね）

			　セレナとクリスは認識を改める。

			　いや、再確認したといった方が正確だろう。

			　彼ら自身、初めから分かっていたのだ。

			「俺たちだけじゃ、倒せないって」

			「だから、皆で戦うんだ」

			　力を合わせ、人間の力で。

			　その意志を体現するように、剣の光が、纏(まと)う炎が輝きを増す。

			「二人に朗報だよ」

			　届いたのはエリックの声。

			「鳥の動きが分かった。完全に把握したわけじゃないけど、十分隙は作れると思う」

			「「　説明、早く！　」」

			　その返答があったのはほぼ同時。

			　エリックから見て対角に近い場所にいるにもかかわらず、息の合った二人に笑みが零(こぼ)れる。

			「じゃあ、説明するよ――」

			　彼らに話したのと同じ内容を、他の種族にも伝達。

			　そして、エリックの作戦が始まる。

			『なんだ……？　クソが!!』

			　人間の動きに違和感を覚え、蛇(へび)は毒づきながら雷撃を放つ。

			　数人を焼くことには成功したが、命を絶つまでには至らず、苛(いら)立(だ)つ蛇(へび)の正面に現れたのは、炎の巨人。

			『またキサマかぁ!!』

			　苛(いら)立(だ)ちをぶつけるように雷撃を放ち、それを受けた鳥が巨大さを増して巨人に迫る。

			　いくつかは魔術師たちによって阻まれたが、残りは全て巨人に接近し、その拡大した翼で両腕を裂いた。

			　だが、それもすぐに復活。

			　まとめて消し去ってしまいたいが、先程とは確実に違う点……クリスがその傍(そば)にいるため、下手に集中させてしまっては鳥がまとめて消し去られてしまう。

			『クソが……クソがクソがクソがぁぁあぁあああ!!』

			　思い通りにならない戦況にしびれを切らし、蛇(へび)は半狂乱になったように雷撃をばら撒(ま)く。

			　雷撃は街を焦がし、森を焼き、鳥との間に雷撃の糸を張って間に存在する全てのものを焼き切っていく。

			「――超絶最強」

			『!?』

			　突如、背後から届いた声。

			　驚(きよう)愕(がく)を露わに振り向いた蛇(へび)は、一気に輝きを増した光の奔(ほん)流(りゆう)を見る。

			「聖輝剣・天牙ぁ―――――!!」

			『ギャァアアアァァアァア!!』

			　光の剣がその身体を裂くと同時に天空から降り注ぐ光に焼かれ、断末魔の叫びを上げながら蛇(へび)は墜(つい)落(らく)。

			　制御できないほどの損傷のせいか、鳥の姿を失った珠もまた墜(つい)落(らく)した。

			　そして、クリスの離脱と魔術をはじめとした遠距離攻撃の殺到は同時。

			「かかりなさい!!」

			　それを見計らい、エルフたちが蛇(へび)の頭を包囲。

			　詠(えい)唱(しよう)に伴い幾(き)何(か)学(がく)模様の陣が広がり、色とりどりの格子が組まれていく。

			　エルフに伝わる神代の封(ふう)印(いん)術。

			　その効果よりも、煌(きらめ)きながら立ち上る粒子に見惚れつつ、セレナは臨戦態勢を維持しながら隣に立つ少年……クリスの姿をしたエリックに訊ねた。

			　その声は、緊張のためかどこか硬く感じる。

			「『……あの蛇(へび)、本当に気付かなかったね』」

			「この姿のこと？　クリスが近づいてたこと？」

			　言い終わらないうちに、まるで靄が霧(む)散(さん)するかのようにクリスの姿は掻き消え、エリックの姿へと戻った。

			　蜃気楼を応用した炎の魔術であり、触れればすぐに判別は可能だが、遠目ではなかなか気づきにくい。

			「『うーん……両方かな』」

			「偽者だって気付かなかったのは、焦ってたからだろうね。セレナとクリスの姿が一緒にあると分かったら、他に注意を払う素振りもなかったのもそう」

			　脅(きよう)威(い)となるクリスとセレナを一緒に行動させていると思わせることで、意識をそちらに集中させるのが目的だった。

			　全方位をカバーする珠や鳥の動きに惑わされていたが、その実、それらが正確に狙いを定めていたのは前方のみ。

			　つまり、珠や鳥の操作を行っているのは蛇(へび)自身であり、蛇(へび)が視認できない後方への攻撃は、ほぼ当てずっぽう。

			　生物に反応して自動的に攻撃する雷鹿の行動により、そんなところだろうとエリックは当たりを付けていたが、事実はこの際どうでもいい。

			　ただ、倒すだけの隙になりさえすればそれでよかった。

			「『でも、周りが見えないっていうのは結構賭けだったよね』」

			「そうでもないよ。ほら、セレナが倒れた時も、エルフの人たちが近づいてることに気付いてなかったし」

			　全体を俯(ふ)瞰(かん)して見ていたエリックにしてみれば、その傾向は顕(けん)著(ちよ)だった。

			「『なるほどね……あ……終わっ、た？』」

			「……みたいだね」

			　光が収束し、残ったのは緑色の球体。

			　核となる頭部を失ったからか、蛇(へび)の下半身はとうに霧(む)散(さん)し、

			「邪神はここに封じられました！　我々の勝利です!!」

			　宣言と共に、勝(かち)鬨(どき)が木(こ)魂(だま)した。

			　セレナはそれをもって憑霊を解除。

			　エリックと共に、刀身の消えた剣を振るクリスの下へと駆けだした。

			　

			　

			　フィレアレミス女皇国。

			　国土の八分の一を覆(おお)っているとされた植物の魔物を排除すべく、ギルド、軍が連携して討(とう)伐(ばつ)に当たることとなった。

			　とはいえ、個を重んじるギルドと規律を重んじる軍を一日や二日で同様に運用することは到底不可能。

			　かといって下手に軋(あつ)轢(れき)を生じる要因を作るわけにもいかず、どちらか一方に優位性をもたせるわけにもいかない。

			　結果として、ギルドと軍がそれぞれ東西から挟み込む形で進攻することとなった。

			　敵は植物。

			　基本は炎による延焼や、氷による凍結。

			　武器による攻撃、風や土の魔術は、火と水の魔術を得意とする者の護衛として回る。

			　これらを軸(じく)に、縦(じゆう)深(しん)攻撃を展開。

			　人間が近づくと急激に成長するという習性を逆手に取り、敢えて数回に分けながら進んだ結果、戦闘開始から数日後には、合流まであと一日というところまで差し掛かっていた。

			「抜刀」

			　抜き放たれた斬撃が、迫りくる植物群を両断する。

			　それを見送ることもなく、ガブリルは跳躍。

			　次の瞬間土の壁がせり上がり、それを足場にして離脱。

			　背後に飛来する炎が植物を燃やすのを感じながら、新たに迫る植物を断ち切っていく。

			「いつ見てもすげぇな……」

			「ふふーん。うちのガブリルはすごいんだから！」

			　呟(つぶや)かれる言葉に胸を張るパーシャだが、敢えてそれに突っ込む者はいない。

			　微(ほほ)笑(え)ましく思っている、というのもあるが、何よりその余裕がなかった。

			「……っ！　しっかし、ほんと無駄に多いな!!」

			「でもあと少しですし、頑張らないとです、ね!!」

			　動き回るガブリルに代わり、パーシャの護衛に回ったギルド員たちの動きは鋭い。

			　パーシャの強化魔術を受けているためだが、施術を受けているのは護衛三名だけ。

			　継続時間や全員にかけた場合の魔力消費量の問題。そしてなにより、現状無強化でも優勢に立てているため、その必要性がなかった。

			「しかし気のせいか？　昨日までより進み方が遅い気がするが……」

			「もう四日目ですし、疲労は溜まりますよ」

			「それもあるかもしれないけど……」

			　言いながら、パーシャを肩に乗せる女性ギルド員が辺りを見渡す。

			「……なんか、植物が大きくなってない？」

			　言われてみれば、とパーシャを含めた全員が肯定する。

			「……大精霊様も、大本がいるって言ったんですよね？　なら、それに近づいてるってことじゃないですか？」

			「ああ、それなら分かるな」

			　納得し、終わりが近づいていることに小さく息を吐く。

			　優勢のまま順調に進んだとはいっても、犠牲は少なからず生じていた。

			　植物に飲まれ圧死した者や、散布された毒を吸って絶命した者も少なくない。

			　いくら死と隣り合わせの生活を送るギルド員とはいっても、仲間の死をすぐに受け入れられるほど、精神は鈍化していない。

			「！」

			「かなり近づいたね！」

			　上空で光る信号は、ギルドと軍が定時連絡として互いの位置を知らせるために用いたもの。

			　軍との連携には不安が残るとはいえ、基本的な動き方を変えなければ大丈夫だろう。

			　そんな空気がその場に満ちる。

			「あ」

			　視界に戻ってきたガブリルの姿に、パーシャが声を上げようとした――その時。

			　跳躍したガブリル。その身体が、植物に飲まれた。

			「ガブくん!?」

			「なんだ、あの速さは!?」

			　すぐに棘のついた団扇のような部位が弾け、内側からガブリルが姿を現す。

			　思わず近づこうとしたパーシャの行動を読んだのか、手で制して自ら赴(おもむ)く。

			　その間にも迎撃を行うが、問題はその速度と動き。

			「な、なんだってんだこいつら！」

			「いきなりっ、強くなるなんて……!!」

			　魔術の轟(ごう)音(おん)に紛(まぎ)れ、聞こえてくるのは怒声と悲鳴。

			　状況の悪化を肌で感じながら、ガブリルはパーシャと合流した。

			「ガブくん、大丈夫!?」

			「うん。いきなり速くなってびっくりしたけど、大丈夫」

			　そんなやり取りをしつつも、攻撃の手は緩(ゆる)めない。

			　しかし、剣(けん)戟(げき)を止められないほど植物の動きは苛(か)烈(れつ)さを増していた。

			　それだけではない。

			「こいつら……、動きが良くなってやがる……！」

			　男が言った〝動き〟とは、連携。

			「狼系の連中と戦ってるっ、みたいですね」

			「大きさも何もかも比較にならないけどね!!」

			　植物群とはいっても、その幹ごとに個別で仕掛けていた戦い方が、挟撃や連撃など、統率の取れた動きを見せるようになっていた。

			　植物がより大きく、動きも機敏になり、攻撃方法も多彩に。

			　周囲を見れば、目に見えて押していたはずの戦線が下がっていた。

			　魔術の音が減り、負の感情が混じる声が増す。

			　巨大な食虫植物型の化け物に飲み込まれまいと拒みながら、その眼に宿るのは恐怖。

			　必死に魔術を唱えながら、目前に迫る植物の波を見る眼は絶望に染まっている。

			　状況は、完全に一変した。出し惜しみしている余裕はない。

			「ノーム、大本ってもうすぐ？」

			『そうじゃな』

			　ポン、と土から飛び出し、ガブリルの肩に乗った小人は肯定した。

			　ならば、迷う要素はない。

			「やろう、パーシャ」

			「……うん」

			　彼女の内心を察し、後押しするガブリルに笑顔を返す。それでも、

			「あー、もう！」

			　鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らすかのように、パーシャは叫んだ。

			「ほんとはお姉ちゃんに見せたかったのに！　こんな人の目のあるところで使っちゃったら、絶対イリアお姉ちゃんにバレちゃうのにー!!」

			　だが、使わないという選択肢はない。

			「ガブくん、お願い！」

			「わかった。ノーム」

			『承知じゃ』

			　ノームの承(しよう)諾(だく)と同時に、ポンっ、と地面から何かが飛び出す。

			（石？）

			　その材質を見てそう呟(つぶや)く者がいたが、正確にはそれは石板だった。

			　一片の欠けた石板はそのままふわふわと宙を移動し、やがてパーシャの下で静止した。

			　彼女の身長ほどもある石板に触れ、パーシャは唱える。

			「王に願い奉る――」

			　石板に描かれた紋(もん)様(よう)が輝き、

			「でも省略！　限定解除！」

			　眩(まばゆ)い光を発した直後、パーシャの変化が終わっていた。

			　背丈はガブリルの肩ほどに。

			　容姿も歳相(そう)応(おう)に様変わりし、ガブリルと並べば見(み)目(め)麗(うるわ)しい少年少女に映るだろう。

			　限定解除。

			　それは精霊王に認められた者にのみ許された、期限付きの上位進化。

			「フェアリエルの力、たっぷり味わわせてやるんだから！」

			　その声に呼応して幾つもの陣が宙に描かれていく。

			　だが、その陣があるのは共闘していたはずのギルド員や軍人の直上。

			「な、なにを……!?」

			　問いかけようとした声を制するように差し出されたのは、ガブリルの手。

			　そして、彼の頭上にも同じように陣が描かれる。

			　攻撃ではない？

			　そう推測する間にも、緑の陣によって二重、赤の陣により三重と円が重なり、それらはやがて隙間なく重なり幾(き)何(か)学(がく)模様に囲まれた球体に姿を変える。

			　それを防ごうとするかのように、植物の襲撃も苛(か)烈(れつ)さを増す。

			　だが、ガブリルの剣(けん)閃(せん)を潜り抜けられずに細断されては果てていく。

			　そして球体は白く輝きを放つに至る。

			「――ロス・デア！」

			　零(こぼ)れ落ちる雫(しずく)のように降り注いだ球体は、ガブリルたちの身体に浸み込むようにして、消えた。

			　そして、常に動いていたガブリルがその効果を明白に示す。

			（速くなった!?）

			　それだけではない。体の動きが滑らかに、力強くなり、刀の間合いではないにもかかわらず植物は断ち切られ、刀に触れれば炎上する。

			　殺到する植物のしなりと、意思を持つように虚実織り交ぜた動きを見せる攻撃の数々を見切り、確実に処理していくガブリルの抜(ばつ)刀(とう)術(じゆつ)。

			　それらを全て、その場にいる彼らは視認していた。

			（全員に強化と付与魔術!?　……これほどのか!?）

			　だがこれなら。

			　彼らの眼に失いかけていた光が灯(とも)る。

			　切り落とされた植物の始末や迎撃が再開される中で、パーシャは変わらず一人佇(たたず)む。

			　その視界にあるのは忌(いま)々(いま)しい植物たち。

			　妖精の状態であれば目視できる範囲にしか効果を及ぼすことはできなかっただろうが、今は違う。

			「全部ひっくるめて逃がすもんか！　ノンフィーレス！」

			　パーシャの魔力が対象を捉(とら)え、浸(しん)透(とう)していく。

			　それと同時に詠(えい)唱(しよう)を重ね、生み出されたのは天に揺らめく灰色のヴェール。

			　紫のヴェール、錆色のヴェールと重なって、やがて天を覆(おお)うようなヴェールは夜の闇よりも暗い黒色へ。

			「――レモラ・モルス！　ついでに、ウォークス・ノン・グラータ！」

			　ヴェールが降り、植物に触れた場所から消えていく。

			　一方で地面をつき抜けていく場所もあり、彼女の狙い通り、植物全体とはいかなくとも、かなり広範囲に術を仕掛けられた。

			　そして、その効果は絶大だった。

			　動きが緩慢になり、蔦や食虫植物型による拘(こう)束(そく)にも力がない。

			　なにより、植物の増殖、ばら撒(ま)かれていた毒や酸の頻度が減り、その量も目に見えて薄れていた。抗体、生命力低下の効果だ。

			「ノーム！」

			『承知じゃ！』

			　ドン、と地面が揺らぐ。

			　一度や二度ではない。

			　何度も何度も轟(ごう)音(おん)が繰り返される中、ガブリルと宙に浮く数人が露出する植物を排していく。

			　そして、残る植物が一割を切った頃。

			　ひと際大きな揺れと共に大地が弾け、

			（爆発!?　ッ、違うっ！）

			　破裂したのではなく、地中にいた存在を押し出した余波でしかないと人々は気付く。

			　そうして現れたのは、全ての植物が繋がる大本……なのだろう。

			　囲む植物の多さ、大きさ、遠さにその全容は知れず、氷山の一角に過ぎなかったこれまでの戦いを思い、膝を屈する――

			「よっしゃあ行くぞぉお！」

			「ありったけぶちかます！」

			「今までの恨み、きっちり返すよ！」

			　そんな者はいなかった。

			　彼らには、規格外の仲間がいた。

			　仲間全体の能力をこれでもかというほど底上げし、敵を面白いくらいに弱らせる術者。

			　味方として存在することだけで意味があり、もはや説明不要な大精霊。

			　そして、もう一人。

			「パーシャ、ノーム。支援お願い」

			「わかった！」

			『刻限はワシが計ろう。あまり無理はせぬようにな』

			　大精霊の言葉に場違いなほどに柔(にゆう)和(わ)な笑顔で頷(うなず)き、自らの腕に噛(かぶ)り付く。

			　蠕(ぜん)動(どう)する喉を通るのは、己の血。

			　鬼人の身体に流れる鬼の血を再摂取することで、より身体能力を鬼神に近づける。

			「……グッ……」

			　全身が沸(ふつ)騰(とう)するような熱さに、ガブリルの顔が歪(ゆが)む。

			　それを隙と見たのか、植物が殺到。

			　初めから露出していたものだけでなく、露わになった見慣れない植物たちもだ。

			　第一波こそ抜刀により切り払われたものの、続く第二波、第三波には追い付かず、波というよりも雪崩(なだれ)のような追撃に飲み込まれてしまう。

			　だが、ぶわ、と突如植物たちは膨(ぼう)張(ちよう)。そして、爆散。

			　その中心には拳(こぶし)を突き上げた形で静止するガブリルがいた。

			　その姿に致命傷を負った揺らぎはないが、拳(こぶし)と腕からは血が流れている。

			「――アルトスム・クラート！」

			　それを予期していたようにパーシャの詠(えい)唱(しよう)が完了し、柔らかな光の陣がガブリルを照らす。

			　光はまだ僅かに残っているにもかかわらず、ガブリルは駆けだした。

			　パーシャの口から発せられたのは、それを諫める言葉ではなく魔術の詠(えい)唱(しよう)。

			　ガブリルはただまっすぐ突き進む。

			　飛来する敵を殴れば弾け飛び、行く手を阻む巨大な茎もまるで綿のように投げ飛ばす。

			　だが、その度にガブリルの身体から血が噴(ふ)き出し、時には歪(ゆが)み、折れる。

			「――マトリクス・クラート！」

			　幾重もの陣がガブリルの身体を包み、やがて不可視の球体となる。

			　魔術の効果が続く限り、永続的に修復を続ける回復魔術。

			　鬼神の落(らく)胤(いん)とはいえ、鬼人である彼は神ならぬ身。

			　鬼神に近づけば、身体にはそれ相(そう)応(おう)の負荷がかかり――限界を超えれば傷となる。

			　諸刃の剣(ドーピング)に過ぎないこの行為に出たのは、敵が地上から魔力や生命力を得る限り、長期戦は絶対に不利であり、条件の揃っている今こそ、短期決戦に出る時期と考えたからだ。

			「攻撃して！」

			　パーシャの声で我に返った者たちが攻撃を再開する。

			　パーシャによる強化と敵の弱体化、ノームによる支援と、ガブリルの鬼神化。

			　それだけでは足りないかもしれない。

			　そう考えたからこそ、敵が地上に露出し、全員が攻撃できる現状での攻勢が最善だった。

			　炎が焼き、氷が凍らせ、風や鉄の刃が切る。

			　度重なる攻撃は弱体化した植物の再生、増殖も押し返し、

			「！」

			　やがてガブリルは、これまでの植物とは雰囲気の異なる存在を見つけた。

			　それは、四つに分かれた胞子。

			　その大きさも異様だが、それぞれに浮かぶ四つの顔が、その胞子の異常さを示していた。

			『あーらら、見つかっちゃったよ～？　きゃははははは！』

			『笑いごっちゃねぇだろうがクソボケ！　あぁどいつもこいつも役に立たねぇなぁ！』

			『あぁ……やっぱりこんなとこ来るべきじゃなかったんだよもうだめだぁ……』

			『うんうん！　久しぶりに明るいとこに出れたしやっぱり来てよかったね！』

			　それぞれの顔が言いたいことを言って、まるで統率がない。

			　あれだけ組織的な動きを見せていた植物の本体と思うには些(いささ)か不安になり、

			「君たちがこの植物の本体？」

			　と、ガブリルは訊ねた。

			『正解正解大正解！　きゃはははは！』

			『あぁ!?　見て分かんねぇのかゴラァ！』

			『ああ、久しぶりの会話だよ！　楽しみだなぁ！』

			『もう駄目だぁ、皆せめて――』

			　抜刀。

			『最後まで言わせてよぉ……』

			『痛ぇだろうが馬鹿野郎！　なんで結界が剣で切れてんだよ糞野郎!!　この野ろ――』

			　魔力を断つ効果も持つ抜(ばつ)刀(とう)術(じゆつ)により両断され、二つの顔がつぶれた。

			　死角から迫る植物を蹴(け)り砕(くだ)き、続けて一(いつ)閃(せん)。

			　本体に戦闘能力はないのか、反撃は周囲に伸びる植物ばかり。

			「ノーム、このまま斬ってれば大丈夫？」

			『……いや、遅かったようじゃな』

			「え？」

			　疑問の声を口にするか否かという瞬間に、ガブリルは軽い衝(しよう)撃(げき)に見舞われた。

			　そして、視界が緑色に染まる。

			「これは……」

			『奴らの残(ざん)滓(し)、と言ったところじゃな』

			　それは、中心地にいたガブリルよりも、パーシャたちからみれば一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)。

			　巨大な植物は完全に動きを止め、再び動き始めるような素振りはない。誰かが上げた歓声を呼び水にして、歓喜と勝(かち)鬨(どき)の声が広がっていく。

			　そんな中、弾けるように広がった緑と茶色の物体が、ふわりとパーシャの手元に落ちた。

			「これ……胞子？」

			「一応焼いといた方がいいよね」

			「あ、うん」

			　近くにいた魔術師の炎が胞子を焼いていく。

			　中心地のガブリルは、念のためと本体のいた場所に刀を振るってみたが、すでに手ごたえはなかった。

			「……逃げられたってこと？」

			『そういうことじゃな』

			　胞子に本体が紛(まぎ)れているのか、それとも全てが本体となり得るのか、それはノームにも分からない。

			　だが、適応できる場所に行きつくのも難しく、運よく早々に行きついたとしても、無理に食い散らかせば自らの首を絞めることになる。

			『復活するのは当分先じゃろう。まずはこの醜い連中の処分じゃが……、刻限じゃな』

			「え？　あ……」

			　糸の切れた操り人形のようにガブリルは崩れ落ちた。

			　鬼神に近づいた反動……疲労が限界へと達し、ガブリルの身体はもはや何一つ言うことをきかなかった。

			『ここにいてはさすがに危ないのう。ほれ』

			　地面からポコポコと小さなノームがいくつも現れ、全員でガブリルを担ぐ。

			　ノームによって守られながら、小さいノームが「わっせわっせ」と掛け声をかけながらガブリルを運んでいく。

			　その気の抜ける姿に、其(そ)処(こ)彼(かし)処(こ)で笑みが零(こぼ)れた。

			「ガブくん！」

			「ああ、パーシャ。無事でよかった」

			「ガブくんも一応無事だね！　いま回復してあぅぁ～……」

			　こちらも制限時間が切れたのか、ポン、と小さくなってガブリルの上にポトリと落ちた。

			　互いに限界ながらもいちゃつく二人の姿に、周囲は別の意味で脱力した。

			　だが、彼らがそうしていることこそ、この戦闘の雌雄が決したことの証。

			　誰もがそれを察し、意識的にも無意識的にも緊張が解ける。

			　仲間を失った深い悲しみと、長く厳しい戦いを乗り越えた安(あん)堵(ど)感。

			　大きな戦いを終えた後とは思えないほど、妙な静けさがその場を包んでいた。

			　

			　

			　アクラディスト本土から遥か東の海。

			　海面を覆(おお)う氷の上で、大勢の人間が動き回っていた。

			『最善の行動をしても、多少の犠牲はつきもの、か』

			　低く唸るような声は、強大な蟹(かに)のもの。

			　しかし、それを聞き取れる者はいない。

			「攻撃の手を緩(ゆる)めるな！　あれだけの巨体だ！　足を崩せば勝機はある!!」

			「「「「　オオッ!!　」」」」

			　足裏に付着した水を操作し、走るよりもよほど早く氷上を動き回るのは水夫のギルド員だ。

			　宙を舞う者も多数。高速で移動する手段のない者は、予想される攻撃に対する対抗手段を持つ、軍人をはじめとした戦闘員。

			　彼らは、海に氷を張った原因の排除のために選りすぐられた、アクラディスト最高の戦力だ。

			『適度に力を見せるのが最善、か。退くならよし。向かってくるのなら、それもまた、な』

			　地鳴りのような音を響かせながら、八本の腕が動き出す。

			　仕入れていた情報通り、太い四本の鋏(はさみ)が開くと、パキパキと音を立てながら氷の矢が生成されていく。

			　その大きさ故に軌道は読みやすい。氷上を駆ける者、宙を翔ける者は回避行動に移り、素早さに欠ける者は結界を幾重にも張り、防御態勢に入る。

			　そして、射出。

			　その巨体からは考えられないほどに速く、巨大だからこそ避けなければならない範囲は広い。

			　しかし予め知ることができていたからだろう。

			　速さを生かして回避し、結界によって受けきる。

			　しかし、それだけだった。

			「そんな、これほどっ……」

			　回避することに専念しなければ避けられず、攻撃もままならない。一発目の着弾で全ての結界が剥(は)がされ、二発目からは蹂(じゆう)躙(りん)が始まる。

			　舐めていたわけではなかった。

			　ただ、目算が甘かっただけ。

			　その結果、いくつもの命が散り、砕(くだ)けた氷に赤い染みが広がっていく。

			「クッ……！」

			　地獄と化した氷上で、一人のギルド員が自らの無力さに歯(は)噛(が)みした。

			　オーブワイトの闘技場で活躍し、何人たりとも防ぐことのできない魔剣を振るっていたことからついた名は、魔剣のトリスタン。

			　盾も剣も斬り裂くことのできる魔剣も、巨大な質量の前には意味をなさない。

			　付け焼刃で習った水上移動魔法により躱(かわ)すことはできているが、被害は増えるばかりだ。

			（せめて近づくことさえできれば……！）

			　強固な甲殻でも切って見せる。

			　だが、そう上手くはいかなかった。

			　動きが若干鈍く、遠距離攻撃を放ってくる太い鋏(はさみ)に対し、細い鋏(はさみ)の腕は直接叩き込む迎撃を担当しているのか、速度も速い。

			　そして細いと言っても、それはもう一方の太さからすればの話だ。

			　攻撃に合わせて反撃したいのはやまやまだが、まず躱(かわ)すことを第一に考えなければならず、思うように事を運ぶことができない。

			　それでも、このままやられるつもりもない。

			「！」

			　その意志を持つ者はトリスタン以外にも存在した。

			　山に小石を投げるような行為だとしても、気を引くことはできる。

			　そう言わんばかりに、上空からいくつもの炎の槍(やり)が蟹(かに)へと放たれる。

			　彼らの奮闘の成果か、より多くの鋏(はさみ)が上空に向けられ、氷上ではようやく回復や陣の立て直しが始まる。

			　そして、トリスタンも他のギルド員による陽動が功を奏し、懐へ。

			「はぁっ！」

			　まるで壁のように屹(きつ)立(りつ)する脚へと切りかかったトリスタンの魔剣。

			　その斬撃は、さすがに鎧(よろい)や盾を斬るようにはいかなくとも、無視することはできない傷を刻み込んだ。

			（いける……！）

			　そう思った矢先だった。

			　持ち上げられた細い鋏(はさみ)。

			　上空を舞う者に対する迎撃か、と距離を開ける魔術師たち。

			　その予想はある意味正しく、同時に間違ってもいた。

			「なっ!?」

			「うわっ!?」

			　咄(とつ)嗟(さ)に回避行動に移るも、数人を氷の矢が貫(つらぬ)く。

			　その矢は、太い鋏(はさみ)から射出されるものよりはかなり小さく、細い。

			　しかし、数が段違いだった。

			　広範囲にばら撒(ま)かれた氷の矢を全て避けきることができた者は少なく、多くが負傷して地に落ちていく。

			　そのまま落下してしまえば、致命傷になるのは必至。当然、回収しようと駆けつける者たちがいた。

			　そこに、太い鋏(はさみ)の腕が振り下ろされる。

			　その直撃に耐える術(すべ)はない。

			　氷は砕(くだ)かれ、振動が辺りを揺らして動きを止めた者に破(は)片(へん)が飛来する。

			「そん、な……」

			　なんとかやり過ごすことができた者たちの眼に、もはや希望の光はない。

			　怒りに身を任せた出撃だった。

			　それでも対策を立て、でき得る限りの準備はしてきたつもりだった。

			　だが、それらは全て無意味だった。前提となる、敵の本質を見誤ったのだから。

			　人知を超えた怪物。

			「俺たちは……、俺たちは、ただ、死を待つしかなかったのか……？」

			『地を逃れることが最善。……だが、築き上げたものを捨てられるものでもない、か』

			　そんな蟹(かに)の声に反応する者はいない。

			　絶望に呆然とする者、恐怖に怯(おび)え竦(すく)む者、己の無力さを嘆く者……。

			　ただ、全ての人間が諦(あきら)めたわけではなかった。

			　回復魔術をかけ続ける者。あらん限りの声を出し、周りを鼓舞するように叱(しつ)咤(た)激(げき)励(れい)を続ける者。砕(くだ)けた氷に揺られ、付け焼刃の魔法では移動することもままならず、手をついて耐えるトリスタンもその一人だ。

			（何か、何か手は……何か！）

			　必死に考えるが、答えは出ない。それでも、彼は考え続ける。

			　一人、また一人と傷つき倒れる様を見せつけられても、むしろ抗おうとする意志は強くなる。

			　ただ、現実は無情だった。答えはなく、大勢の人間が命を散らしていく。

			「っ……くそぉおぉおおお！」

			　自分はどうなってもいい。人を守りたい。そのために振るうと誓った魔剣だ。

			　今振るわなくてどうする。

			　答えのないまま、トリスタンは剣を振り上げ突撃し、

			『早まっちゃダメよ～』

			　場にそぐわない声を聞いた直後、視界が真っ白に染まった。

			　それは蟹(かに)も同様。

			『……なんだ？　霧ではない……煙……灰、か？』

			　操ることができないことから水分ではないと判断し、どう吹き飛ばそうかと思案するうちに風で視界が晴れていく。

			　そうして見えたのは、退却を始める人間たちの姿。

			『それもまたよし。……だが、ただ見逃すのは最善ではない、な』

			　蟹(かに)は細い鋏(はさみ)を振り上げ、穿(うが)つ。

			　鋏(はさみ)は氷を砕(くだ)く。――人の身をすり抜けて。

			『……なに？』

			　不可解な現象に目を瞬かせる。

			　すり抜けたように見えるほど速く躱(かわ)す。目視を誤る。

			　最も可能性が高いのは、

			『幻術、か』

			　そう判断した蟹(かに)は、広範囲に雹(ひよう)をばら撒(ま)いた。

			　威力は盾があれば問題なく防げる程度で、殺傷能力は低い。しかし、広範囲に攻撃を仕掛けるという目的は達し、その結果が現れる。

			　全ての人間の位置がずれて認識されていたらしく、全員が生き残っていた。

			「もう見つかっちゃいましたか～」

			　そして、水の膜に守られた、羽をもつ人魚の存在を知る。

			「最善さん、ですね。私たちはあなたと戦うつもりはありません」

			　ですが、と羽をもつ人魚……セイレンは妖しく笑う。

			「この氷は取り除かせていただきます」

			『……できるのなら、な』

			「では」

			　セイレンは微(ほほ)笑(え)み、手を天に掲(かか)げる。

			「ざっぱーん!!」

			　轟(ごう)音(おん)。そして揺れ。

			　彼女の声に呼応するように現れたのは、神(しん)獣(じゆう)。

			　その巨体で氷を砕(くだ)きながら現れ、水面に戻る際にまた砕(くだ)いて沈む。

			　土砂降りのような水しぶきの中で、相変わらずセイレンと蟹(かに)は対(たい)峙(じ)していた。

			「……張りなおさないのですか？」

			『……その必要はない、な』

			　全て排除してから、ゆっくりと張りなおせばいい。

			　撤退するほとんどの者に聞こえていればそう判断し、生き延びようと足を急がせるだろう。

			　しかし、セイレンは違った。

			「でしたら、ここは確実に退避させていただきますね」

			　微(ほほ)笑(え)むセイレンを氷の矢が貫(つらぬ)く。

			　しかし、そこに残るのは突き砕(くだ)いた氷の破(は)片(へん)だけ。

			『……逃げた、か』

			　それもまたよし、と蟹(かに)は腕を畳(たた)み、ただ流れるままに海を漂い始めた。

			　ああして大勢の人間が討(とう)伐(ばつ)しようと押し寄せてきた時点で、彼は目的を達していたのだから。

			　一方、分厚い氷の下では、

			「あばばばば」

			　セイレンががたがたと震えていた。

			「怖いわ怖いわ怖いわ、イリアちゃんなしであんなのとやりあうなんて絶対ムリよ～」

			「ですから、矢面は私たちにお任せくだされば……」

			「それはダメよ～」

			　にっこりと笑い口調も柔らかいが、しかし異論を挿ませない断言に、人魚たちは言葉を噤(つぐ)む。

			「……承知しております」

			　島一つを隠すほどの幻術使いでなければ、あの巨大な矢を外すほどの幻はかけられない。

			　そして何より、自分が傷つくよりも周囲の者が傷つくのを疎(うと)む性格であることを知っている。

			　だからこそ、彼女を守りたい、支えたいと皆が思い、力を貸すのだ。

			「では、先に向かいましょう。大事なのは、これからなのでしょう？」

			「そうなのよね～。うん。がんばろう！」

			「はい」

			　たとえそれが、憎い人間たちを助けることになったとしても。

			　

			　そして、数日後。

			「もう戦っていた人たちは帰れたかしら？」

			「はい。トリスタンさんからも報告が来ました」

			　セイレンたちはアクラディスト最大の港湾都市、ティアマディスト近海に潜んでいた。

			「なら、計画通り、あなたたちは波の打ち消しをお願いね」

			「「「「　はい！　」」」」

			　散らばっていく人魚たちを見送り、セイレンは背後に佇(たたず)む神(しん)獣(じゆう)を撫でた。

			　するとその意思を感じ取ったかのように、「きゅい」と、すんだ鳴き声が深海に響く。

			　その声に後押しされ、セイレンも港へと向かった。

			「な、なんだ？」

			　困惑の声は、見張り番をしていた兵士のもの。

			　その視線の先にあるのは、氷の上に立つ人影。

			　しかし、その人影には翼があり、足の形がなかった。

			「な、何者だ！」

			　やがて人が集まり、兵を指揮する者が進み出て、人影に問う。

			「私は、人魚の長。アクラディストの皆様がお困りのようですので、参りました」

			　セイレンの声に、困惑が広がる。

			　それらを認め、「ああ」と相(あい)槌(づち)を打ってから、再び口を開いたセイレンは、

			「ご安心ください。あなた方を害するつもりはございません」

			　そう言って、にっこりと微(ほほ)笑(え)んだ。

			　そして、恭しく一礼。

			（では……始めましょう！）

			　手にしたハープの弦を引いて、手を天に。

			「どっかーん！」

			　轟(ごう)音(おん)と共に氷を砕(くだ)き、身体を捻りながら神(しん)獣(じゆう)が宙を舞う。

			　悲鳴、歓声、絶句。

			　大勢の人々の前で、バハムート・ヒーロー大作戦が始動した。

			　

			　

			　ライハンド皇国、シュラ湖の畔。

			　かつて最大の湖として皇国を支えたその面影はなく、ただひび割れ、荒れ果てた無残な光景が広がっていた。

			　その様を見て、兵士たちは様々な感情を抱く。

			　だがそれを口に、露わにしないのは、彼らが討(とう)伐(ばつ)隊に選ばれた精鋭という矜(きよう)持(じ)があったことが一つ。

			　そしてもう一つ。彼らの前に、畏敬すべき皇帝その人がいるからだ。

			　布陣の先頭。

			　本来指揮官がいるべきではないその場所に立ち、皇帝は兵士たちを一望する。

			「皇国の民は今、危機に直面している」

			　張っているわけでもないその声は、不思議と全体に広がっていく。

			「見えるだろう。あの慈(じ)愛(あい)と明(めい)媚(び)に満ちていた湖の、凄(せい)惨(さん)たる有様を。見えるだろう。その元凶となる強大な魔物の姿を」

			　霞んで見えるほどに遠く視界に映っているのは、歪(ゆが)んだ球体。

			　あれがこの惨(さん)状(じよう)の元凶か、と兵士たちは目を剥(む)く。

			「湖を涸らし、異常な高熱に辺りを包み、それでも彼の者が何(な)故(ぜ)ここに留まっているのか、それを知る者はいない」

			　だが、と皇帝は声を張る。

			「確実なのは、奴が皇国の民の命を枯らしたという事実！　そして尚も多くの人民の命を蝕(むしば)もうとしていることだ！」

			　犠牲者の中に知己がいた者もいるのだろう。

			　水源が枯(こ)渇(かつ)したことで家族に影響が出た者もいるのだろう。

			　思わず拳(こぶし)を握りしめる者たちにも、そうでない者にも理解できるよう、皇帝はゆっくりとした口調で続ける。

			「故に、奴の正体を調べるために調査隊を送ったが、成果は得られなかった。生命の存在を拒む高すぎる熱に、誰も足を踏み入れることができなかったからだ」

			　その事実を知っていた者はじっと先の言葉を待ち、初めて耳にした者は戸惑いの色を目に浮かべた。それを見遣り、皇帝は言った。

			「だが、我々はここにいる！　汝らに問おう！　暑さに耐え切れぬ者はいるか！」

			「「「　否ッ！　」」」

			「敵を目前として退くを望む者はあるか！」

			「「「「　否ッ！　」」」」

			　皇帝は手にした漆(しつ)黒(こく)の剣を突き上げる。

			「我々がここに辿(たど)り着くことができた理由！　汝らが熱さを感じぬ理由！　それは、神剣が一振りライルの権能によるものである！」

			　おお、と歓声に似た声が上がる中で、皇帝は言い放つ。

			「故に案ずるな！　神剣は我らを守る力となろう！　故に臆するな！　神剣は汝らと共に敵を討ち果たす力となろう！」

			　そして、剣を歪(いびつ)な球体へ。

			「共に進め!!　皇国の戦士たちよ!!」

			「「「「「　オオオオオオッ!!　」」」」」

			　皇帝と共に騎馬隊が、歩兵が、槍兵が駆けていく。

			　こうして、シュラ湖奪(だつ)還(かん)作戦が開始された。

			　そして、本陣から少しずれて展開していた部隊も動き始める。

			「攻城兵団、前へ！」

			　その号令で、十数台の攻城兵器が準備を始める。

			　投石機も、まとめた石を投げ打つものや巨大な岩を打ち出すものがあり、巨木を丸ごと用いたような槍(やり)を放つ兵器もある。

			　これらは魔術が発達したこの世界でも結界対策や奇襲などに用いられることがあり、気安く魔術を使うことのできない今回の戦いのため、持ち寄られた形だ。

			「投石機第一軍、準備よし！」

			「投石機第二軍、準備よし！」

			「槍破砲、準備よし！」

			「各員、目標確認！　外してもいいが、間違っても本隊に当てるなよ！」

			　号令長の挙手を受けて旗持ちが軍旗を掲(かか)げ、

			「放て!!」

			　号令と共に振り下ろされた。

			　それを合図に、打ち出された諸々が球体へと殺到する。

			　もちろん、球体がいかに大きかろうと外れてしまうものもあった。

			　しかし大多数が球体に直撃し――歪(ゆが)み、弾ける。

			　効いている。

			　その確信をもって、兵たちの手に自然と力がこもる。

			「――てぇ!!」

			　次に球体に接触したのは弓兵たちから放たれた矢。

			　毒、麻(ま)痺(ひ)毒、魔力神経毒。

			　人道に反するものでも、魔物や化け物相手には関係ないと、しっかりと塗られた矢じりが球体に突き刺さる。

			　効果のほどは知れないが、確かに突き刺さる。

			「投槍隊、右へ倣(なら)え！　――放てぇ!!」

			　次々と放たれた槍(やり)が突き刺さり……やがて、球体は崩れた。

			（魔術による炎熱の結界と攻撃こそが、奴の生命線だったのか……？）

			　確実に攻めてはいるが油断はできない。

			　相手は邪神なのだから、最後まで攻める手を緩(ゆる)めるべきではない。

			　皇帝は気を引き締める。

			「効いているぞ！　皆(みな)の力を奴に見せつけよ!!」

			「「「「　オオオオ―――!!　」」」」

			　弱体化した敵を殲(せん)滅(めつ)しようと、兵士たちが駆けていく。

			　そんな彼らの眼前で、その変化は起きた。

			「動いたか……！」

			「!?」

			　ただ静止していただけの球体が、活動を始めた。

			　そして、ぶるぶると震えたかと思えば、一気に崩れる。

			　死に際の身震いか？

			　そんな楽観的な考えをした兵士を嘲(あざ)笑(わら)うかのように、続けざまに変化は起きる。

			「なっ……、人!?」

			　その姿は人間。

			　しかし、顔もなければ指もない。

			　透明な泥人形のような人型が、ぶるぶると震えながら立ち上がっていく。

			　その数、三十は優に超えるだろう。

			　歪(いびつ)な人型は、皆、皇国軍の槍(やり)や矢を持ち武装していた。

			「惑わされるな！　敵が武器を持とうと、一朝一夕では敵わぬ技量を見せつけよ！」

			　皇帝は一(いつ)喝(かつ)する。

			　よく見れば、人型の足元には、球体をなしていただろう残(ざん)骸(がい)が散らばっていた。

			　この期に及んで出し惜しみはあるまい。

			　そう判断した彼の考えは正しい。

			　だが、そもそも変化は終わりではなかった。

			「なっ、んだと……！」

			　ゆっくりと、ぼろぼろと身体の一部を零(こぼ)しながら屹立する一体の人型に、皇帝も思わず目を剥(む)いた。

			　その身体はまるで針金のように細い。が、それはその他の人型の二倍以上はありそうな巨体に比すれば、の話だ。

			　そして、その手には初めに打ち込まれた巨大な槍(やり)の残(ざん)骸(がい)。

			　人の身体で考えれば明らかに筋力が足りないが、それは今更だと切り捨てる。

			「陛下。あの巨人は私が行きます」

			　そう進言したのは、トルスティ。彼が腕輪に手をかけているのは、それを外すという意思表示だ。

			　あの巨人が怪力を有するのであれば、彼が持つ鬼の血はそれに対抗できる唯一の手段だろう。

			「……任せよう」

			「はい」

			　無理はするな、とは言えない。

			　第一皇子であるアルフォンスを城に残して来たのは、万が一の場合に備えた結果だ。

			　それだけの覚悟を持ってきた者に対し、かける言葉ではない。

			「トリス」

			「？」

			　腕輪を外そうとしたところを呼び止められ、トルスティは皇帝へと振り返る。

			　今かけるべき言葉。そんなものは決まっている。

			「見事討ち果たして見せよ！」

			「はい！」

			　腕輪を外し、トルスティは駆けていく。

			　会話の分だけ出遅れたというのに、既に先を行く騎馬兵と並ぼうとしている脚力は見事という他ない。

			　だが、それをただ見送るわけにもいかないだろう。

			「敵の数は多くはない！　複数で囲み撃破せよ！」

			　歪(いびつ)な人型と、人間の白兵戦が始まった。

			　数で勝る皇国軍は人型一体を複数で囲むことで、攻撃を防ぐ者と攻撃を仕掛ける者に振り分け、確実に敵を減らすべく攻勢を仕掛ける。

			　騎馬隊は並んで槍(やり)を突き出しながら突撃する方法で、歩兵と連携を取りながら攻撃していく。

			　これらは全て、基礎的な能力で勝る他種族との戦闘を想定した連携であり、訓練の賜物だった。

			　しかし、相手は人外だった。

			「こ、このっ！」

			「キリがない……！」

			　斬りつけても斬りつけても、切り裂くことはできてもすぐに再生してしまう。

			　一部は散ったまま戻らないところを見れば、少なくとも損傷を与えているのは確実だが、それでも持久戦は免れないだろう。

			　こんな、生きているのかも分からない相手に持久戦？

			　うんざりしそうになる心を叱(しつ)咤(た)して、兵士たちは剣を振るう。

			　そして、トルスティは彼ら本隊から巨人を離すことに成功した。

			　その手段は主に、足を掴(つか)んで投げるという豪快なものだったが、それにより色々なことが分かった。

			　まず一つ。

			　確かに巨大さとその質量は看過できないが、今の彼にとってみれば、槍(やり)を振り上げ振り下ろす、その動作が遅すぎる。

			　そして二つ。

			「ハァッ！」

			　腕らしき部位を切り落とすと、その多くは再び接合する。

			　しかし、切り口や槍(やり)の重さに潰された部分は戻らない。

			　それほど衝(しよう)撃(げき)に強いわけではないのだろう。今のやり取りでそれを確信し、トルスティは攻撃手段を変えた。

			「ハッ！」

			　殴る。

			　殴る、躱(かわ)す。殴る殴る。

			　あまりに原始的だが、投げるよりも早く、多くの部位を死滅させることができた。

			　巨人の身体が縮んだように見えるのも、気のせいではないだろう。

			　このままいけば。そう考えた矢先だった。

			「!?」

			　唐(とう)突(とつ)な轟(ごう)音(おん)を伴う風圧に思わず振り向くと、そこに広がるのは、戦闘を続ける変わらぬ光景。

			　ただ一つ、ぽっかりと空いた空間があること以外は。

			　よく見れば、散らばって動かない人型の残(ざん)骸(がい)と、散り散りになってしまった人の欠片があった。

			「自爆だ！　絶対に盾で身を守れ！」

			「膨(ふく)れ上がる瞬間を絶対に見逃すな！」

			　そんな声が聞こえた。

			　自爆。その言葉に、トルスティは巨人に視線を戻す。

			（こいつが自爆すれば、規模は段違いだ……！）

			　本陣からもっと距離を取らなければ。

			　そうは思うが、上手くいかない。

			（こいつ……！）

			　身のこなし。槍(やり)を振るう速度。

			（強くなってる……!?）

			　まだトルスティの敵ではないが、他の人型も同じように強化されているとしたら。

			　そんな考えが脳裏をよぎり、焦りそうになる心を何とか落ち着かせる。

			「私の役目は、お前を確実に倒すこと」

			　言い聞かせるように呟(つぶや)いて、トルスティは精神を研ぎ澄ませた。

			　一方、本隊では彼の予想が当たり、強化された人型によって状況が変化していた。

			　それに加え、先程の自爆だ。

			（臆するな、という方が無理な話か）

			　いつ自爆するか分からない相手に攻撃の頻度は下がり、それが余計に相手に主導権を与えることになる。そして、また一体、人型の身体が膨(ふく)れ上がる。

			「まずっ――」

			　しかし、直前に攻撃していた兵士に盾を構える余裕はない。

			　もう駄目だ。

			　そう思い目を閉じた兵士の耳を爆音が叩く。

			「……？」

			　だが、身体に痛みは感じない。

			「目を開けよ！」

			「は、ハッ！」

			　怒鳴られ、眼を開くと、そこには人の背中。

			　それも、ただの人ではない。皇帝の背中だ。

			「返そう。汝の盾だ」

			「は、はい！」

			　手にしていたはずの盾を皇帝から受け取り、兵士は困惑をなんとか抑え込み、戦闘に復帰した。

			　種明かしをすれば、白の神剣ハルディアの権能を使い、停止した時間の中で皇帝自らが盾を借り、兵士の前に立って衝(しよう)撃(げき)を防いだというだけ。

			　できるからと言って皇帝自らがするべきことではないが、これ以上自爆の被害を出せば、今以上に攻撃の手が鈍ると彼は判断した。

			（しかし、全ての自爆を見切れるか……？）

			　戦場全てを把握できる目が皇帝にはなく、神剣による優位性を考えればそれだけが不安だった。

			　……という、慢(まん)心(しん)。

			「陛下ッ!!」

			「ぐっ!?」

			　悲鳴に似た声に気付くも遅く、皇帝が感じたのは鋭い痛み。

			　見れば、右腕を矢が貫(かん)通(つう)していた。

			　毒が回ってきたのか、一気に身体が言うことを利かなくなってきたがそれどころではない。

			（拙(まず)い……!!）

			　負傷した右手に持っていたのは、神剣ライル。

			　あらゆる魔術を打ち消す権能を持った神剣が今、その手から零(こぼ)れ落ちる。

			　使い手から離れては権能を発揮することができない。

			　ライルの権能がなくなったことを肌で感じたのか、人型に火の珠を生成し始める者が出てきた。

			　させるものか。

			　まだ間に合うとハルディアを発動させようとするが、麻(ま)痺(ひ)毒が回ってしまったのだろう。あろうことか握りそこない、ハルディアさえも手から零(こぼ)れ落ちようとしてた。

			　そんな折にも、徐々に体が異常な熱さを訴えてくる。

			（こんなところで……！）

			　薄れていく意識のなかで見たのは、転がるライルに手を伸ばす、兵士の手。

			　早く。

			　早くそれを私に。

			　その願いは口にできず、あろうことか兵士は手にした神剣ライルを天に掲(かか)げた。

			「顕現せよ、神剣ライルの権能よ」

			　その瞬間、熱さは消えた。

			「ふむ。本当に何とかなるものだな」

			「何、者……だ……」

			　同行を許したのは、トルスティのみ。神剣を扱える人間でいえば、皇帝ただ一人のはずだ。

			　言いながら兜(かぶと)を取った兵士は、露わになったその顔を皇帝に向ける。

			「万が一に備えておけと言ったのは貴方ですよ。父上」

			「アル、フォンス……!?」

			　周囲にも動揺が走る。

			　皇族が一般兵の格好で歩兵に紛(まぎ)れ参戦していると知れば、驚くのも無理はない。

			　だが、そうそう暢気に構えてはいられないのが現状だ。

			「皇帝陛下をお連れしろ！　治(ち)療(りよう)班には力を惜しむなと伝えておけ！」

			「ハッ！」

			「ま、て……！」

			　ここが、皇帝として飾る最後の場だと決めていた。

			　愚(おろ)かな戦争を始め、臣下に民に、苦難を敷いてしまった罪滅ぼしとするつもりだった。

			　この命を賭してでも。

			「畏(おそ)れながら、陛下の死に場所はこんな枯れ果てた地ではありません」

			　それらを見越した上で、第一皇子アルフォンスは告げる。

			「私の政治で力を取り戻した皇国を眺め、家族に見守られながら笑顔で逝く。それが貴方の死に方だ。父上」

			「……言うわ。この……馬鹿息子が」

			　苦笑を浮かべ、運ばれていく皇帝を見遣ってから、アルフォンスは辺りを一望する。

			「さぁ皇国の兵士たちよ！　皇帝陛下を負傷させた無能と罵られるか、負傷によって奮起した忠臣と褒(ほ)め称えられるか、ここがその瀬戸際だ！」

			　戦場の中に在って、アルフォンスを見返すことができた者の眼は雄弁だった。

			　言われなくてもやってやる。

			　さすがに皇族を相手に口には出せないその意志を汲(く)み、口角を上げた。

			「まずは、条件を満たしてしまおうか」

			　言いながら掲(かか)げたのは、神剣ハルディア。

			「トリス！」

			「兄上!?　何(な)故(ぜ)ここに……！」

			　時の流れを断った空間の中で、二人だけが変わらずに言葉を交わす。

			「そんなことは後回しだ。とっととそのデカぶつを倒してしまえ」

			「！」

			　いかに神具であっても、その効果は時間や距離などに制限が存在する。

			　それでも、確実に有利になるこの手段を取らなかったのは、偏(ひとえ)に「神剣に頼りきらない」というトルスティの意思を尊重したのだと推測する。

			　本当に甘い。

			　そう思う傍(かたわ)ら、それを不快には思わない自分もまた、似たような甘さがあるのだろう。

			（しかし……これは、結構くるな）

			　発動の重ね掛けを繰り返すアルフォンスは、何かが身体から抜け落ちていくような感覚に歯を食いしばる。

			　魔力を消費した時の感覚ともまた違う、意識を集中することが次第に困難になっていくこの感覚。今までに経験したことがなく、なかなか骨が折れる作業だった。

			（……本当に、頭が下がる）

			　ここに来るまで何食わぬ顔でライルを発動させていた父を敬する一方で、無断とはいえ同行した自分を褒(ほ)めてやりたくなった。

			　そんな兄の疲労を慮(おもんぱか)るほどの余裕があったわけではないが、一方的に攻撃する戦闘の終了は早かった。

			　満遍なく打ち砕(くだ)かれた巨人は、全身が動かない残(ざん)骸(がい)と同じ色に変色した。

			　その足元に立つトルスティが振り返る。

			「終わりました！　他の人型も倒しますか!?」

			「いや、兵に活躍の場を与える！」

			　神剣の行使による疲労は伝えず、アルフォンスはライルの権能を解除。

			「見ろ！　巨人はトリスが討ち果たした！」

			　崩れゆく巨人。

			　兵士たちには一瞬の出来事に見えただろう。

			　ライルの力。それを示しつつ、アルフォンスは告げる。

			「兵士たちよ、遠慮なく攻撃するがいい！　そして、自爆する敵を見つけた者は声を上げよ！外道な輩は我が弟が即座に投げ飛ばしてくれよう！」

			　おお、と歓声が上がり、圧されかけていた流れは再び皇国側に。

			　確実に攻撃を仕掛け、自爆の兆候を見るや報告。

			　トルスティが駆けつけ、遠くへと放り投げ――爆散。

			　学習し、強くなったといっても数の上では完全に皇国軍が優位だったこともあり、一体、また一体と人型は数を減らしていく。

			　そして、人型が全て消え、

			「我々の、皇国の勝利だ!!」

			「「「　オォォオオオオオオオオ!!　」」」

			　勝利の雄叫び、歓声が上がるのに、それほど時間はかからなかった。

			　最多の邪神と呼ばれる存在は、小さな不定形生物の集合体。

			　その全てを葬るのは至難の業で、今回もまた、初めの攻城兵器によって吹き飛ばされた一部が生き延びていた。

			　それは今後、長い年月をかけて再び邪神と呼ばれるほどの力を蓄えるだろう。

			　だが、それは些(さ)細(さい)なことだ。

			　終戦から始まる長い苦難の歴史において、皇帝自らが負傷しつつも民のために勝ち取ったこの勝利は、長く皇国国民の支えになるのだから。

			　

			　

			　ミスリレージュ王国、フャグラジャ火山の噴火口。

			　煮え滾る溶岩の中に在って、それは吹き出す溶岩を殴り続けていた。

			『弱い！　弱すぎる！』

			　その声は、怒りに満ちている。

			　しかしその表情は無。比喩ではなく、実際に目や口といった顔がないのだから当然だ。

			『俺様が強いとはいえなんと脆弱！　何たる無様！』

			　短い毛に覆(おお)われた腕は長く太く、足は腕に比較して短く、その姿は霊長類に似ていた。

			　だが、声を上げる度、腕を振るう度にちらつく炎は溶岩すら蒸発させる。

			『感じさせろ！　俺様の強さを!!　もっと粘って感じやがれ！　俺様の強さを!!』

			　地団太を踏み、怒りに任せて当たり散らしていた猿は、妙な異音を上空に捉(とら)えた。

			『？』

			　見上げた先に在ったのは、岩。

			　それも、成人男性の四倍は優にある、自身の巨体を超える大岩だ。

			　それが数えるのも馬鹿らしいほど大量に、噴火口へと降り注ごうとしている。

			『ふん』

			　だが、猿は鼻で笑った。

			　直後に噴(ふ)き上がる蛇(へび)のような轟炎に飲まれ、飛来する大岩は次々と融解した。

			『温い、温いぞ!!』

			　再び怒りを露わにする猿を、先程できた隙を突いて接近していた魔術師たちは半ば呆れながら視認していた。

			　大量の大岩を飛来させたルーラ。

			　そして、それを事もなげに防いで見せた猿の魔物。

			　危険地帯に足を踏み込んでしまったことを後悔する者もいたが、もう遅い。

			『ほう、囲まれたか』

			　ぐるりと周囲を見渡す猿。

			　その顔に眼球はないはずなのに、魔術師たちは射(い)貫(ぬ)かれるような感覚を覚えた。

			「怯(おび)えることはありません。焦る必要もありません」

			　陣頭指揮を担当することとなった講師の言葉に、動揺していた魔術師たちも平静さを取り戻していく。それを認め、杖(つえ)を前に。

			「では、計画を遂行しましょう」

			　猿を包囲する魔術師たちの詠(えい)唱(しよう)が始まる。

			　四方八方を囲む様々な魔力の充実に『ふは』と笑声を零(こぼ)しながら、しかし猿はただ受けに回る気などさらさらなかった。

			『これはどうする！　人間どもよ!!』

			　噴火口から生じたのは、先程と同じ炎の蛇(へび)。

			　五匹の炎蛇は荒れ狂い、やがて魔術師たちへと牙(きば)を剥(む)く。

			　が、大岩をも溶かしたその暴虐な灼熱が彼らを焦がすことはなかった。

			「ふふ、我らが何の対策もなくここへ赴(おもむ)くと？」

			　火の属性に特化した守り……結界や装飾に身を固めた彼らは、今や噴火口に飛び込んでも無事に済むほどの防御力を持つ。

			　もちろん、これらは火の属性一つに絞った結果であり、魔法ギルドによる長年の研究と、攻撃班とは別に結界班や強化魔術班などの分野に分け、専念させることでようやく得ることができた優位性だ。

			　応用性の低さや消(しよう)耗(もう)の速さなどの欠点はあるが、もとより彼らは長期戦を望んではいない。

			「放て！」

			　同時に放たれた魔術が猿に殺到する。

			　当然火の魔術はない。大岩と同様、防がれるものもあるだろう。

			　だが、その対処能力を上回るための飽和攻撃だ。

			　第一波の時点で既に視界はなく、しかし第二波、第三波と容赦なく魔術が撃ち込まれていく。

			「掃射、止め」

			　いくら数があるからと言って、魔力は無尽蔵ではない。

			　状況を確認しようと魔術を止めた彼らの目に映るのは、

			『どうした、もう御終いか!!』

			　健在な猿の姿だった。その身体は、まるで無傷。

			「そんな、馬鹿な」

			　なぜ？

			　混乱の極みにあって、しかしその原因を必死に探ろうとした指揮者の目に、明らかな差異が映る。

			　それは、猿が纏(まと)う炎だった。

			　むしろ、それしか違いが見つからない。

			『終わりならば、こちらから行くぞ!!』

			　猿が腕を振るうと、纏(まと)う炎が変化する。

			　その形は、鞭に似て、

			（だ、大丈夫、さっきは防げた――）

			　結果、結界もろとも打ち砕(くだ)かれ、包囲網の一角が焼失した。

			「う、撃ちなさい!!　あれの好きにさせては駄目!!」

			　その声に、魔術師たちは反射的に詠(えい)唱(しよう)を開始した。

			　そうでもしなければ、すぐにでもこの場から逃げようとしていただろう。

			　踏み止まることが正解かは分からないが、猿の追撃だけは止めることができた。

			「ふぅん……、あれで魔術を打ち消してるんだ」

			　視界が覆(おお)われる前の鞭の姿を見て、ルーラはそう呟(つぶや)いた。

			　そんな彼女のどこか呑(のん)気(き)な様子に戸惑いを隠せないのが、彼女とギルドとの連絡係となっている少年だ。

			「ル、ルーラさん、やばいですよ、あいつ、結界を……!!」

			「うるさい。見てた」

			　だからこそ、その打開策を考える。

			『どうした！　俺様の力、もっとよく味わうがいい!!』

			　最強の矛であり、堅(けん)固(ご)な盾でもある炎を纏(まと)い、猿は顔なき声で高らかに嗤(わら)う。

			　その声をルーラが聞くことはできないが、猿が本格的に仕掛けてこないうちに、打開策を見つけなければならないことは理解していた。

			　しかし、魔術は炎にかき消されてしまう。

			　ならば、物理攻撃は？

			（普通のじゃ溶かされちゃうだけか）

			　普通。

			　その単語が頭に引っかかった矢先、少年もまた何かを閃(ひらめ)いたように目を輝かせる。

			　その視線は、彼女の持つ槍(やり)に注がれる。

			「そ、そうだ！　ルーラさんの魔槍！」

			「無理」

			「え!?」

			　ルーラは即答した。

			　だが、その言葉だけで引き下がれるほど少年は弁(わきまえ)えておらず、また状況に余裕もない。

			「どうしてですか!?」

			「コレの効果は、少なくとも今は使えない」

			　正確には、その効果の全容を把握していなかった。

			　ルーラがその魔槍を持つ悪魔と対(たい)峙(じ)した際、別の武器で負傷した場所を突かれ、その傷口が広がった。

			　悪魔を倒して魔槍を手に入れた後、検証の結果分かったのは、武器だけでなく魔術で負った傷も拡大させること。

			　そして、無傷な場所を攻撃してしまった場合、自分の手が負傷する、ということだ。

			「だから、全く負傷してない今は使っても無駄」

			　むしろ損をする。

			　それを聞いて、少年は思わず呟(つぶや)いた。

			「どうしてそんな面倒なものを……」

			　イリアが言ったから。

			　正確には悪魔や槍(やり)の詳細などをイリアが告げたわけではないが、探し始めてすぐにその悪魔と槍(やり)を見つけた際、その都合のよさから「こいつに違いない」と考えた。

			　検証で知り得たデメリットを補(おぎな)うため、魔槍を使って槍術の訓練を熟(こな)した際には、剣や弓よりも明らかに扱いやすく、それは魔槍だけでなく通常の槍(やり)でも同様であることが判明した。

			　その時は適性を見抜いていたのかと、しきりに称(しよう)賛(さん)したものだが――

			（あ、そっか）

			　そこまで考えて、ルーラは思い至る。

			　考えるまでもない、と。

			「私が行ったら魔法を止めるように言って」

			「え、ルーラさん!?」

			　呼びかける声に答えることもなく、ルーラは跳んだ。

			　一瞬で猿の背後へ。

			　さすがに縁にいるよりは熱さを感じるが、問題はない。
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			『ぬ!?』

			　猿が彼女の存在に気付き、振り向いた時には槍(やり)がその身体に刺さろうとしていた。

			　検証の結果だけを考えるなら、負傷していない猿を攻撃しても自身が傷つくだけ。

			　だが、この魔槍の取得にはイリアが関わっている。

			（なら、この場にいる私がこの魔槍を持ってることが、無意味なわけない）

			　それは確信だった。

			　勿論イリアの意図するところではなく、彼女の過信ではあるのだが、

			「やっ」

			『ぐッ――』

			　長槍フェラーマ。

			　手元に向かうにつれ幅広となっていく穂先をもつこの魔槍は、〝傷口を広げる効果〟を特化させた能力を持つ。

			　無傷な部位を攻撃してしまった場合、相手ではなく持ち手に傷を負わせるデメリット。

			　そして、刺し貫(つらぬ)いた場所が既に負傷していた場合、その損傷を倍加させるメリット。

			　それらはフェラーマが有する能力の一端に過ぎない。

			　本来の能力は〝破壊の拡大〟。

			　槍(やり)。それは人を害する武器であり、破壊をもたらすもの。

			　それ故に、刺した相手が無傷であれば、その〝槍(やり)が本来持つ破壊〟が持ち手にもたらされる。

			　火。それはあらゆるものを飲み込み大きく成長し、やがて燃え尽きる生命活動の象徴。そして全てを燃やし尽くす破壊、死の象徴でもあり、だが同時に終焉ではなく変化をもたらすという一面も持つ。

			　邪神と呼ばれる猿が纏(まと)う炎……それは、破壊という概(がい)念(ねん)の象徴。

			　だからこそ、

			『ぐぁあぁああああぁぁあ!?』

			　その〝破壊〟が拡大する。

			『こ、この痛み!!　何(な)故(ぜ)だ！　俺様は炎！　最強の破壊である炎そのものだ！　なのに何(な)故(ぜ)俺様が炎に!?』

			　損傷の倍加。それは、〝同じ度合いの破壊〟を本人に与えた結果である。

			「えい」

			『ぐぁああぁあ!?』

			　最強を自称する炎が、猿を焼く。

			『さすが、ぐぅッ、俺様の、炎！　やはり、ぁガッ、俺様を倒す、おごっ、ことができる、ぅギッ、のは、俺だけということか!!』

			　合間に悲鳴を混ぜながら、猿は嬉(き)々(き)とした言葉を吐いた。

			『それが分かれば貴様らにもう用はない！』

			　まるで、それが最初から目的だったと言わんばかりに炎を解除。

			　突きかけた槍(やり)を引くルーラに、丸太のように太い猿の腕が迫る。

			　一発目は辛うじて避けることができた。

			　しかし、もともとルーラは接近戦が得意なわけではない。

			『最強であるこの俺様直々に殺されること、誇(ほこ)りに思うがいい!!』

			　腕の軌道、自分の体勢、直撃までの時間。

			　躱(かわ)せない。

			　そして、当たれば確実に死ぬだろう。

			「――始祖より乖(もとる)結ばぬ実」

			　しかしルーラは詠(えい)唱(しよう)を始めた。

			『無駄な――』

			　悪あがき。そう断じる声は続かなかった。

			　猿が視たのは、自らを覆(おお)う氷の白。

			　他の魔術師たちが予め準備していたのだろう。纏(まと)う炎を消したからこそ腕や足に氷が纏(まと)わりつき、猿の行動を阻(そ)害(がい)する。

			　しかし、それはほんの一瞬……それこそ瞬き一つする間もなく気化する。

			　過熱蒸気は量も少なく、すぐに風の魔術で吹き飛ばされる。

			　それは噴火口の熱を抑えることで限界に達したルーラの熱耐性に気を使っただけではない。

			『ぬ、ぐ』

			　凍結から解放、しかし、その直後にまた凍結。

			　一瞬しか稼げなくとも、それが幾度となく重なれば大きな猶(ゆう)予(よ)となる。

			　ふざけるな。

			　損傷はなくとも苛(いら)立(だ)ち、怒りに任せて炎を噴(ふ)き出そうとする猿の視界に映るのは、槍(やり)を構えるルーラの姿。

			　反射的に炎を纏(まと)うのを止めた猿は、

			「囚われず、生なき破壊の揺り籠(かご)――出でよ――メテオノヴァ・ショット！」

			　手の平を突き出す少女の前に、突如として岩の壁が出現したのを見た。

			『違うか!!』

			　壁ではない。

			　刹那の間にそう断じて炎を出そうとするも、遅い。

			　全身に衝(しよう)撃(げき)を感じた直後、そのままとてつもない勢いで押し出されていく。

			　ルーラが生み出した魔術の一つ、メテオノヴァ。

			　大質量の塊(かたまり)を隕石の如く飛来させるこの魔術は、ストライクノヴァよりも詠(えい)唱(しよう)が長く着弾まで時間は要するが、巨大で威力が高く、かつ広域に影響を及ぼす。

			　またフォーリングメテオよりは効果範囲が狭(せば)まるものの、単体に対する打撃力は比ではない。

			　そして、これらに共通するのは詠(えい)唱(しよう)と呪文を変えることで、射出位置の変更が可能なこと。

			　魔術名にショットと結びがつく場合は、彼女の手が射出位置となる。

			　通常の高高度から落下させる場合の衝(しよう)撃(げき)や風圧には及ばないが、それでも通常属性のショット系魔術では比較にならない威力がある。

			　暴力の塊(かたまり)が、猿を襲う。

			『グォォオオォオォオオオ!!』

			　身体が千切れそうになる衝(しよう)撃(げき)に耐え、炎で溶かしながら力の限り抵抗するも空しく、圧力から解放されたのは周囲の全てを砕(くだ)き、吹き飛ばして噴火口を飛び出した後。

			　着地したのは、魔術師たちが生み出した岩盤の上。

			　次々と打ち込まれていく魔術は、猿を討ち果たそうとするものではなく足止めに過ぎない。

			『貴様らぁ……!!』

			　猿の生み出す炎の威力は高く、また尽きることもない。

			　しかし、そこに力を傾けているからこそ、遠距離に対する炎を出すことができずにいた。

			　それこそが、噴火口から猿を遠ざけた理由。

			　そしてここに至り、ようやく控えていた別動隊が動き出す。

			「祖父から続く長年の研究、一端とはいえ、こんな大舞台で試すことになるとはな」

			　多数の魔術師の指揮を執る、魔法ギルドの講師が忌(いま)々(いま)し気に呟(つぶや)いた。

			　まだまだ検証が足りず、試行錯誤の余地が大いにある分野……封(ふう)印(いん)術。

			　対魔物を想定して研究してきたものを、緊急時だからとついでのように利用されることの不満。

			　長きにわたる研(けん)鑽(さん)と幾度とない失敗を重ねて読み解いてきた禁書を、たった一人の少女が軽々と読み解いていくことへの嫉(しつ)妬(と)。

			　まだ受け入れきれてはいないが、それらを自覚してなお「参加してよかった」と思えるだけの成果が、今回の作戦にはあった。

			「おら、とっとと始めろお前ら！　ルーラ嬢と実戦派の連中が奮闘して築き上げた好機だ。うっかり潰せるほど安くはねぇぞ」

			　マントを翻(ひるがえ)し、自身も詠(えい)唱(しよう)を開始する。

			　魔術師そのものを陣に組み込むように、多種多様で色(いろ)鮮(あざ)やかな光が立ち上る。

			　ルーラは噴火口から離れ、猿の牽(けん)制(せい)と足止めをはかる。

			　噴火口では猿の制御が離れたことで勢いが衰え、被害を抑えるべく、結界などの魔術によってマグマを誘導、抑制し、収束させていく。

			「個々の力はお前ら邪神には比べるべくもなく弱いがな。集い、繋がり、継いでいくのが俺ら人間の力だ。――とくと味わえ」

			　猿の声が聞こえていたわけではない。

			　だが、その言葉は猿の言動に対する答えにもなっていた。

			　そして、その言葉を証明するかのように、描きあがった巨大な陣が猿に干(かん)渉(しよう)を始める。

			『ぬ!?　これは……！　貴様らぁぁあああ!!』

			「うわっ！」

			「しぶといっ……!!」

			　その意図を見抜き、猿の怒りは頂点に達した。

			　封(ふう)印(いん)されるということは、即ち膝を折り屈するのと同義。

			　それだけは受け入れられない。受け入れられるわけがない。

			　だが、脆弱な人間たちが最強であるはずの自分を封(ふう)印(いん)しようとし、成そうとしている。

			　これは最強に対する挑戦だ。

			『ぬぅぉぉおおおおお!!』

			　猿は猛り、呼応するように纏(まと)う炎が拡大し、鞭のように舞う。

			　対して、魔術師たちは封(ふう)印(いん)術の完了を目指し、溶けて崩れそうになる足場の生成や、足止めだけでなく防御にも魔術を回す。

			　まさに、互いの全てをぶつけ合う総力戦。

			『ぬふ、ふは、ふははっはははは!!』

			　猿は怒りの中に高(こう)揚(よう)を見出し、

			「まいったな、こりゃ」

			　魔術師たちは、恐怖や疲労の中に連帯感や達成感を覚えていた。

			「……鬱(うつ)陶(とう)しい」

			　ただ一人、ルーラを除いて。

			　振りかぶり、風の魔術と並行し、投擲。

			　人の力では有り得ないほどに加速した魔槍が、猿に刺さる。

			『ぐぁああああ!!』

			「あ。当たった」

			　度重なる炎への攻撃で刃が溶けだしていた槍(やり)だ。

			　ダメもとで投げつけた魔槍は猿に刺さり、断続的に〝破壊〟を与えていく。

			　抜く前に、まず痛みを消したかったのだろう。

			　炎を消した猿に、

			「――ラプレイス・レージング」

			　鎖(くさり)に似た空間の歪(ゆが)みが巻き付いた。

			『ぬぉ!?　む、ぐ!!』

			　槍(やり)を抜かなければならないのに、手が動かない。

			　拘(こう)束(そく)しているのは恐らく魔術。炎を出すことができれば相殺することができるかもしれないが、魔槍による痛みを伴うことになり、確実に排除できるという保証もない。

			　能力が強すぎた故に、精神的には脆(もろ)かった。

			　そして、その逡(しゆん)巡(じゆん)は封(ふう)印(いん)術を完了させるには十分だった。

			『力がッ……俺様が、抜けていく……!!』

			　黄色の六面体。青の八面体。赤の八面体。緑の六面体。そして、白と黒の十二面体。

			　次々に折り重なる格子に猿は拘(こう)束(そく)され、その度に身体が収縮していく。

			『いやだー!!　やめて――!!』

			　これまでの態度はどこへやら。

			　情けない声を上げる猿だが、それを聞き取ることができた者は少なく、変わらず暴れ続ける威(い)圧(あつ)感に圧される者さえいた。

			　しかし、それも眩(まばゆ)い光に阻まれて見えなくなる。

			『にょわ――――――』

			　断末魔の叫びが途切れ、光も収まった先に残ったのは、槍(やり)が刺さった十二面体の赤い水晶。

			　そして、槍(やり)の重さで転がった水晶から、零(こぼ)れ落ちるようにして現れた一匹の猿。

			『……？』

			　辺りをきょろきょろと見渡す猿の大きさは、人の顔ほど。

			　その小さく、細い体(たい)躯(く)は以前の姿には似ても似つかず、なによりその顔に表情が生まれ、羊に似た形状に変化していた。

			「あれも、邪神なのか……？」

			『！』

			「あっ!!」

			　一人の呟(つぶや)きに身体をビクつかせ、猿は一目散に逃げだした。

			　だが、魔術師たちの疲労や消(しよう)耗(もう)が激しく、結局追撃することは敵わなかった。

			「……」

			「……、終わった、のか？」

			　その何とも言えない幕切れに戸惑いつつも、危機が去ったことに安(あん)堵(ど)する。

			　そうして笑みが広がり、ついには歓喜の声が大歓声となるのに、そう時間はかからなかった。

			「おいお前ら。喜ぶ気持ちは分かるがまだ終わりじゃねぇぞ」

			「「「　はーい　」」」

			　ギルドと王国に顛末を報告する使者を送り、魔術師たちは後始末を始める。

			　火山の鎮(ちん)静(せい)化。

			　溶岩流や火山灰、燃え広がった森林の鎮火などの処理。

			　休憩を取りながら動き回る人々の中で、ルーラは水晶を眺めていた。

			「ルーラ嬢……今回のは失敗だったんだろうか」

			　指揮を執っていた男の問いかけに、ルーラは短く「失敗」と告げた。

			　その言い方はともかくとして、次に生かすためにも、失敗は受け入れなければならない。男は息を一つ吐いて心を整理し、後ろに控えた者たちに話しかける。

			「では、これはなんだろうな？　経過を見るに、吸収、転換、転用の効果は発揮していたし、何より、こうして形を保っているのがその証拠だ」

			「ですが、邪神には逃げられてしまいました。あれが本体だったのでしょうか」

			「それなら、何(な)故(ぜ)ここに槍(やり)は刺さったままなんだ？」

			　口にした疑問からとうとう現場で検証を始めてしまった者たちには目もくれず、ルーラは一人思索する。

			（たぶん、邪神の魔物の部分だけを封(ふう)印(いん)したんだ）

			　魔物を封(ふう)印(いん)するべく開発してきた術式を転用したため、邪神の魔物的な部分のほとんどを封(ふう)印(いん)し、残りは解放されて羊顔の猿となった。

			　そう考えれば、槍(やり)が刺さったまま水晶として固定化されたことと、小さな猿が封(ふう)印(いん)されず、攻撃することもなく逃げ出したこと。そして、イリアの言っていた、「本体が出てきたら」という言葉とも矛盾しない。

			（……都合よく解釈するなら、だけど）

			　イリアが想定していた手順よりも、ずっと強引だったのかもしれない。

			　とはいえ、検証しようにも封(ふう)印(いん)を解くわけにもいかず、猿は行方知れず。

			　火山にはしばらく立ち入りを禁ずる封(ふう)印(いん)が施されるため、今回のような事態にはそうそう陥(おちい)ることはないだろう。

			（……うん！　こんなもんかな！）

			　自分なりの決着をつけたことで、ルーラの関心は次へと移る。

			　即ち、イリアへの報告である。

			「あ、ルーラさん！」

			　当然というべきか、呼びかける声に反応することもなく、ルーラは戦闘での疲労を感じさせない動きで下山していく。

			　結局、王都に到着するまで、ルーラがその耳につけたイヤーカフに触れることはなかった。

			　

			　

			　列島諸国連合の西部。

			　何度も誘導したおかげで判明した、鳥の認知範囲のぎりぎり外で、ニーナは「よしっ」と気合を入れた。

			「……いくよ、シルフ！」

			『がってんだー』

			　宙を舞う魔術、エアリアルバーティを唱えて飛翔。シルフの助力を受け、一気に加速する。

			　目指すは猫の顔をした鳥。

			『また君らっちか』

			　うんざりしたように呟(つぶや)き、鳥は羽ばたいた。

			　それを合図に、周囲を押し潰そうとしていた風の圧力がニーナとシルフに向かう。

			　それをシルフが相殺し、その間にニーナが迂(う)回(かい)しながら本体の鳥を狙う。

			　それが、これまでのやりとり。

			「シルフ、お願い！」

			『あいあい！』

			　シルフはニーナの背中にしがみつき、風を操作する。

			『!?』

			　軌道を変えず、そのままの速度で突進してくるニーナに鳥は目を剥(む)いた。

			　慌てて急上昇し、反転。

			　迂(う)回(かい)することがなければ、その分距離が縮まるのは早い。

			『甘いっちょ!!』

			　羽による軌道の変化を生かし、速度を落とすことなくニーナの魔術を躱(かわ)す。

			「あー、おしい!!」

			『ふんっ!!』

			　鳥はニーナたちに攻撃を放ちつつ、逃げるように加速する。

			　もちろん、ニーナたちもここで終わるわけにはいかないと追いすがる。

			　ニーナから放たれる魔術を躱(かわ)し、自らの速度を見せつけるように鳥は空を滑る。

			　これまで何度も繰り返してきた競争。

			　どこか違和感を覚えながら、鳥はうんざりしたような声を上げる。

			『君らじゃ敵いっこないって、いい加減わかれっちょ』

			「やってみなきゃわからないよ！」

			　ふんと鼻で笑い、鳥は今までと同じように空を舞う。

			　鳥にとって、興味があるのは自分の速さのみ。

			　それ以外は自分の速さを証明するための存在でしかなく、邪魔をするのであれば速やかに排除するだけ。

			　だからこそ、速さの勝負を仕掛けてくるのであれば、乗ってみせる。

			　速さに自信のある者を置き去りにする優越感。自信を叩き落とす快感に勝るものはない。

			　なかなか折れない者の心を折るのも格別だ。

			『せいぜい頑張るっちね』

			　こうして、空の鬼ごっこは続いた。

			　時折ニーナが魔術を放ち、それを鳥が回避し、その間に最短距離で近づくことで距離を詰める。鳥からの攻撃はシルフが往なして事なきを得る。

			　初めにニーナが直進してきた時には驚いたが、それ以上の変化はない。

			　いや、違う。長い。

			　これまでに比べ、追いかけてくる時間が長い、と感じた鳥は、

			『っ!!』

			　軌道を読んで迫る氷の矢に息をのんだ。

			　急制動をかけるのではなく、風の魔術で滑るように矢を逸らすことで、何とか事なきを得る。

			　しかし、どこから。

			『え!?』

			　迫る攻撃を辛うじて躱(かわ)した鳥が見たのは、海上に現れた幾隻(せき)もの船(せん)舶(ぱく)。

			『……そうか』

			　誘導された。

			　気付いた事実を忌(いま)々(いま)しく思う傍(かたわ)ら、鳥はその猫に似た顔をにたりと歪(ゆが)めた。

			　あれは比べる必要もないほどに、遅い。

			　なら、存在する価値もない。

			『まだ壊れ足りないっちか？　ならお望み通り叶えてやるち!!』

			　広域に及ぶ、下降気流。

			　何隻(せき)もの船を沈め、家屋を破壊してきた凶悪な風は――発生しなかった。

			『な、なんでっちか!?』

			　一部ではなく、全てだ。

			　そんなことができる存在は一つしかない。だが、これまで大精霊シルフは近い場所から遠い場所へと干(かん)渉(しよう)を広げていたため、拮抗が間に合わず決して少なくはない被害が出ていた。

			　しかし、先程の干(かん)渉(しよう)は全域においてほぼ同時。

			『お前、なんで……!!』

			『教えるわけないじゃーん』

			『お前、っ!!』

			　言い募(つの)ろうとした矢先、急加速したニーナを既のところで躱(かわ)す。

			「あー!!　ごめんシルフ！」

			『あはは、だめだめじゃーん。いいけどさー』

			　そのやり取りから察するに、シルフが少女を加速させたのだろう。

			　だからこそ解せない。

			『なんでッ……くっ』

			　シルフのお道化るような態度に怒りを募(つの)らせるが、同格の相手に突っかかっても意味はない。

			　そう。同格だ。

			　一部を相殺した場合ならともかく、全体を相殺しながら相方の人間を手助けできるわけがない。

			　だが、シルフは現にそれを行っている。

			『く、くそっ……！』

			　先を読むかのように放たれた魔術に機先を制され、かといって、ニーナに纏(まと)わりつかれているため下にばかり意識を集中させることもできない。

			　時間が経つにつれ、他の誘導候補地に散っていた船や飛行魔術を使う魔術師たちも集まってきた。

			　このまま包囲され続ければ、いつか捕まってしまうかもしれない。

			『この、僕が……!?』

			　有り得ない。有り得るはずがない。

			　だが、目前に迫る攻撃、人間は幻ではない。

			『ふ、ふざ――』

			　それは駄目だ。それは自身の在り方を否定してしまう。

			　そう理性が告げても、本能が受け入れることができなかった。

			『――ふざけるなぁ!!』

			　叫びと同時に、鳥の身体が膨(ぼう)張(ちよう)。

			　巨大になった胴体は猫で、四肢は膝から下が鳥のもの。翼と尾は鳥のままで、猫の額には一本の角。

			　爪(つめ)と牙(きば)は獰(どう)猛(もう)なものへと様変わりし、その姿が穏やかなものでないことは明白だった。

			　鳥の姿が速度だけを求めたものだとすれば、こちらは戦闘用といったところか。

			『お前たちが、お前たちが悪いんだからなぁ!!』

			　羽を広げ、羽毛が舞う。

			　風に揺られながら落ちるはずのそれは、急激に軌道と速度を変えてニーナたちを襲う。

			　そして、本体も人々を襲い始める。

			　その目には速度で勝ろうという意思はなく、ただ全ての敵の排除を求める、むき出しの殺意だけが灯(とも)っていた。

			『お前が、お前が、お前がぁ!!』

			「わっ、わわっ、わわわっ！」

			　本体と刃のような鋭さをもつ羽毛の連撃を、ニーナはシルフの助力でなんとか避けていく。

			　海上にも注意を払っているのだろう。

			　羽毛を自身の周囲に旋回させることで接近を許さず、飛来する魔術を避けながら、確実にニーナへと近づいていく。

			『ニーナ』

			「！」

			　シルフの声を受け、ニーナは頷(うなず)きを一つ返し、

			「痛っ……！」

			　その肩を羽毛が掠(かす)めた。

			　傷が浅いとはいえ痛みで集中力が途切れたのか、ニーナの速度が緩(ゆる)む。

			　当然、敵の隙を見逃すわけもない。

			『ぁっぁぁあああああ!!』

			　脇目も振らずにその爪(つめ)を振り上げた猫は、

			「上ががら空きだったね」

			『!?』

			　頭上から聞こえた声に、その動きを止めた。

			　いや、止められた。

			　背中に乗られ、腕と首を掴(つか)まれた猫は、思うように身動きが取れなくなる。

			　そして、背中の人物……エリアスは念じる。

			「大人しくしてもらうよ」

			『うぁっぁぁああああ!!』

			　白に近い炎が上がり、両者を包む。

			　じたばたともがくもエリアスの拘(こう)束(そく)を解くことはできず、猫は彼の操る浄化の炎に身を焼かれていく。

			「シルフ！」

			『がってんだー』

			　彼女たちが狙うのは、尚も足掻こうとする猫に呼応し、エリアスへと軌道を変えた羽毛。

			　それらを潰していくニーナたちの耳に届くのは、猫の悲痛な叫び。

			『ああぁぁぁああぁぁあああ!!』

			　その叫びは、そう長くは続かなかった。

			「……？」

			　エリアスが見たのは、その猫の身体が次第に収縮していく様。

			　収縮が止まった時には、それまでの巨体からは想像もできない、子猫ほどの大きさとなっていた。

			　それに加え、間近で見ていたはずの焦げた部位などもなくなり、爪(つめ)や牙(きば)などから獰(どう)猛(もう)さも失せていた。

			　手に乗る翼の生えた猫を眺めていると、シルフがやってきてそれを眺める。

			『あー、これは封(ふう)印(いん)の必要なさそう』

			　シルフがそう言うのなら、間違いはないだろう。

			　緊張を解き、ニーナの下へ、と向き直ったエリアスの目に映ったのは、飛び込む彼女の姿。

			「すごい！　すごかったよダーリン!!」

			「ニーナもすごかった。君がいなければ、こんなに上手くはいかなかったよ」

			「えへへー」

			　二人は互いの無事を喜び、勝利を祝しながら宙を舞う。

			　当然、他の者は置いてけぼり。

			　だが、そんなことができるのも危険が去ったからだ。

			「……お前ら、終わったなら終わったとそう言いやがれ!!」

			　二人のいちゃつきは、怒鳴られるまで続いた。

			　

			　

			　早朝のリュネヴィル。

			　その中央広場には、未明の時間にもかかわらず大勢の人が押し寄せていた。

			　急場で設けられた壇上に立つのは、領主エクトルと支部長フランクの両名。

			　時折、空を飛ぶ魔物の断末魔が遠くで響いても、誰も彼らから目を離そうとしない。

			　状況が状況ではあるが、攻勢に出ないことに業を煮やした住民によって吊し上げられたわけではない。

			　むしろ喧(けん)噪(そう)からはほど遠い静(せい)寂(じやく)に包まれて、まさに嵐の前の静けさという空気だ。

			　誰もが目をギラギラさせているため、傍から見れば彼らの闘志は一目瞭然。

			「……全員、武器は持ったか？」

			「「「　おおッ！　」」」

			　エクトルの声に、返答が響く。

			「全員、作戦は覚えてるな？」

			「「「「　おおッ!!　」」」」

			　続くフランクの声に、さらに大きな返答。

			　その様子を認めたエクトルはそこで一呼吸。

			「なら、もう多くは言わない」

			　そう言って、強張っていたような表情に――笑みを浮かべた。

			「雌(し)伏(ふく)の時は終わりだ！」

			「「「「「　おおッ！！！　」」」」」

			「これまでの鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らせ!!」

			「「「「「　おおッ！！！！　」」」」」

			「奪われたものは全て取り返せ!!」

			「「「「「　おおッ！！！！！！　」」」」」

			「反攻戦の始まりだ!!　開門！！！！」

			　その声と同時に、甲(かん)高(だか)い音の鳴る矢が上空に放たれた。

			　それを合図に、城門で待機していた術師による多数の魔術が発動。門の傍(そば)にいた魔物たちを蹴(け)散(ち)らす。

			「「「「「　おぉぉおおおおおおおおおお――――っ!!　」」」」」

			　擦れ、衝(しよう)突(とつ)する金属音。

			　地を蹴(け)る音。

			　雄叫び。

			　全てが門に雪崩(なだれ)れ込み、やがて散開していく。

			　狙うは、増殖した魔物の一斉撃破。

			　仲間を呼ぶ機会を与えない。

			　強化する隙を与えない。

			　確実に葬り、全てを取り返す。

			　そのために、今日、この瞬間まで耐えてきた。

			　その積りに積もった鬱(うつ)憤(ぷん)が、まさに爆発したようだった。

			　あちこちから聞こえる魔術の轟(ごう)音(おん)や鬨(とき)の声。

			　むしろ、全員が作戦通りに動き、しっかりと連携が取れていることが不思議なほどに激しく猛り狂っている。

			「イリア、どうしたの？　遠い目しちゃって」

			「あ、フランクさんが心配とか！　むしろその方が楽しい！」

			「……はぁ」

			「「　呆れられた!?　」」

			　はしゃぐリアとシンシアに思わず溜(ため)息(いき)が漏れると、二人はショックと言わんばかりのリアクションをする。

			　そうして明るく振る舞うのは、二人が気を使ってくれたから。それが分かるだけに、溜(ため)息(いき)はそうさせてしまった自分の不(ふ)甲(が)斐(い)なさから零(こぼ)したものだったのだが、敢えて言うのも野暮だろう。

			　改めて見渡した広場には、戦場に出ない非戦闘員が残っている。

			　支部の職員に至っては先の二人だけでなく、カロン、クロード、リュック、バルド、カティ、クラリス以外の全員がいる。

			「作戦に参加しない人は顔を出さなくてもいいって言ったのに」

			「なんでわざわざ顔出したのかって？」

			　とデジレ。

			「水臭いよ、イリア！」

			「そんなの、見送りたいからに決まってるじゃない」

			　シンシア、エリーゼが続く。

			「あ、ラシェルは彼氏の見送りだよねー」

			「み、みんなのために決まってるでしょ！」

			「別にそこは誤(ご)魔(ま)化(か)さなくていいって～。ま、そこで焦っちゃうから可愛いんだけどさー」

			　シンシアとリアにいじられるラシェル。
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			「あたしらも、せめて領主様たちが戻ってくるまではと思ってね」

			「そうそう」

			「そこは夫のためって言ってあげなきゃ」

			「ちっとは頑張ってくれるといいんだけどね～」

			　厨房の奥様方が笑い合う。

			　それを皮切りに、そこかしこで始まった談笑のなかで、アマベルだけがじっと門に視線を注いでいた。

			「大丈夫ですよ」

			「……うん」

			　エクトルは、いわば総大将。

			　本当なら指揮に専念する予定だったのだが、「私も前に出よう」と言いだした彼を止める術(すべ)はなかった。

			　なんとか説得した結果、リュネヴィルの城壁周辺の魔物の掃討に当たるという妥協案で落ち着き、最前線に出ることだけは未然に防ぐことができた。

			　しかしその一方で、フランクもその護衛といいつつ、エクトルとは逆回りで城壁を回り掃討に当たる部隊長になる、という事態になってしまったのだが。

			（まったく……）

			　指揮官が参戦することによる士気の上昇は確かだが、逆に負傷した場合の士気の低下や混乱なども考えられる。リスクも大きい。

			　自らの手で街の脅(きよう)威(い)を排除したいという気持ちは理解できるが、指揮官には感情を理性でしっかり処理してほしい、というのが本音だった。

			（かといって、冷静なだけの人に人望があるかといえば、そうでもないしねー）

			　考え込んで再びフォローされてしまう前に割り切ると、緊張感を紛(まぎ)らわせるかのように談笑する人垣の中から、一つの存在が近づいてくるのがわかった。

			「今のところ異常なし」

			「ありがとうございます。もうしばらくしたら帰ってくると思うので、もう少しお願いします」

			「任せて」

			　当然のように肯定して、その女性……クラリスは人混みの中に紛(まぎ)れていった。

			　彼女の役割は、街中に配置した警備員からの連絡がないか、障害物のない上空から見張ること。

			　警備員を配置したのは、下水のようなところから魔物が入り込んでいないかを確認するという表の理由の他に、主義者によるテロ行為を警戒するという裏の理由もあった。

			　主義者の総本山ともいえる皇国が鳴りを潜めたとはいえ、「窮(きゆう)鼠(そ)猫を噛(か)む」という言葉の通り、追い込まれた存在ほど、何を仕出かすか予想がつかない。

			　万が一でも、警戒するに越したことはない。

			　本来では別の者を回す予定だったが、「戦力は一人でも必要でしょ？」という彼女の主張が認められた形だった。

			　

			　それからしばらくすると、エクトルたちが帰還した。

			　周囲の魔物を掃討したことで全ての城門を開放し、広場に隣接した税務署を仮の本陣とする。

			　そして、エクトルとフランクの隊を警備隊と遊撃部隊に分け、再編する。

			「カリュネ方面から信号！　赤一つです！」

			「一、二、三班は急行。掃討が済み次第、二班と三班は負傷者を搬送して帰投、一班はそのまま掃討任務に当たれ」

			「はいっ！」

			　駆け込んできた伝達係の少年ギルド員に、エクトルが指示を出す。

			　様になってるなー、と呑(のん)気(き)なことを考えながら、イリアはふと思った。

			（……なんで私、本陣にいるの？）

			　一応街の中とはいえ戦いの場であり、同席する者の重要度は会議室や応接間とは比較にならない。

			（……いつも以上に今更とか思っちゃダメなやつだ、これ！）

			　受け入れちゃダメ、絶対。

			　そう考え、なんとか抜け出す方法を思索しようとした矢先、

			「闘技場の時のように結石が使えればな……」

			「そうですね……」

			　聞こえたフランクの言葉につい同意してしまったが、原因がイリア自身なので口調も態度もどこか余所余所しくなってしまった。

			　表向きには、結石に含まれていた風の因(いん)子(し)を使い切ってしまったため、再充填しなければ使用不可能と伝えている。

			　それも一応事実なのだが、イリアの魔力で仲介しなければほとんど距離を稼げない、というのが一番の理由だった。

			　これまでの通話と違い、リュネヴィルでの使用法は戦術的な補助となる。彼女にしかできないことで手伝えば、それはもう手を出してるようなものだろうと考えたからだ。

			（今までなかったものなんだから、なくても大丈夫！）

			　現状を見ても、結石に頼らずとも滞りなく進行している。

			　そう、彼女がつらつらと考え事をしている間にも状況は進んでいく。

			「ベリュネ方面、青信号、来ました！」

			「輸送部隊に通達。ベリュネを拠点として補給に取りかかってくれ」

			「了解です！」

			　兵(へい)站(たん)は重要であり、戦線の維持には欠かすことができない。

			　魔物が増えないように素早く駆(く)逐(ちく)、かつ、強くなり視界の不利まで被る夜になる前に一(いつ)掃(そう)することを目標とする本作戦だが、それは輸送路の確保と迅(じん)速(そく)な運搬を行うためでもあった。

			　現場が滞ることないよう指示を出していると、別の人間が駆け込んでくる。

			「王都から使者が到着しました！」

			「通してくれ」

			　承(しよう)諾(だく)を得てやってきたのは、王国軍の騎士ではなくギルド員だった。

			　イリアは、そのギルド員が以前に見たギルド連合ロンドヴィル副本部長だと気付く。

			「無事の到着、心から喜ばしく思う」

			「貴殿らの声掛けと助力あってこそでした」

			　そういってエクトルと握手を交わすが、副本部長の顔は険(けわ)しい。

			　促(うなが)され、着席した副本部長から語られたのは、あまり聞きたくない事実だった。

			「軍は王都から動かない。いや、正確には動けないと言った方が正しい」

			「最後にやり取りをした際には、そこまで逼(ひつ)迫(ぱく)していた様子はありませんでしたが」

			　フランクの言葉に副本部長は頷(うなず)いて、その眉(まゆ)を顰(ひそ)めた。

			「逼(ひつ)迫(ぱく)していなかったが、精神的にはかなり疲(ひ)弊(へい)していたのでしょう。我々の声に、王は最後まで首を縦に振りませんでした。これ以上増えないという保証もないのに、守りを減らして民を危険に晒(さら)すわけにはいかない……だそうです」

			　王都の住民を理由にしただけ。

			　そう察して小さく息を吐いたイリア以上に呆れているのか、副本部長は苦々しげに口を歪(ゆが)めた。

			「その決定を聞き、軍を除隊しギルドに流れ込んできた者たちが相当数いました。彼らのおかげで決行できるだけの数を揃えられたのは、不幸中の幸いでした。……が、やはり数不足は否めません」

			「そちらに分担させていただいた分の進捗状況は？」

			「予定の七割、といったところでしょう」

			　言いながらテーブルに広げた地図に、駒を配置していく。

			「迅(じん)速(そく)な一(いつ)掃(そう)に重きを置いたため、数を割けず、どうしても進行速度が遅れています」

			「いえ、それが正解です。下手に手を出しては悪戯(いたずら)に数を増やされるだけですから、手を広げるべきではありません」

			「……そのお言葉で、ようやく一息つけそうです」

			　本当に安心したのか、副本部長は深く息を吐く。

			　提供された簡単な食事と水を掻き込むと、すぐに立ち上がってマントを羽織った。

			　一分一秒も惜しいのだろうが、消化を考えると食後は少し休んでほしいというのがイリアの本音だった。

			　とはいえ、王都に続く街道で指揮を執る本部長に早く知らせたいのだろうと考え、そこは止めなかった。

			「こちらの部隊と合流することで数は増えますが、方針は変えずにお願いします」

			「承知しています。では、失礼いたします」

			　副本部長が去っても、慌ただしく行きかう伝令で本陣は忙しかった。

			　だが、イリアは特筆すべきことは何もしなかった。

			　もちろん雑用は色々と熟したが、それは誰でもできること。

			　事態の大小は関係ない。

			　氷竜や闘技場……今までに起きたことと同じように、皆の力で乗り越えようとしていた。

			　そう、彼女個人の力ではなく、全員の力で。

			「……時間だ。全部隊に信号。現在取り掛かっている範囲の魔物を掃討。以後の戦闘は禁止する」

			「はっ！」

			　そうして一日目の殲(せん)滅(めつ)戦は終了。

			　王国軍の不参加といった不測の出来事こそあったものの、大事には至らず、ほぼ予定通りの進捗状況で初日を終えることができた。

			「イリア」

			　フランクに呼ばれて振り向くと、そこには緊張を無理やり解いたような笑顔があった。

			「皆が帰ってくる。美味(うま)い飯で迎えてあげてくれ」

			「……わかりました」

			　私にまで気を使わなくてもいいのに。

			　そう思うと、つい笑みが零(こぼ)れてしまった。

			　支部に戻り、厨房の職員に声をかけて料理を作り始める。

			　戻ってきたギルド員たちは食事を口に運びながら、今日の獲物を自慢し、明日への意気込みを語りあい、騒いでいた。

			　笑顔で、明日への希望を滲(にじ)ませながら。

		

	
		
			　

			　

			第４章　終息

		

	
		
			　それから三日後。

			　戦力を持つほとんどの地域が一斉に攻勢をかけたことで、ロンドヴィル全域で増加した魔物の掃討を完了することができた。

			　ロンドヴィルのあちこちで歓声が上がり、それは隣国にも聞こえるほどだったとか。

			　裂けた地面の埋め立てや街道の補修、家屋の修(しゆう)繕(ぜん)……魔物の掃除はギルド員が積極的に行うが、色々なことが元通りになるには、まだ時間がかかる。

			　……当然、元通りにならないものもある。

			　だが、支部を訪れた人には笑顔があった。

			　行きかう人にも笑顔があった。

			　街中が、笑顔で溢(あふ)れていた。

			『褒(ほ)めて、イリアー！』

			『聞いて、イリア！　ダーリンがかっこ良かったの！』

			『終わったよ、イリア――楽しみにしててね、イリア姉！』

			『無事終わったわ～。うふふ、待ってるわね～』

			『無事完了した。報告だけはしておこうと思ってね』

			『終わったぜ、イリア！　やった！　やったんだぜ俺たち！』

			『あー、ダルかった。まぁ一件落着だ。安心しろ』

			『報告させていただきます。万事、大事なく終了しました』

			　守りたかったものを守り、自分の信念を貫(つらぬ)くことができたのだろう。

			　報告の声も、皆嬉しそうだった。

			　世界中で起こった全ての困難……邪神を返り討ちにし、魔物も掃討することができた。

			　少なくない犠牲は出たが、後は終息に向かうだけ。

			　そんな彼女の予想を裏付けるように、やがて連絡網も復活。

			　これを終息宣言と捉(とら)え、イリアは教会に向かった。

			　

			　イリアは、彼女が来るのを知っていたかのように壇上に立つ男の視線を受け止める。

			　その視線に込められた感情はよく分からないが、少なくとも快く思ってはいなさそうだ。

			　そんな男……使徒は一歩踏み出して口を開いた。

			「……全て、貴女の読み通り、ですか？」

			　大精霊も使徒も邪神も、自分を一体なんだと思っているのだろう。

			　そんな本音は胸中に留め、問いに対する答えを返す。

			「いえ」

			　むしろ、被害は予想よりも大きく、多かった。

			　そんなイリアの内心を読んだかのように、使徒はまた一歩足を踏み出して、言った。

			「なら何(な)故(ぜ)、手を御貸しにならないのですか」

			「私の手はいりません。貴方が言うほど、この世界の人々は弱くない」

			　人は強い。

			　個人はどうあれ、人という種は、この世界のどの種よりも強い。

			　だが、そんな彼女の言葉に、使徒の同意は得られなかった。

			「世界は救いを求めています。移ろい変わる、揺(たゆ)蕩(た)うような支配者ではなく、心の拠り所となる神を求めている！　その仮初めの器が最大の宗教であるラトヴェスター教であり、国やギルドといった多数による力です！」

			　ですが、と使徒は続ける。

			「人々はその真の脆(もろ)さを知った！　支配者は全てを救えない！　祈(いの)り続けるだけでは何も救えない！　そう気付いたのです！　今こそ、人々は唯一の神を求めているのです！」

			　そうしたのはあんたじゃん。

			　そんな野暮なことは言わないが、使徒の言うことにも一理ある。

			　人が何かに所属するのは、自分の弱さ……個の弱さを知っているから。

			　集まり、寄り添い、助け合って、人の社会はできている。

			　だがそれは、ともすれば集まった人々を殺すような脆弱さと、食らいつくすような狂暴性も秘めている。

			　今回の件で、ロンドヴィルを含め、幾つかの国や支部は不始末の責任を追及された。神や世界樹に祈(いの)りながらも大事な相手を失った者の中には、祈(いの)ることをやめた者もいるだろう。

			　縋(すが)るものを失くし、支えをなくしてしまった人間は、簡単には立ち上がれないかもしれない。

			　そして、今まで思ったことがある者は改めて思い、これまで気付かずにいた者は知ってしまったことだろう。国もギルドも宗教も、絶対の存在ではない、と。

			「……以前お話ししましたが、未(み)曽(ぞ)有(う)の危機が迫っています。それは今回とは比較にならない災(さい)厄(やく)となるでしょう」

			　静かに……だが強い口調でそう言った使徒は、イリアをじっと見据えながら、続く言葉を口にした。

			「神におなりください。さもなければ、この世界は滅びの道を辿(たど)るでしょう」

			　言いたいことは多々あるが、イリア自身の言葉で、彼女自身の考えを伝えることにした。

			　それが、心の底からこの世界のことを考える使徒に対する、最低限の礼儀のように思えた。

			「私は紛(まが)い物です」

			　光のドジで紛(まぎ)れ込んだ、本来この世界にはなかったはずのモノ。

			　その言葉に、使徒の表情が強張り、視線が強くなる。

			　それでも、まだ言葉を止めるつもりはない。

			「神がいなければ滅びるというなら、いずれ本物の神の器が現れます。纏(まと)まらなければならないというのなら、いずれ本物の統治者が現れます。貴方の言う、世界を救うために」

			　それが、この世界の仕組みだから。

			　全てが繋がり、混じりあうこの世界だからこそ、悪が生まれるというのなら、それを倒す英雄も必ず現れる。

			　それはもう生まれているのかもしれないし、これから生まれるのかもしれない。

			　人は弱くない。

			　今回の件を、イリアの友人や大勢の人々が手を取り合って鎮めたように……この世界の誰かが、必ず世界を救う。

			　彼女はそう信じている。

			　この世界のみんなを信じている。
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			「では何(な)故(ぜ)」

			　イリアの言葉が終わったと判断したのだろう。使徒が言う。

			「自らを紛(まが)い物と蔑(さげす)み、世界に危機はないと言うのであれば、何(な)故(ぜ)貴女は人を助けるような真似をするのですか？」

			「当たり前じゃないですか」

			　本当に理解できないらしく、使徒は怪(け)訝(げん)とした表情を浮かべる。

			「今もこの世界のどこかでは誰かが困っていて、本人や別の誰かがどうにかしたいと願っています。その想いを聞き入れた人たちが起(た)ったら、私はそれを助けます」

			「……何(な)故(ぜ)、困っている者に直接手を差し伸べてはいただけないのですか」

			　その答えも簡単。

			「私がやったら、誰も成長しないじゃないですか」

			　それじゃ意味がない。

			　それも今回の件で証明された。

			　――皆、本当に強くなった。

			　皆、傷ついて、悲しんで、立ち止まって、泣き崩れた。

			　それでも立ち上がって足を踏み出して進む、強さを持った。

			　イリアが手を出さなければ救えないと言われた試練を乗り越えるほど、強くなった。

			　それが、本当に嬉しい。

			　少しだけ目を伏(ふ)せ、湧(わ)いて出た自(じ)己(こ)嫌(けん)悪(お)を抑え込む。

			　使徒の身動ぎする音が聞こえて目を開くと、視界の先では、彼がまた一歩近づいていた。

			　その表情に笑顔は見えないが、明らかに希望を見つけたような目の輝きがあった。

			「それこそ、それこそ神としての――」

			「違いますよ」

			　言い切る前に言葉を遮(さえぎ)る。

			　そんなんじゃない。そんな風に思われたくはない。

			　これは彼女自身のためであり、彼女の我(わが)儘(まま)。

			　人に試練を与えて成長を促(うなが)す――そんな神の役割になんて、思われたくない。

			「これは、私が受付だからです」

			「……受付？」

			「はい」

			　理解できず、呟(つぶや)くような使徒の声に、イリアは頷(うなず)く。

			　浮かべるのはいつもの笑顔。

			　そう。

			　これは彼女の役目。彼女の自己満足。

			「ギルドは皆で助け合う組織で、ギルド連合はギルド員を補助する組織です。だから」

			　世界のためじゃない。

			　誰かのために頑張る、ギルド員のため――

			　今、この瞬間を生きる人たちのために、

			「誠心誠意、依頼が成功するよう、ご助力いたします」

			　それが今の、彼女の在り方。

			「私は、ギルドの受付嬢ですから」

		

	
		
			　

			終章　けれど、彼らの道は続いていく

			　

			　気付けば、目がチカチカするような、真っ白の空間にいた。

			　そして、あの時と同じように、目の前には光。

			「やぁ。久しぶり」

			　やけに気さくな声をかけた光は言う。

			「一つ、君に聞いておきたかったんだ」

			「はぁ」

			「君は、恨んでいるかい？」

			　今更すぎて、その意図が読み取れなかった。

			　もしかすると、これはあの時のように現実（？）ではなく、単なる夢なのかもしれない。

			　だけどその一方で、その声音には気遣うような色が感じられた。

			　だから、ちゃんと答えようと思った。

			「わかりません」

			　色々なことがあったから。

			　感謝するとか恨むとか、そんな単純には割り切れなかった。

			「そっか。じゃあ、もう一つ聞いていいかな」

			　一つじゃなかったんですか。

			　そう口にするよりも早く、光は言った。

			「君は、あの世界が好きかい？」

			「……わかりません」

			　前の質問と一緒。

			　そうとしか答えられなかった彼女に、光は言う。

			「なら、前の世界に戻るかい？」

			　できるの？

			　そんな疑問が浮かぶより先に、彼女は答えていた。

			「いえ」

			　と、否定の言葉を。

			「どうして？」

			　そんなの決まってます。そう言外に告げるように、口を開く様子に迷いはない。

			「世界って言われるとよくわかりませんけど、あそこにいる人たちに会えなくなるのは、寂しいですから」

			「……そっか」

			　どこか嬉しそうな声が聞こえると、視界がぼやけ始めた。

			　あ、終わるんだ。

			　すんなりそう思えて、目を閉じた。

			「辛いことがあっても、悲しいことがあっても……君にとって、あの世界が居場所なんだね」

			　どこか遠く聞こえる声が悲しそうに思えて、彼女は言った。

			　言っておかなければいけない。そう思った。

			「楽しいことも、嬉しいこともありましたから」

			　その点は、感謝しているかもしれません。

			　そう、言葉にできたかどうかも分からないうちに、彼女の意識は解けていた。

			　

			　気が付くと、イリアは自室にいた。

			　目の前には、全身を映す鏡。

			（……着替えてる最中の明(めい)晰(せき)夢(む)？）

			　そう思いはしたものの、思い返してもどんな夢を見ていたのか、むしろ夢を見ていたのかすら曖(あい)昧(まい)で、漠然と思い出すこともできない。

			「まぁ、いっか」

			　本来、夢はそんなものか、と着替えを再開。

			　支部そのものの規模が大きくなり、別棟となった部屋を出て本部棟へ向かう。

			　生真面目で、いつも飄(ひよう)々(ひよう)とするクロードを睨(ね)めつけるフクロウの鳥人の子。

			　ちょこちょこと動き回るリスの獣人の子を、狩猟犬的な目で追うカティ。

			　細く、先に生えた毛が揺れる尻尾(しつぽ)をリアに何度も掴(つか)まれ、その度に驚く様子に男性の視線が釘付けになる牛の獣人の子。

			　受付や総務、事務に経理……色々な役職で人が増えたというのに、雰囲気は全然変わらない。

			　休憩に入るリアと入れ替わるようにカウンターに立ち、業務に努める。

			　必死になって料理を頬張る者。

			　遊びに興じる者。

			　掲示板を見ながら唸る者。

			　ここは、本当に変わらない。

			　だが……変化はいつも、この世界のどこかで起きている。

			　今まさに支部に足を踏み入れたのは、物珍しそうにしながら歩く少年少女。

			　二人は共に黒髪で、黒に近い茶色の瞳(ひとみ)。

			　迷っている風の二人を出迎えたエリーゼと言葉を交わしながら、少年がキョロキョロと辺りを見渡し――イリアを見た。

			　その顔に浮かぶのは、満面の無邪気な笑み。

			「やっぱ、ファンタジーにはエルフだよな！」

			　その言葉を、このホールにいるどれだけの人が理解できただろう。

			　内心の苦笑を押し隠し、いつもの笑顔を浮かべてお辞儀する。

			「いらっしゃいませ」

			　ようこそ、リュネヴィル支部へ。

			　

			　そして――ようこそ、剣と魔法の世界へ。

			　

			　

			　貴方たちの進むその道に、助言、助力は必要ですか？
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			あとがき

			　

			　回収していないあれやこれやはありますが、一、二、三巻、そしてこの四巻をもちまして、『世界の意思がイリアを表舞台に立たせようとするエピソード』は完結です。

			　本編中に起きた出来事について、「主人公がやれば簡単に済むのに」という感想をもたれた方がいらっしゃいましたら、それが使徒の意思と考えていただけると分かりやすいかもしれません。

			　対して、主人公は一巻の氷竜の件で関わり方を決めましたが、それまでは「危なくなったら移住すればいいや」くらいの考え方でした。

			　なので、言ってしまうと一巻の時点でイリアの精神面での成長というか、意思は完全に固まってしまってたりします。

			　そのため、それ以後はイリアの成長ではなく、だんだん大きく（或(ある)いは身近に）なる事件に対して、その意志を貫けるか、という構図になりました。

			　

			　ギルドがいわゆるイベントにとって起点でも終点でもない中間、あるいは始点に近い位置づけで存在するように、この物語もまた、この世界で起こる大きな物語とその前哨戦のような物語の間に起きた出来事です。

			　作中にもありますが、このエピソードが終わっても登場人物たちの歩みは続きます。

			　前述の通り、この後に起こる出来事がこの世界にとっての本編とも言えるので、むしろこれからが本番といえるかもしれません。

			　そんな中、最強のくせに受付嬢をしているサブキャラがいる。

			　なぜ、彼女は最強キャラなのに表にでてこないのか？

			　その理由が『ギルドのチートな受付嬢』で語られる……的な！

			　そんな最初のコンセプトが達成できたかは定かではありませんが、ここまでこれたのは、読んでくださった方々と、いただいたお言葉の数々があってこそ。

			　素晴らしいイラストを描いてくださった三弥様、担当編集荒田様をはじめ、デザインや校正など文庫『ギルドのチートな受付嬢』に携わってくださった関係者様、そして文庫を手に取ってくださった皆様に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。

			　↑こういうの要らないよね、と知人が口にしていましたが、人と関わる機会がないといいますか、感謝を伝える機会が全くないんですよ！　ほんとびっくりです。

			　夏にコタツでした。

		

	
		 
			　

			　電子書籍限定 特典ＳＳ　ある者の述懐

			　

			　

			　とある世界のとある時代。

			　とある島で、とある三者が対峙していた。

			　正確に言えば二対一という構図だが、剣呑という雰囲気でもない。

			　色とりどりの花が咲き乱れ、大小様々な生命が長閑に過ごす光景はむしろ楽園に近い。

			「ヒトの。君はまた子を産んだそうだね？」

			　どこか呆れたような口調で訊ねたのは、山の様な巨体の竜。

			　対して、〝ヒトの〟と呼ばれた長い耳をもつ美しい人間の姿をした女性は、あっけらかんと頷いた。

			「うん」

			「うん、ではない」

			　眉間に深い溝を刻みながら咎める声は、竜に負けず劣らずの巨躯と、二本の角を持つ男性。

			「これで23……お前は一体どれだけの子を産めば気が済むのだ」

			「数の問題じゃないよ！　えっと、どうしても、ってお願いされちゃって……」

			　自覚があるのか、尻すぼみになりながら視線を下げる女性。

			　その姿には庇護欲を駆り立てる魔性の気がある。が、そこは同格の存在。

			　全く動じず、二本角の巨人は「それだけか？」と詰問を続けた。

			「……すごく一生懸命で、それが可愛くて……ね？」

			「ね？　ではないのだ、この馬鹿者が!!」

			　巨人の一喝に大気が震え、雲が裂け、木々が吹き飛び大地が裂ける。

			　なんだなんだと三者の会合を遠くから眺めていた原初の生命たちが、慌てて逃げだす姿を認め、女性は巨人をキッと見据える。

			「鬼の声大きすぎ！　私が悪いのは分かるけど周りの子たちにまで迷惑かけないで！」

			「う、うぬ……」

			「それだ」

			　攻守の入れ替わったタイミングで声を挿んだ竜に、二者の視線が向けられる。

			「それだって、どれ？」

			「その前に、姿を変えよう。ヒトのが言うように、要らぬ影響は避けるに越したことはないしね」

			「……承知した」

			　竜の言葉に同意した巨人の姿が瞬く間に縮み、多少の大小の差異はあるが、女性と同じ縮尺の背丈へと変化する。

			　竜は人の姿にまで合わせている。

			　その姿形を変えられるのは、尋常ならざる力を持つ証。女性に至っては、あらゆる種への変化が可能であり、竜と巨人に比べて小さいその存在も常軌を逸していることが分かる。

			　しかし、その変幻自在の力が問題だった。

			　自由奔放、知的好奇心旺盛な彼女は、時に魚に、時に鳥にと姿を変え、世界を巡る。

			　姿を変えようと、その美しさには陰りというものは存在せず、種を変えては求愛され続けた。

			　彼女の持つ慈愛の性質が働いたのか、断り切れずに交わり、子を宿す。

			　母親である彼女と同等ではないものの、常軌を逸した力と知能……そして、多少の差異はあるがヒトに近い姿をした子が。

			「さて、話を戻そう」

			　仕切り直し、と告げた竜は女性に視線を向けつつ言葉を続けた。

			「先程、君は言ったね。周りに迷惑をかけないで、と」

			「……うん」

			「君はこの僕、竜神と、彼、鬼神と同じ柱……世界の秩序を保つ、それだけの力を持つ存在だ」

			　女性……人神は頷く。

			　原初の三神として生まれたことを忘れたことはないし、その役割を放棄するつもりは毛頭ない。

			「ならわかるだろう？　僕らには遠く及ばないにせよ、強い力を持った者が生まれる……その影響を」

			「……」

			　先程起きた、鬼神の怒りによる破壊。

			　それが突発的に起こってしまうかもしれない。

			　この時代、原初の三神を頂点として、様々な原初の生命とそれを統括する神々――大きく、超常の力を持った犬の神など――により、世界の秩序は守られ、安定していた。

			　それを崩す可能性を生み出したことを察し、人神は罪悪感と恐怖心に落ち込んでしまう。

			　神としての力の一端だろう。彼女の感情を正確に読み取った竜神と鬼神は小さく息を吐いた。

			　彼女が抱いた恐怖心が、我が身可愛さであったのなら矯正するところだが、その感情が指すところは、全て周囲……まるで我が子のように愛しいものたちへと向けられていた。

			　普遍の愛。

			　彼女の行動は純粋で、それ故に御しがたい。彼女自身にとっても、それを諫めなければならない者たちにとっても。

			「……生まれてしまったものは仕方ない。それはもうこの世界の一部だ。これからは、自分の行動の影響を考えなきゃだめだよ」

			「……うん。わかった」

			「軽挙妄動は慎め」

			「気を付けます」

			　神妙な面持ちで頷く人神に満足し、竜神と鬼神はそれぞれの住処へと帰っていった。

			　……その後、また新しい命を授かった彼女を再び叱ることになろうとは、さしもの彼らも予想できなかった。

			　

			　

			　時は流れ、いくつかの世代を重ねた頃。

			　人神の子孫は交配を重ねると、次第に人神の姿に近づいていった。そしてその一方で、神の因子が薄いエルフと妖精の祖先や、そもそもそれを持たない普人、ドワーフ、妖精、獣人、魚人、鳥人が生まれるようになった。

			　それだけならばまだいい。

			「……」

			「……」

			「……」

			　相変わらず人神の周囲は季節などお構いなしに花が咲き誇り、あらゆる生命がひと時の安寧に身を委ねていたが、一堂に会する三神の表情は硬かった。

			　慣れてしまったのか、人神のもとに着くや姿を変える用意の良さ。

			「……さて、どうするべきかな？　ヒトの」

			　まず口を開いたのは、いつかと同じ竜神。

			　対する人神は、当惑したような表情を浮かべる。

			「どうするって言っても……、私が悪いの？」

			「いつか起きることだったとしても、お前の行動で早まったことは確かだ」

			　鬼神の声にもどこか覇気がない。

			　それは、彼もまた混乱している証左でもあった。

			　今、彼らを悩ませているのは子孫の諍い。

			　その原因は、その数が増えすぎたこと。生命が世界に溢れたため、住処と食糧を巡って統治者同士の争いが起きていた。

			　初めは、彼らも自然の摂理だとして、静観していた。

			　しかし、争いは止まるところを知らず、やがて武力衝突へと発展。

			　そして扱う力が大きくなれば、当然その被害は大きくなる。

			　見るに見かねて、竜神と鬼神が人神の下へ向かい、今に至る。

			「君はどうしたい？　君の責任ではなく、その権能で解決する方法を編み出したりはできないかな」

			「考えてるよ。もちろん止めたいから。……止めなきゃいけないから。絶対」

			「だが、一度止めても、またすぐに始めるのだろう」

			「う……」

			　竜神の問いに対し、強い口調で返した人神だったが、続く鬼神の言葉には返す言葉がなかった。

			　人神の言葉はそれだけで聞いた者の心を潤し、癒す。

			　しかし抑制・強制する力はない。

			「……それでも、続ける。続けないと」

			　愛しいものたちが傷つくのは、我が身を切り裂かれるよりも痛い。

			　そんな苦悶の表情を浮かべる人神に、鬼神は小さく息を吐いた。

			「俺も手伝おう」

			「ぅえ……!?」

			「誤解するな。力づくで止めたりはせん」

			　それなら、と胸を撫で下ろした人神に鬼神はむくれ、竜神は苦笑した。

			「なら、僕も手伝おう」

			「本当!?　ありがとう！」

			「……俺の時と随分態度が違うな」

			「ごめんごめん、冗談だよー」

			　本来、三者は互いに互いを監視し、その暴走を止める役割も担っている。

			　互いの主張が衝突すれば、実力行使に出ることになる。

			　事実、竜神がその相克をもって鬼神を止めたことは片手では足りないだろう。そのせいか、竜神と鬼神が出会う時は、どこか硬い空気が流れるようになっていた。

			　だが、そこに人神が加わるとどうだ。

			　初めにあった空気の硬さは薄れ、いつも眉間にしわを寄せているような鬼神が口角を上げている。

			「……何をニヤニヤしている。気色悪いぞ竜の」

			「失礼だな。思ったことをすぐ口にする実直さは、美点ではないと言ったよね？」

			「否定しないんだ……」

			　睨めつけることはしても、そこに剣呑な空気はない。

			「鬼の、竜の、ありがとう」

			　屈託のない笑みに、辺りが一層明るくなったのは気のせいではないだろう。

			　そんな胸中の思いはほどほどに、さっそく三神は行動を開始した。

			　

			　

			　さらに時は流れると生命は多様性を増し、そして、事態は悪化の一路を辿る。

			　諍いはその度に小さな溝を刻み、世代を追うごとに深くなり、広く世代を超えて刻まれていった。

			　諍いは反感を。反感は嫌悪を。嫌悪は憎悪を呼び……争いは激しさを増す。

			　親を馬鹿にされたから。

			　子を傷つけられたから。

			　大事なものを、殺されたから。

			　いつしか、最初の原因がなんだったのかも忘れ、神の子孫は争い、傷つけ合い、殺し合う。

			　やがて、神々の子孫は戦争を始めた。

			　当然、秩序の乱れを三神が見過ごせるはずもない。

			　目に余る者が出れば、鬼神は実力行使をもって抑止に向かい、竜神がそれを阻む。

			「あれはやりすぎだ。力をもって止める」

			「そのやりすぎの基準を決めてからだよ」

			　一族全体が非道に走る傾向を知れば、再び鬼神と竜神は衝突する。

			「あの種は邪悪に染まりすぎた。全て葬る他ない」

			「それでもこの世界の一部だ。改善できるのならその方がいい」

			　その間、人神は争いがあれば西へ飛び、別の争いが起きたと聞けば東へと飛んで、説得に奔走した。

			　だが、彼女が争いを止め、癒すことができるのは、その時のみ。

			　怒りは再沸し、またどこかで争いが起きる。

			　

			　

			　そうして……世界は荒廃した。

			　

			　

			　戦争によって負の感情が増大したことで邪神や魔物が増加。

			　泥沼の戦争で殆どの神が戦死して、生き残った神々も或る者は失望して自ら命を絶ち、或る者は世界に呪いを残して人々に殺された。

			　戦乱の中で数え切れないほどの命が消え、大地は枯れ、空は明るさをなくした様に陰る。

			　残るのは輝きをなくした世界と、僅かな人神の末裔。そして、その神の力をほとんど受け継ぐことなく生まれてきた種族たち。

			　だが、彼らもやがて命尽きるだろう。

			　その未来が容易く想像できてしまうほど、今、この世界は死に瀕していた。

			　――こんなことになるならば、正当性など無視して全て滅ぼしておくべきだった。

			　――こんなことになってしまうのなら、妥協などすべきではなかった。

			　鬼神の厳正、そして竜神の調和。

			　それぞれに己の逃れ得ない性(さが)を呪いながら、変貌してしまった世界を眺めていた。

			（……？）

			　そんな彼らの目に映るのは、空を覆う淡い光を放つ極光。

			　またどこぞの馬鹿が凝りもせずに力を使っている。

			　そう判断した鬼神と竜神は、それぞれの住処を発って力の発生源へと向かった。

			　向かいながら、違和感に気付く。

			（これは……）

			（攻撃では、ない？）

			　揺らめく極光から降り注ぐのは、柔らかな光の粒子。

			　その光に触れると、酷使していた身体が癒され、疲弊していた心が安らぐのを感じた。

			（この感覚……）

			（どこかで……）

			　記憶を辿り……至る。

			　と同時に、両者は駆ける足、飛翔する翼の速度を上げた。

			　光に触れる度に癒されながら、しかし言いようのない不安が胸を締め付ける。

			　発生源へと近づくにつれ、大地はその身を蘇らせていく。

			　そして逆方向にもう一方の神を認めたが、彼らにそれを気に留める余裕はなかった。

			「ヒトの！」

			「何をしている!!」

			　巨人と竜。

			　巨大な質量が踏みしめたことで辺りを大きな揺れが襲う。

			　しかし、彼らの視線の先。膝を折り、手を結んで頭を垂れる人神は動じない。

			　だが、その存在には気づいているのだろう。

			　人神は言う。

			「……ごめんね」

			　その声に、その言葉に、鬼神と竜神は己の予想が正しいことを直感した。

			　そして歩み寄るが、阻まれた。

			　結界。

			　それも、鬼神と竜神の侵入を阻むほど強力なもの。

			「何のつもりだ!!」

			　鬼神が力任せに叩くが、結界はびくともしない。

			「……私が、やらなくちゃ」

			「何故だ!!」

			　竜神は叫んでいた。

			「君は止めた！　一生懸命止めたのを僕たちは知ってる!!　声を枯らして、身を盾にして必死になって止めようとした!!　それ以上を誰が求めるっていうんだ!!」

			「……でもね」

			「全て奴らの意思だ！　お前に責任はない!!　お前が尻拭いをしなければならない理由はどこにもないんだぞ!!」

			　遮るように言った鬼神の声にも、人神は「でもね」と同じ言葉を返した。

			　それは優しく、労わるような声だった。

			「私は、あの子たちのお母さんだから」

			　止めきれなかった後悔はある。

			　止まらなかった彼らに対する怒りも、少しだけあった。

			　それでも、例え関係ないと手を跳ね除けられようと、例え彼らを生んだ元凶と忌み嫌われようと……彼女の意思は変わらない。

			　彼女という存在は変わらない。

			　だから。

			「どうにか、してあげたいって……思うんだ」

			　そう言って、笑った。

			「いつもわがままで、ごめんね」

			「駄目だ!!　許さない!!」

			　違う。

			　竜神は制止の声を叫びながら、胸中で断じていた。

			　彼女が時折無茶な行動をとるのも、忠告を聞かずに行動に出るのも、全て他の誰かのため。

			　今もそうだ。

			　今も自分の我儘と言いながら、この世界を癒そうと力を使い続けている。

			　全身全霊……命を賭して。

			「ふざけるな!!」

			　鬼神は怒りに声を上げた。

			　彼女の行為を、「それもありだ」と肯定する「厳正」たる自分の性(さが)に。

			　自分たちの意思をまるで無視し、喜び満ちるかのように咲き乱れる草木の無邪気さに。

			　人神は攻撃する術を持たないが、多種多様な技を使う。

			　癒すことと防ぐこと……特に後者に長けているのは、神からの武力行使を防ぎ、同時に他の神を守ることに繋がるからだ。

			　彼女がいたからこそ竜神と鬼神は本気でぶつかり合うことができ、またその性によって彼女を傷つけずに話し合うことができていた。

			　それが今、こんなにも怨めしい。

			「っ」

			　不意に、抵抗が消えた。

			　結界の消失。

			　しかし、空の極光は消えていない。

			　――結界を維持できなくなるほど、力を消耗した？

			（……違う）

			　彼女は、結界に使っていた力さえも、癒しに回していた。

			「……馬鹿者が」

			　事ここに至っては、もう遅い。

			　そこに在るのに、やけに希薄な存在となってしまった彼女に、鬼神と竜神は人の身体へと変じながら近づいた。

			　もう、止めるつもりはない。

			「……本当に馬鹿だな、君は」

			　初めて触れたその輝くような金色の髪は、まるで雲を漉くかのように手応えなく指になびく。

			　それが心地よく、笑みを浮かべたつもりだが、それが形となった自信はない。

			　そんな竜神の内心を察したのか、人神は微笑み――身体が傾く。

			「！　……ッ」

			　咄嗟に身体を支えたのは鬼神。

			　だが、彼の表情に浮かぶのは安堵ではなく、苦悶。

			　軽い。

			　まるで、そこに存在しないかのような身体の軽さに、鬼神は歯噛みした。

			　そんな彼を見て、人神は苦笑しながら口を動かす。

			「……なんだ」

			　しかし、その声は聞こえない。

			「何を言ってるんだ……聞こえんぞ」

			　普段通りに振る舞おうとしても、声が震えた。

			　もう彼女には、声を出す力さえない。

			　だが、人神は一度笑顔を浮かべ……大きく、口を動かした。

			「ッ――」

			　思わず目を閉じた鬼神。

			「ヒトのっ!!」

			　聞こえたのは、竜神の声。

			　反射的に目を向けると、そこには光の粒へとかすれていく人神の姿があった。

			「――駄目だ!!」

			「行くな!!　行っちゃ駄目だ!!」

			　竜神が掴むように手を伸ばしても、光は呆気なく逃れて立ち昇る。

			　薄れながら、未だに揺れる極光へ。

			　雪の様に降り注ぐ光の流れに逆らいながら昇る光はやがて途絶え、極光もまた、一度の昼夜を跨いでその姿を消した。

			　荒れ果てた大地には所狭しと命が芽吹き、死を脱した生命は歓喜に踊り、歌う。

			　竜神は、ただ空を眺めていた。

			　もうここにはいない者を探すかのように。

			　腕の内から消えてしまった僅かな重み。

			　その感覚さえも消えてしまうのを拒むかのように、鬼神は微動だにしない。

			「竜神様……鬼神様……、人神様は……」

			　聞こえたのは、第三者の声。

			　微かに感じる神の血から、生き残った一柱だろう。

			　……そして、人神がその身を隠した原因。

			「――っ」

			「駄目だよ」

			　目に捉えることのできない速さで振り上げられた鬼神の手は、竜神によって掴まれていた。

			　そのあまりの怒気に、子孫の者は悲鳴を上げ平伏した。

			「……彼女は、世界と一つになったんだ。彼女を傷つけることは、許さない」

			　鬼神の力が緩んだのを察して、竜神はその手を離す。

			　それでも、怒気が収まる気配はない。

			　それは竜神も同じだ。

			「……人神は、その身をもってこの世界の命を繋いだ。その旨、心して皆に伝えよ」

			　そして。

			　そう続けながら、彼の者を見遣る。

			「二度と、下らぬ争いを起こすな」

			　必ず滅する。

			　怒気、憎悪、殺意……そして、悲哀を言外に込めて。

			　そのあまりの威圧に気を失ってしまったようだが、目覚めれば問題はないだろう。

			　そう断じて、竜神は再び空を見上げる。

			「ねぇ鬼の。……もう相克は崩れてしまったし、僕はお役目を止めることにするよ」

			「……」

			　鬼神の反応はない。

			「僕の認知するところじゃなければ、君の行動を止めるつもりはない。だから――」

			　君はどうする？

			　そう訊ねると、鬼神は少しだけ視線を上げた。

			「……俺も降りよう。あいつを助けることもできないお役目など……糞喰らえだ」

			「……そっか」

			「だが……」

			　続ける言葉に視線を下げると、鬼神の目は、剣呑な……しかし淀みのない眼差しで、どこかを見ていた。

			「あいつを……この世界を壊そうとする者が現れるなら、今一度、この力を振るおう」

			「……それは僕もだよ」

			　考えるまでもないことだ。

			　そんな意思を感じて、鬼神は竜神へと目を向けた。

			「……これから、お前はどうするつもりだ」

			「空に浮かぶ住処を造ろうかな」

			「なんだそれは」

			「面白そうじゃない。それに――」

			　彼女の愛したこの世界を、眺めていられるから。

			　その言葉は口にせず、竜神は別の言葉を鬼神に告げる。

			「それとさ、子供をつくってみようと思うんだ」

			「お前――」

			「ああ、ヒトのみたいにじゃないよ。僕の力を受け継がせる分身体……とでも言えばいいのかな」

			「……なぜそんな面倒なことを」

			　思わず訊ねていた鬼神に、竜神は笑いかけた。

			「そうすれば、彼女の気持ちが、少しは分かるかなーって。それに……もう、この世界に永く留まる気もないからね」

			「……」

			　会話が途切れたのを機に、竜神は歩き出す。

			　その姿を見遣って、鬼神もまた、立ち上がる。

			（子供、か）

			　人神が愛し、その命をささげたもの。

			「機会があれば、いいかもしれん……な」

			　嘯いた内容に失笑し、歩き出す。

			　役目を放棄した彼らが、今後出会う可能性は限りなく低い。

			　それでもいいと、彼らは考えていた。

			　三神の誰かが怒り、別の誰かが宥め、また別の誰かが笑う。

			　そんな心地いい時間はもう、訪れないのだから。

			　

			　

			　そんな彼らの様子を、ずっと眺めていた。

			　世界を生み出し、機構を作り、その動向を眺めていた。

			　これまで同様、彼らの意思に、これからの行動に干渉するつもりは毛頭ない。

			　ただ、人神を憐れに思った。

			「またこの世界に転生することになるけど……きっとまた同じように、その身を犠牲にするんだろうね」

			　それでは、なんのための転生か。

			「だから、君を力の使えない別の世界に送ろうと思う。力は使えなくなってしまうけど、そこは自らの才を間違えたまま一生を終える者も少なくない世界だから、きっと大丈夫」

			　人神の魂を輪廻から外し、別の世界に組み込む。

			「……君は、恨むかな」

			　愛する世界から離されて。

			　不意にそんなことを考えたが、詮無きことと断じて作業を再開し、送り込む。

			　彼女の魂が、安寧を得ること。

			　それだけを願って。
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